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プロローグ　この世界を僕の物にしたい







「――ぼくの夢は、せかいせいふくです」




　小学生の頃ころの僕にとって、そこは楽園だった。

　楽園というか、正確には動物園であり、近所だった。

　檻おりの中のライオンは吠ほえもせず、悠ゆう然ぜんと寝ねそべり、いつも呑のん気きにあくびをしていた。それは雄お々おしく狩かりをする姿よりもずっと、王者の風格を備えるように見えた。

　そのライオンを飼育する檻の前は、僕にとってお気に入りのスポットだった。野生の荒あら々あらしさだとか、厳しさを感じさせる物はないけれど、のんびりとしたライオンの姿を眺ながめているのは退たい屈くつしなかったのだ。

　僕が動物園に通いつめていたのは、父方の爺じいさんがそこの責任者を任されていたからだ。経営手腕が凄すさまじかったらしいが、無理なコスト削さく減げんとかはせず、飼育する動物に対しては、できるだけ快適な環かん境きようを作っていたそうだ。実際に爺さんの動物園では、どの動物も幸せそうに見えた。その幸せそうな姿を見ていると、こちらまで幸せになれたのだ。

　その日もいつも通りにライオンを眺めていると、飼育員が餌えさを運んできた。ライオンは生肉を美味おいしそうに食べていくが、その様子はまるで、召めし使つかいが王様の世話をしているかのように見えた。

　それからほどなくして、爺さんが僕の傍そばへとやってきた。

「よう、誠せい二じ。まーた見に来てたのか。学校はまだ授業をしている時間だろう」

「んー、つまんないから抜けて来た」

「お前って奴やつは……後で先生に謝あやまりに行くんだぞ」

　そう言いながらも、爺さんはしわくちゃの手で僕の頭を撫なでてくれた。僕は掌てのひらの大きさを感じながらも、ライオンからは視線を動かさなかった。

「ねえ、爺ちゃん。どうやったらライオンさんになれるのかな」

「なんだい。誠二は将来、ライオンになりたいのか？」

「うん。寝そべったままご飯貰もらってねー、広くておっきな家の中でねー、たくさんの女の子といっしょに暮らしたい。せりかちゃんとか、るきちゃんとか」

　こんな子供が居たら、普ふ通つうは頭を二、三発は叩たたいているが、爺さんは僕の人格とか、性癖を否定するようなことはなかった。人を不幸にしたり、傷つけたりするような事には厳しかったが、自由であろうとする事を叱しかる人ではなかった。

　ぶっちゃけた話、悪い大人おとなだった。

「ライオンがああして居られるのは、あいつが客を呼ぶからさ。それで動物園には金が入って、飼育員には給料が出る。ギブアンドテイクって奴だ」

「おかね？　きゅうりょう？　ぎぶ……？」

「ライオンが居ないと金が入らなくなる。だから、飼育員はライオンに餌をあげるんだ。誠二よ、世の中にはなんでも理由があるんだぞ。ライオンは欲望の輪の中にいるんだ」

　以前、爺さんに「需じゆ要ようと供給」という話を教えてもらったので、僕は今の話にも納なつ得とくできた。こうやって諭さとしてくれる辺りは、爺さんも大人だったんだろう。

　だが、爺さんは決して、欲望を諦あきらめろとだけは言わない人だった。

「だから誠二、ライオンになりたかったら学校に行け。まずは社会って言う、輪の中に入れ。そしていつか、輪を丸ごと自分の物にするんだ。好きな事をしたけりゃな」

「わを、じぶんのものに？」

「そう、お前が金を稼かせいで力をつけていけば、それが欲ほしい奴らはお前を助けてくれる。自分の力を高めろ。輪を回す人間になれ。世界をお前のものにすれば良いさ」

「せかいせいふくってこと？」

「あー、まあ、そんな感じだな！」

　僕の瞳ひとみは輝かがやいていたと思う。テレビのヒーロー番組でよく知っていた言葉だが、爺さんはそれを深くは考えなかったのだろう。その言葉が、自分の求める物にぴたりと嵌はまった。

「でも爺ちゃん、それってずっと先の話でしょ？　待ちきれないし、めんどくさいよ？」

　我ながら最悪のガキだったと思う。だが、咎とがめない爺さんも爺さんだった。

「そうさなー、でも今すぐってのは難しいから……近道くらいはくれてやるか」

　爺さんは上着の内ポケットを探さぐると、僕の手を掴つかみ、何かを渡わたしてくれた。

「こいつをやろう。お前が強く望むなら、いずれはグリモワールに辿たどりつくかもしれん」

　掌を開いてみると、小さなカギが一つあった。爺さんの言葉を信じて、僕はそれを大事にしまっておく事にした。

　それは間も無くして、爺さんの形見となった。




　僕は真ま面じ目めに学校に通うようになった。友達とも付き合うようになった。

　先生も僕が改心したと思ったらしく、笑え顔がおで僕を迎むかえてくれた。

「将来の夢」という作文を発表させられて、僕が冒ぼう頭とうの台詞せりふを言うまでは。







１章　おっぱいが揉みたい







　人間だって動物だ。

　どれだけ着き飾かざり、知ち恵えを付けても、本能から発生する欲望からは逃にげようがない。

　眠ねむらなければ死ぬ。食わなくても死ぬ。そして種の存続のために恋こいをする。いくら紳しん士しだ淑しゆく女じよだと言っても、トイレには行くし鼻毛も生える。

　そういう抗あらがえない真実から、目を背そむけ、耳を塞ふさぎ、お行ぎよう儀ぎよく生きているのが悪いとは言わない。

　ただ、僕はその限りではないというだけだ。

　発生する欲望から目を背けずに、自分のしたい事にはとことん付き合ってやろう、と決めただけだ。

　けれど現代社会はそういう人に厳しくて、ルールや法律を守らなければ色々と不都合が発生する。飯を食うには金が居るし、おっぱいを揉めば叩かれる。眠い時に寝ようとしても、授業をサボれば叱られる。

　そういうデメリットを無視してまで自分の欲を通しても、総合的に損になる事が多い。

　なので僕は涙なみだぐましくも、真面目に高校に来て授業に出席している。

　とはいえ、実はあんまり苦ではない。先生の声は耳に心ここ地ちよく、飽あきないからだ。

「日本にキリスト教が伝来したのは、１５４９年。スペイン生まれの宣教師、フランシスコ・ザビエル氏による功績です。彼かれによって日本にはキリシタンが生まれ、鎖国時代の紆う余よ曲きよく折せつはあれど、今の時代に根付いているのです」

　現在は世界史の時間だったけど、教きよう壇だんで語られるのはどちらかと言えばキリスト教史。

　それというのも、世界史担当の教諭で、担任でもあるエル先生の趣しゆ味みのせいだ。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんのれっきとしたイタリア人であり、いつもシスター服を着用している。敬けい虔けんなクリスチャンだが日本マニアで、お聞きの通りに日本語も流りゆう暢ちようだ。

　なんでも、現代の高校生にキリスト教の文化を再度伝来したくて来日したそうだが、僕としては先生は、修道服の素す晴ばらしさを伝来しに来たのだと思う。

　先生はおっぱいが大きい。

　清せい楚そで飾り気のない修道服の下からでも、これでもかという程ほどに自己主張している。

　むしろ、飾り気がないからこそ良い。あの地味で肌はだを隠かくしまくる修道服だからこそ、先生のボディラインが悩なやましく輝くのだ。素晴らしいね。正直言って宗教にはなんの興味もないんだけど、宗教関係者の服って素晴らしいよね。巫女みこ服に匹ひつ敵てきする破は壊かい力りよくを秘ひめていると僕は思うね。禁欲的だからこそ、こう、抑おさえられた破壊力を感じてしまうよね。

「日本に伝えられたキリスト教にも、七つの大罪という概がい念ねんが含ふくまれていました。元は八つありましたが、現在では整理され、七つとなっています。日本には百八つの煩ぼん悩のうという概念もあるそうですね」

　しかし、僕は先生ばかり見ている訳にもいかない。授業中とはいえ、忙いそがしいのだ。

　僕の席は窓側最後列であるのだが、このポジションの素晴らしさは、高校時代を過ごした者なら解わかるだろう。

　季節的に日差しも心地よく、程ほど良よくぽかぽかと照りつける太陽が、僕のコンディションを最高潮に引き立てる。バイオリズムが安定すれば、心も活発になるものだ。

　前の席には大おお柄がらな同級生、室むろ井いが居り、先生からは死角になりやすい。とはいえ二重三重の防護策は必要なので、教科書を立てて身を隠している。

「大罪とされる七つの欲望は、人間を罪に導く種とされています。傲ごう慢まん、嫉しつ妬と、憤ふん怒ど、怠たい惰だ、強ごう欲よく、暴食、色欲……」

　鼓こ膜まくに、先生の咳せきばらいが届いた。同時に、脳内に赤信号が灯ともり、警告音が頭ず蓋がいに響き渡る。何度も経験したパターンであり、この後の展開も大体は決まっている。

　うん、バレてますね。観念するしかないですね。

「それを踏ふまえて……光みつ橋はしくん。光橋誠せい二じくん」

「はい、なんでしょう先生」

「あなたが今している事を、細かく、理由もつけて言って御ご覧らんなさい。ちなみに全部把は握あくしてますよ。いつもの事なので」

「……校庭で体育の授業をしてるので、女子のおっぱいが揺ゆれるのを眺めてましたが、うち一名が彼かの女じよらしき女とイチャつきだしてムカつくので呪のろいを込めつつ、授業もめんどいので漫まん画がを読みながら、腹が減ったので弁当を食べてましたが、罰ばつは無しにして下さい」

　先生はにっこりと笑うと、僕の席の傍までつかつかと歩いてきて、クラス中に向かって言った。

「はい、先ほど言った七つ全部を兼かね備そなえているのが光橋くんですね。悪い見本がいると先生、説明が楽でとっても助かりますよ」

「本当ですか！　じゃあ感謝の印として僕を許して貰えますね！」

「廊ろう下かに立ってろ」

　はい、いつもみたいにバケツ一いつ杯ぱいに水を入れてくれば良いんですね。解ります。

　でも先生、聖職者なのに口が悪すぎると思うんですけど、そういうのってシスター的に良いのでしょうか。




　　　　　◇




「ちぇっ、今日は特にご立腹だったな」

　先生のお怒いかりが冷める頃には、とっくに昼休みになっていた。

　教室はすっかり乱雑になっていて、みんな席を思い思いに移動してグループを作り、食事を始めている。人の数が少ないように見えるが、それは購買組が授業終了と共にダッシュしていくからだ。我わが校こうの購買は商品の人気が極きよく端たんで、いつも激しい争そう奪だつ戦せんとなるので、教室が本当に賑にぎわうのはそれが終わってからとなる。

　そんな中、弁当組はのんびりとゆとりのある教室で、優ゆう雅がに食事を始めるのだが、早弁してしまった僕には食うべき弁当がなかった。

「相変わらずだなあ、光橋。なんでお前は懲こりないんだ？」

　弁当組である室井が逆向きに椅い子すにすわり、僕の机で食事を始めている。今どき男らしい角かく刈がりが、がつがつと弁当を貪むさぼる姿によく似合う。

「室井、僕はいつも言ってるけどね、怒おこられるからって自分の気持ちに嘘うそをつくのはいけないと思うんだ。そりゃ、単位や出席日数があるから授業には出るよ。でもテストが良ければ授業中に何してようが自由じゃないか」

「お前はテストも悪かったじゃねえか」

　相変わらず面おも白しろくない事を言う奴だ。憐あわれむような温かい目が特に腹立つ。腹が立つと腹が減るので、室井の弁当から卵焼きをかっぱらう。

「あっ！　テメーはさっきメシ食ったばっかだろ！」

「まだ育ち盛りなんでね、あの程度じゃ足りないんだよ」

「じゃあ購買でパンでも買ってくりゃ良いじゃねえか」

「ははは、今からじゃ無理だろ。ってか廊下に立たされた時点で詰つんでる。それにバイト代叩はたいて大人買いした漫画がさ、片かたっ端ぱしから先生に没ぼつ収しゆうされるから金が惜おしいんだ」

「じゃあ授業中に読まなきゃ良いだろうが」

　そんな事を言うだけ無む駄だだと、なぜ室井は解らないのだろうか。いや解って言ってんだな、こいつの場合。本当に懲りない奴だと思う。

「でもさ、エル先生って多分、没収した漫画読んでるよね。僕、一巻から順番に没収されてるし」

「そうか？　エル先生って、俗ぞくっぽいのは嫌きらいな感じがするが」

「ところがどっこい、あの先生って日本かぶれだろ？　ニンジャもフジヤマも好きだけどよ、ジャパニーズカートゥーンも大好きなわけよ。で、さっきの漫画『戦国☆ロマネスク』には、それが全部入ってる。それに……」

「それに？」

「あれはＢＬ界かい隈わいでは人気の品でな。特に『織お田だ×明あけ智ち』のカップリングはイラストサイトでも人気なんだぜ。『明智×織田』じゃないからな。間ま違ちがえたら殺されるぞ？」

　室井との距きよ離りが物理的に離はなれる。僕は慌あわてて弁解する。

「い、いや待て、別に僕がボーイズラヴな訳じゃない。これは仕込みなんだ、仕込み」

「仕込みって何の仕込みだよ。ＢＬ用語的な奴だったら俺おれは知らねえぞ」

「違うっての！　……いやさ、エル先生っていかにも免めん疫えきなさそうじゃん？　だからさ、案外ハマっちゃうんじゃないかと思うんだよね、ＢＬ」

「ハマらせて、どうすんだよ」

「金になるんだよ、これが」

「エル先生を腐女子にするのと、金かね儲もうけと、何の関係があるんだ？」

「こいつだ」

　僕はカバンからハガキ大に切ったコピー用紙を出だして、室井に見せる。室井は一目では何なのか解らないようで、首をかしげた。

「え、なにこれ」

「三橋チケット」

「え、なにそれ」

「実はな、一週間前にひとつ、賭け話を持ち出したんだ。ズバリ内容は『エル先生は腐女子であるかどうかを予想せよ』って奴。修道者ってそういう耽たん美びなの、ハマりそうだろ？」

「……まさか、お前」

　途と端たんに室井の顔色が苦くなる。本当に察しの良い奴だ。

「そ、僕が胴どう元もと。んで、このチケットは馬券代わり。一口五円とはいえ、僕自身が腐女子派に賭けてるから、当たればバックはでけえぞ？」

「胴元が確率操作してんじゃねえか」

　ギャンブルなんてそんなものである。溜ため息いきを吐つく室井に、むしろこちらが呆あきれそうになっていると、横から近寄って来る気配に気づく。

　顔を向ければ、見知った女子がそこに居る。

「お、芹せり香かじゃん、どうした？」

　というか、僕の所へ何の抵てい抗こうもなく近づいてくる女子と言えば、守もり山やま芹香くらいしかいない。

　こいつは室井同様に小学校からの付き合いである。それ以外の女子は僕を便所コオロギのような目で見るので、普通に接してくれる芹香は貴重な存在だったりする。

　芹香はいつも通り、茶色いセミロングの髪かみを赤いヘアピンで纏まとめていた。他に目立ったお洒しや落れはしていないけれど、小さな卵型の輪りん郭かくに、ぱっちりとした猫ねこのような瞳が今日も映える。ポテンシャルだけで十分に人目を引くタイプなのだ。

　小学校の頃は意識していなかったが、中学くらいから「こいつ美人じゃね？」と気付いたものの、幼おさな馴な染じみと言う関係のせいで異性的な感覚がすっかり失うせてしまった。おかげで気楽に話せるのは、それはそれで有りがたい。

「箸はしを忘れてきちゃったんだよ。みっくん、お箸ちょーだい」

　みっくんと言う呼び名も小学校から変わっていない。

　他の女子もこの名で呼んでくれるとちょっと嬉うれしいのだが、奴らは僕をみっくんではなく、ミミックと呼ぶ。外見が人じん畜ちく無む害がいそうだから騙だまされそうなのが由来、などとほざいていた。じゃあ僕の中身は有害だとでも言うのだろうか。

　それはともかく、僕は鞄かばんのほかに用意してあるナップザックから、いくつかの割わり箸ばしとケースに入った箸を取り出した。

「切れ目がハンパなのが一円、普通のが三円、つまようじ付きは五円、普通のレンタル箸は十円」

「足元を見おってー……五円のちょーだい」

　僕は五円玉を受け取って、コンビニのロゴ入りの割り箸を差し出した。売買契約はしっかり成立したのに、芹香は口をとがらせている。

「貰う側が言うのもなんだけどさー、みっくん、こう言うのもうやめた方が良いよ？　セコすぎるよ。だからセコイヤとか呼ばれちゃうんだよ」

「僕の仇あだ名なを勝手に増やすな！　それはともかく、売買が成立してるんだから文句言うなよ。買った後じゃ説得力ねーぞお前」

「でもさー、それって元値タダ同然で集めたやつでしょ？　シャーペンの芯しんは一円、消しゴムのレンタルは一時間につき百円、別のクラスへの教科書のレンタルは二百円、がめつすぎるよ。ケチだよ、みっくん」

「皆みんなそれで助かってるじゃん。僕はきちんと商売としてやってるわけ。商品の対価にお金を貰って何が悪い？　それともお前は小売り差別の立場をとるのか。この時代に士農工商の優ゆう劣れつをつけんのか。お前は殿との様さまでござるか。ははぁ、ご無礼であります」

「べ、別にそういうんじゃないけどさー……」

　不満そうに口をとがらす芹香。どうやら反論できないらしい。

　そもそも僕のように欲求に任せて生きていると、非常に金がかかる。その資金の供給は、小こ遣づかいとバイトだけではちょっと追いつかない。なので機会さえあれば、せっせと小こ銭ぜにを稼ぐしかないのだ。これでもジュース代くらいにはなる。

　別に盗ぬすんだり、だまし取ったりはしていない。ルールに則り、合意の上で稼いでいるのだから、とやかく言われる筋合いはない筈はずだ。むしろコツコツと働いて地道に日ひ銭ぜにを稼いでいる僕は、実に模も範はん的てきな資本主義社会のなんたらかんたら。

　という具合に芹香を論破した僕は、鼻を高くして売上を財さい布ふにしまいこんでいたものの、次の瞬しゆん間かん、芹香から思わぬ反はん撃げきが返ってきた。

「そういうゆとりのない心だから、未いまだに彼女ができないんだよ」

「オファッ!?」

　強きよう烈れつな一言に、思わず硬こう直ちよくする。効果ありと見るや、芹香はお構いなしに畳たたみかける。

「女の子はね、大きな男に憧あこがれるんだよ。別にデートで奢おごれとか言わないけどさ、みっくんみたいにお互たがいの食べた分量を計算して、一円単位で割り勘しようとするのは、うん。ちょっと無いよ」

「じっ、自分の食った分だけ支し払はらうのは何も間違ってないだろ!?」

「論理的にはともかく、人としてはだいぶ間違ってる感じだよ。そういうの、エル先生に言わせれば、強欲って奴だと思うよ」

　芹香と僕の間には遠えん慮りよがない。その上に素す直なおな女なので、こう簡単に人の精神を痛めつけて来る。鳩尾みぞおちに膝ひざを叩きこまれたような鈍どん痛つうが、心の深い所から響いている。

「ち、ちくしょうっ……なんだよ！　対価なしでサービス受けようなんて女子はみんなビッチじゃねえか！　僕は悪くないよ！　なのに中学も高校も彼女ナシ童どう貞てい野や郎ろうのまま、この先も可能性が見えないのは僕のせいだって言うのかよ！」

「言うんだよ」

　言うのか。知らなかった。

　いや、おかしいよね。ほら、誰だれだってさ、進学の時には夢見るじゃない。

　僕はさ、中学生になれば自然と彼女が出来ると思ってたんだ。なんかこう、普通に生きている上でそれが当然の人間的生活だって思ってたんだ。

　が、何な故ぜか僕の中学生活は女子と言う女子を寄せ付けぬままに終了。

　アニメやマンガのような甘あまったるいストーリーは展開せず、女子達は僕を見るなり、エロ方面では「野や猿えん」だの「ドスケベジャングル」だの「エロの不快魔」だの、ケチ方面では「サラ金」だの「タクシーメーター」だの「タカリ魔クリスティ」だの不ふ名めい誉よな名前ばっかりで呼びやがる。コピーライターか奴らは。

　高校生にさえなれば、ハイスクールライフでなら、恋に飢うえた女の子たちとの甘い展開が期待できると思ったのにさ、これだからね。何が悪かったんだろうね。

「ちっきしょおおおお……いくら払はらえば彼女ができるんだよぉおおっ……」

「みっくん、その発言はいろいろと危ないからね」

　芹香がぽんぽんと肩かたを叩いてくる半はん端ぱな慰なぐさめは惨みじめさが加速すると解らないのだろうか。

　かと思えば、

「みっくんがもうちょっと態度を改めれば、私も考えないでもないんだけどなあ」

　等と、思わせぶりな事を言ってくるのだから人が悪い。

「んだよ、何処どこを直せばいいんだよこれ以上」

「とりあえず、クラス全員嫁よめにする計画とか言うバカみたいな企き画かく書しよを捨てる所から」

「大きな夢を捨ててまで、男に人生を歩む価値があるだろうか……？」

　今度は室井に続き、芹香の盛大な溜ため息いきが聞こえてくる。ですよねー。

　そもそもこいつに脈は有るのだろうか。ないだろうなあ、芹香だし。もう僕らの感覚って、兄妹姉妹のようなもんだし。

「光橋、その発想『ドスケベジャングル』だの『尻しりマッサージャー』だのと……」

「いいよ、いいよもう、僕はキャンパスライフに全すべてを賭けるよ……」

「そう言う問題じゃないんじゃないかと思うよ、みっくん」

「仕方ねえさ、僕達たちの高校生活はきっと寂さびしく終わるのさ。でもよ、友情は愛情よりずっと堅けん牢ろうだよな！　室井、この寒く厳しい時代を二人で乗り切って行こうな！」

　号ごう泣きゆうしながら室井の手を力強く握にぎりしめる。

　こいつは僕と同じく、中学時代を恋れん愛あいもせずに寂しく過ごした男だ。毎日その寂しさを野球にぶつけて紛まぎらわしていたんだ。僕だけはこいつの孤こ独どくを知っているのだ！

　が、肝かん心じんの室井の歯切れは、何故か悪い。

「……っておい、室井。なんで目を逸そらす」

「いや、光橋。実はさ」

　妙みように室井の態度が怪あやしい。途端、僕の背筋に緊きん張ちようが走る。

「……………………お前……そんな、いや、まさか……」

「うちのクラスの遠えん藤どうさ、中学の頃、野球部のマネージャーでよ。割と絡からみはあったんだがー……まあ、その、な？　ちょっとこう、雰ふん囲い気きっつーか、ほら、付き合ってみようかっていう話になってよ……」

「ちょ、マジそう言うの勘かん弁べんなんだけど……冗じよう談だんキツいよ室井くん……」

「すまん、実は先月から付き合ってたんだ」

「死ねッッッ！」

　渾こん身しんの手刀を室井の喉のどにブチ込む。

　鶏にわとりを絞しめたような声が出たが、もう気にしているだけの余よ裕ゆうはない。

「この裏切り者がぁああああああっ！　僕をっ、僕をそんな長期間にわたって欺きやがってぇええっ！　爆ばく発はつしろっ！　ケツにセメントが詰まれっ！　幸せになれ畜ちく生しようッ！」

　自分でも訳のわからない罵ば倒とうを叩きつけ、教室から走り去る。

　芹香が引き留めようとしていた気もするが、もう涙で何も見えなかった。
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　放課後、僕は室井を避さけるように逃げ帰る事となった。

　僕が居なくとも、あいつは彼女と一いつ緒しよに帰る事が出来るだろう。うん、解ってる。寂しくなるのは僕だけだって解ってるさ、クソッタレ。

　そんな状態で街をぶらついても面白くないので、出勤時間には早いのだが、さっさとバイト先へ向かったのだった。

「しかし、そろそろ外観を直した方が良いと思うんだけどな」

　僕は自分のバイト先を改めて眺め、唸うなってみる。

　木造二階建ての店てん舗ぽは全体的に古めかしく、外がい壁へきの塗と装そうが色あせている。表面のへこんだ看板には「林りん檎ご書しよ店てん」の文字が書かれているが、掠かすれていて主張に乏とぼしい。角度も傾かたむいていて、落ちてこないかと心配になる。

　一見すると潰つぶれた駄だ菓が子し屋やのようなその店は、店名から書店という事は読みとれるのだが、厳密には古書店となっている。新刊や雑誌も売るのだが、客層の関係で中古品が大きく幅はばを利きかせている状態だ。

　業種の分類は「質しち屋や」であるらしく、本以外にもレトロゲームや玩具おもちや、フィギュアなんかも買い取ってくれる。入口付近の本ほん棚だなを抜ければ、そういう商品が陳ちん列れつされたショーケースが設置されていて、どことなく秋葉原の匂においを漂ただよわせている。

　このマニアックな雰囲気がウケていて、何気に固定客が少なくない。「わんだらけ」のような本格的なグッズ店は電車で遠出しないと行けないため、この町に住むオタ層は割と林檎書店を利用してくれる。大型チェーン店と違い、中古品の価値を正しく査定してくれることも嬉しいポイントだ。

　僕もその手の趣味は嗜たしなむ方で、レアグッズが入にゆう荷かしたときには自分用にキープしたりもする。勿もち論ろん、適正金額を払わなければ持っていく事は出来ないが。

　店の奥おくまで進むとレジカウンターがあったが、誰も店番をしていない。

「……おいおい、不用心だな」

　溜息をつきながら、足を横へと向けて進んでいく。一階の隅すみには下り階段があり、僕はそこから地下へと下りて行く。踏み板が軋きしむが、さすがに底が抜ける事はないだろう。

　地下フロアはより一層マニアックな空間となっていて、怪しげな壺つぼや掛かけ軸じく、チェス盤ばんだとか、見たこともない古書などが並んでいる。一階とくらべて乱雑な空間であるそこは、倉庫も兼ねているそうだが、要は店主の趣味の品を並べているような場所だ。

　狭せまい隙すき間まを通って最さい奥おうへ辿りつくと、椅子に座すわって本を読む女性の姿がある。

「ルキさん、また潜もぐってたんですね」

　声をかけると、その女性は気だるそうに頭を上げてくれた。

　端たん的てきに言えば美人だが、なんというか、自分を飾る事にあまり興味がないのが全身から伝わって来るタイプ。芹香ともまた違い、磨みがいてない宝石という感じ。

　カラスのように真っ黒な長ちよう髪はつを一本の三つ編みに纏めているが、所々で撥はねた髪の毛けがズボラな印象を抱かせる。黒ぶちの眼鏡めがねは耳にかかる部分が紐ひもになっていて、今どき珍めずらしいデザインだ。見慣れたセーターの上から古ぼけたエプロンをつけた姿も、まったくいつもと代かわり映ばえのしない服装だった。

「あれ、誠二くん。どうしたんだい、まだバイトの時間には早いけど」

「ちょっと暇ひまになったんで、手伝いに来ました。案の定、レジを空にしてましたしね」

　ジト目で言ってやると、ルキさんは困ったように笑った。

　フルネームは金星瑠姫。きんじょうるき、と読む。

　この林檎書店の店主で、僕にとってはお姉さんのような人だったりする。僕の爺さんにも何かと世話になったそうで、そういう縁えんでバイトをさせて貰っている。

　見た目通りにマイペースな人で、この店が雑多な雰囲気になった要因は、彼女の性格によるものが大きい。だが、インターネットで遠方向けの通つう販はんを営んだりもしていて、何気に商才はあるという、ちぐはぐな人だ。

「いや、はは、ちょっと整理しにきたら、読みふけっちゃう本があってね」

「上で万引きされちゃいますよ。良い客ばかりってわけじゃないんですから」

「うーん、それは困るなあ。仕方ない、上に戻もどるか」

　立ちあがったルキさんは右手に古書を抱かかえたままだったので、レジでも読みふける気なのだろう。難しそうな題名なので、僕はさっぱり興味を引かれない。

「しかし、誠二くんがこんな時間に来たからバイト代の催さい促そくかと思ったよ」

「ま、今日は給料日ですしね。はやく貰いたいのは確かです」

「無む駄だ遣づかいは良くないよ？　と、君に言っても無駄だろうね。まったく、即そく断だん即そつ決けつな信条はお爺さんそっくりだ」

　それはそうだ。僕の人生観は爺さんから学んだ物が大きい。爺さんのくれた色々な言葉は今も僕の中に息づいている。例えば「買い物は一いち期ご一いち会え」とか言っていたしね。

　この古書の山には、そんな爺さんが売った物も含まれているらしく、そういうのを発はつ掘くつするのは結構楽しかったりする。ルキさんを通して、今は亡なき爺さんの人ひと柄がらに触ふれている感覚だ。

　ルキさんは階段を上のぼりながら、肩かた越ごしに振ふり返かえる。

「けど、時間前に来るのは本当に珍しいよね。いつもなら室井くんと適当に時間を潰して来るし、バイトの時も室井くん連れてきたりするじゃない」

　ルキさんにはこういう、妙に鋭するどい所もある。なので、話題はこちらから切り出さなくても向こうが察してくれる事が多い。僕は待ってましたとばかりに、目に涙を湛たたえて訴うつたえることにした。

「聞いてくださいよルキさぁーん……あいつ裏切りやがったんですよぉ、一人でちゃっかり男になってやがったんですよぉ……！」

「あー、まあ高校生だものね。彼女の一人くらいは出来るさ」

「僕は出来てないンですよ！　なんでですかね！　なんで室井にまで先を越こされなくちゃならないんですかね！」

「あっはっは、まあそう焦あせるな、少年。タイミングは個人差があるもんだよ」

　ルキさんはモフモフと僕の頭を撫でてくれた。年上のお姉さんからの優やさしさが目にしみる。たとえリア充じゃなくとも、ルキさんの撫で撫で中は充じゆう実じつした時間に他ほかならない。

「ま、そのうち誠二くんの良さを解ってくれる女の子が現れるさ」

「そうですかね！　でも僕それ待ちきれないんで、ルキさんが僕と付き合いませんか!?」

「君と対等な関係で付き合えってのは無理だね」

「うおおおおおおおおおおおん！」

　情けも何もなく切り捨てられた。もっとこう、ワンクッションとか有っても良いんじゃないだろうか。

「僕が欲深いのがそんな駄だ目めなんですかね。今日も先生に言われましたよ、君は七つの大罪全部備えてるとかなんとか。逆にお得じゃないですか？　コンプリート済みですよ？」

「マイナス要素ばかり掻かき集あつめても駄目だろう」

　ああ、そうか……数より質なのか……。今日は新事実ばかりが襲って来るな。

「でも、暴食とか嫉妬とか色欲とか、そんなに駄目ですかね。人間なら当然の感情だと思うんですよ、そんなの」

「ふふっ、まあそういう意見を心根から言えちゃう辺りは、誠二くんの面白いとこだね」

「でしょう？　でも神様は罪だって言ってる訳ですよね。だからですか？　だから僕ぼく、神様に嫌われて彼女が出来ないんですか？　敵対されてるんですか？」

「神様っていうか女の子に嫌われてるんだろうけどね。でも……そうかもね。君みたいなタイプは、神様に嫌われるかもしれない」

　そう言うと、ルキさんは少しだけ考えるような顔をして、それから階段を逆に下り始めた。

「うわっ、ル、ルキさん急にどうしたんですか」

　僕の居る所を無理やり押おしのけていくのでキツい。しかし、ルキさんの身体からだがエプロンごしに押しつけられるので、その何気に豊かな胸が僕の胸むな板いたに擦こすれて行くではないか。これは悪くない。悪くないぞ。いや、良いぞ。もっとやれ。

　だがルキさんはさっさと下りてしまうと、地下の奥にある本棚を目指して歩いて行く。

　少しばかりそこを漁あさると、脇わきに大きめの本を抱えて戻って来た。

「誠二くん、ボーナス代わりってわけじゃないが、この本をあげようか」

　そう言って差し出されたのは、やたらと古びたハードカバーの本。

　青い表紙には、複雑だが星のような形をしたマークが描かれていて、日本語ではない文字でタイトルが記されている。

　それを受け取ってぺらぺらとめくってみたが、どれもこれも意味の解らない文字ばかりで、どうやら外国の古書であるようだ。

「なんですか、こりゃ」

「それはね、青のグリモワールと言う物だよ」

　その名に対し、僕は記き憶おくの底で引っかかる物を感じた。

　なんだろう。こんな本、見たことない筈だけれど。

「その本は、君のお爺じいさんが所蔵していた物なんだ」

「――っ！」

　ルキさんの言葉に、僕は思わず本を取り落としそうになった。

　爺さんが色々な古書を預けたのは解っていたが、それは昭和文学だったり古い実用書だったりが殆ほとんどだ。こういった洋書らしい本の話はあまり聞いた事がない。

　けれど、ルキさんにそれを聞いて、僕の記憶が弾はじけるように浮うかび上あがって来る。

　グリモワール。

　僕は、その名を爺さんに聞いたんだ。

「グリモワールっていうのはね、魔導書と言う意味だ」

　ルキさんは、蘇よみがえった僕の記憶へ肉付けするように言葉を続けた。

「魔を導く書、と書くそうだよ。私もその本のことは、君のお爺さんに聞いた程度しか知らないけれど……詰まるところ、悪あく魔ま召しよう喚かんの手引きって奴やつだ」

「あっ……悪魔……？」

　いきなり現実味のない単語が飛び出してきた。

　なんだ、悪魔召喚って。爺さん、そんなオカルティックな趣味もあったのか。

「まあ、私も信じこんでいる訳じゃないんだけどね。君のお爺さんが没ぼつする直前に、私にくれたのがこの本だった。家族に預けておいても処分されるかもしれないから、君が持っていてくれ、とね。お爺さんにとっては大切な本だったわけだ……なんだか、ワクワクするだろ？」

「……爺さんは、悪魔信仰でもしてたんですか？」

「そりゃ私も知らないよ。でもまあ……神様に嫌われる要素が満まん載さいな君だからね、案外、悪魔のほうが力になってくれるんじゃない？」

　どうにも侮ぶ辱じよく的てきな言葉に聞こえるが、ルキさんはいつものニコニコ笑え顔がおなので、別に悪意はないのだろう。

　むしろ、今もこの人に満ちているのは、好こう奇き心しん。

　この本とガラクタの城を築きあげるに至った、ルキさんの根幹。興味、好奇、知識欲とか言う物が、その笑顔には込められている。

「……僕が悪魔を呼び出すかどうか、期待してるんですか」

「そうだね。成功してもしなくても、レポートが欲ほしいな」

　全く、悪びれるとか、申し訳ないとか、そう言う所がない。というか、人格に対しての興味が薄うすいんだ、ルキさんは。僕の反応よりは、僕がこの本をどうするかという結果が気になるタイプの人なのだ。

　そういうルキさんの素直さが、僕は嫌いじゃない。

　それにしても、悪魔か。

　実際、悪魔に頼たよって彼女が出来るなら……僕は、やるだろうな。

　代償が有るのは覚かく悟ごするとしても、この調子で人生を終えるくらいなら、魂たましいを売って好き勝手する方が絶対に楽しい。出来れば長生きしたいけど、質素な長生きと豪ごう奢しやな短命なら後者を選ぶに決まってるじゃないか。

　本を閉じると、僕はそれを脇に抱える。

「ルキさん。これ、ありがたく貰もらって行きます」

　そう言うと、ルキさんは満足げに微笑ほほえんだ。

　やった。金銭の要求をされなかった。マジでくれるんだ。タダだ。ひゃっほう！　タダで貰えるんなら悪魔だろうがなんだろうが貰うさ！

　ニヤニヤ笑いながら本棚の整理に入る僕を、ルキさんは生温かい目で眺ながめていた。

　その目線が何を考えているのか、ちょっと、明確には解らなかったけど。
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　家に帰った後、さっそく青のグリモワールを机に広げた。

　ページをめくれど、意味の理解できる文章は一つもなく、ところどころに妙な図形が刻まれているくらいしか解らない。

　ただ、明確に意味ありげなページを見つける事はできた。

　ちょうどページ数の半分ほどの位置に、大きな魔ま法ほう陣じんらしきものが記されたページが存在した。円と方形を合わせたようなマークだ。

　その隣となりのページには、明らかに他よりも大きな字体で、注意書きのような赤文字が記してあった。

「悪魔を召喚するとしたら、このページからなんだろうなぁ……」

　とはいえ、実際、僕も悪魔とかいう物を心から信じているわけではない。常識的に考えて、そんなオカルトありえませんって話だ。テクノロジーが満ちる現代の世の中で、召喚とかちょっとどうかと思う。

　だが、これは爺さんが残した本だ。

　僕にとって、爺さんは人生の師だった。小学生のころは、学校よりも爺さんの管理する動物園に行く方が楽しかったし、そこで教わることの方が勉強になった。

　商売人である爺さんからは、物の価値とか、それを手に入れるための代価とか、欲望を満たす相応の努力とかを教わった。爺さんも僕と同様に欲張りな人だったが、ルールとか契約には厳格な人で、決して道理の通らない事だけはしなかった。しかしながら、その破は天てん荒こうさも相当な物で、時には常識では考えられないような発想や行動も飛び出す人だった。

　そんな爺さんが死ぬ前に残した、悪魔召喚の本。

　それが果たして、意味のない偽にせ物ものだったりするだろうか。

「……僕は、そうは思わないな」

　あの爺さんの事だ。悪魔くらい召喚していても違い和わ感かんはないぞ。

　単なるコレクションにしたって、処分されると困るからってルキさんに預ける事は無い筈だ。爺さんは、この本にそれだけの価値を見み出いだしていたと言うわけだ。

　悪魔は信じられなくても、爺さんの事なら信じても良い。

「それに、爺さんが預けるからには、この本を使えないまま渡わたしたりしない筈だ。どこかに使い方のメモやらがあってもおかしくないんだが……」

　全ページを調べてもそれらしい物はなかった。

　この文字を解読して、自力で方法を探すしかないんだろうか。だが、全く見知らぬ文化の文字を解読するのは何年かかるか解わからない。なるべく時間と手間をかけず、核かくとなる答え……カギとなる物を見つけ出したい所だ。

「……カギ？」

　脳内で呟つぶやいて、はっとした。

　爺さんが死ぬ前、ルキさんだけじゃなく、僕も貰った物があった。

　押し入れへと手を伸のばして、作っていないプラモや古いゲームソフト等を掻きわけていくと、お菓か子しの空き箱が姿を見せる。

　蓋ふたを開け、机の上に中身をぶちまけると、ビー玉やコマ、バッジなど、子供のころに宝物としていた色々な小物が出て来た。

　その中に――。

「あった……」

　アンティークな外見の、古びたカギを拾い上げる。

　爺さんが死ぬ少し前、不意に僕にくれたものだ。爺さんが死んだ後、爺さんちの物置や金庫、職場だった動物園の扉とびらなど、色々と試ためしたがどこのカギ穴にも合わなかった。

　それを握って、再び青のグリモワールを手に取り、魔法陣の記されたページを開く。

　その図形を良く見ると、複雑な文字やラインが絡みあってはいるが、それらが合わさって一つの形を作り上げていると解る。

「……間違いない、カギ穴だ。この図形は、カギ穴の形をしてるんだ」

　意識すればするほど、もうカギ穴にしか見えなかった。

　悪魔を召喚するのに必要な物が、呪じゆ文もんであるとは限らない。このカギはこの図形に対して使うアイテムではなかろうか。

「とはいっても……カギ穴にしちゃ、このカギに対して大きいし、第一、本に描かれたカギ穴にカギを差してもなあ」

　唸りながら、僕は何気なくそのカギを、魔法陣へと押しつけてみた。

　やっぱりサイズも合わない。馬ば鹿かな事をしたのだろうか。

　そう思った瞬間だった。




『――――魔に魅みせられたか、人の子よ』




　本から、声が響ひびいた。

　それを理解した瞬間に、あらゆる本能と全身の筋肉が、僕の身体を固めた。

「…………えっ？」

　間ま抜ぬけにも、声を上げる。

　目を見開き、本のページを凝ぎよう視ししたまま、僕の手はカギを握った状態で魔法陣から離れようとしない。予想だにしない事態に、上う手まく身体が動かせないのだ。

『この世に呼び出されるのは、いつ以来の事か。科学の光が魔の闇やみを照らす時代に、未だ我らの力を求める者が居たとはな』

　間違いない。語りかけているのは、この本だ。

　しかも、その声は普ふ通つうに響いてくるのではない。まるで浴室で大声を上げた時のように、籠こもった音が反はん響きようする形で、鼓こ膜まくへと無ぶ遠えん慮りよに染み込んで来る。

　驚おどろきが恐きよう怖ふに変わるにつれて、僕は後ずさろうとするが、カギは本から離れない。

　なんとかカギから手を離して下がって行くと、本が淡あわい輝かがやきを放ち始める。

『喜ばしい事だ。人はどれほど叡えい智ちを食はみ、文明を貪むさぼろうと、決して満足する事はない。あの月へすら届く世になろうと、我らの好む闇を持つ』

　本から発せられる光が、みるみる内に激しく強くなっていく。

　青白い光の帯が、螺ら旋せんを描いて縦に昇る。魔法陣の図形が浮かび上がり、それが僕の机の上から頭上に広がって、プラネタリウムのように回転を始める。

「なっ、な、ななななっ……！」

　驚き過ぎて、まともに言葉も喋しやべれない。

　まさか、本当に悪魔が出てくるのか？　というか、既すでに常識とか科学とかそういう物を超えた現象が起こっている訳で、どう考えても説明のつかない事実を目もく撃げきしている。

　やがて、禍まが々まがしい威圧感を放つ人ひと形がたの影かげが、水面から上がるような形で、魔法陣の中から浮かび上がって来る。この世界へとその身を捻ねじ込こむように、空間がバチバチと悲鳴を上げて割れていく。

『人の子よ、姿を見せよう。この呪のろわれし躰からだ、闇より造られし我わが命を視みよ。畏おそれ、慄おののくが良い。汝なんじの呼んだ者が、如い何かなる存在かを知れ！』

　言葉を終えたその瞬間、溢あふれ出でていた光が弾けるように膨ふくらみ、空中で破は裂れつする。

　その中から人ひと影かげが、僕の目の前へと手で触れられる形で、ついに姿を現した。

　派手な登場演出に気を惹ひかれ、僕は否いや応おうなしに、初めて遭そう遇ぐうする悪魔の姿を、強く瞳ひとみに焼きつける事となった。

　悪魔は、不敵に腕うでを組んで浮かんでいた。

　闇のように黒いドレスが、すらりとした肢し体たいを上品に包つつんでいる。

　長い銀色の髪は二本に束ねられ、縦に巻かれてゆらゆらと揺ゆれており、その上に黒い角がやはり二本備えられ、間に小ぶりな王おう冠かんが乗っている。

　涼すずやかな、切れ長の碧へき眼がんが細まって、僕を捉とらえる。赤い唇くちびるが三日月のように、笑えみの形へと歪ゆがみ、そして――――。




「――――ふぎゃっ!?」




　悪魔はそのまま、浮ふ力りよくを失って落ちてきた。

　魔ま方ほう陣じんは机の上方に展開されていたので、そこから落ちてきた悪魔は、盛大に机に尻もちをつき、さらに転がりながら落下して、顔面から床ゆかへキスをした。

「あだだだだっ！　あだっ！　ちょっ、痛いっ！　これ割と深刻に痛い！」

「驚いたな、今のが俗ぞくにいう堕天って奴か……」

「違ちがうわボケ！　あんな物理的な堕天があってたまるか！」

　喚わめく悪魔へティッシュを差し出すと、ひったくるように奪うばわれた。ぐしぐしと鼻血を拭ぬぐうが、ぶつけたために鼻の頭が赤くなっている。防ぼう御ぎより力よく弱すぎるだろ、悪魔。

「ぐっ……くそ、なんでグリモワールは毎度毎度、わざわざ空中に召喚するんじゃ。二十一世紀にもなったらもうちょっと改良してもええじゃろうが！」

　すっかり涙なみだ声ごえになった悪魔は、あろうことか自分を呼び出した本に八つ当たりを始めた。登場から数秒で崩れ去って行く彼かの女じよの威い厳げんに、見ている此方こちらが悲しくなる。おかげで、ついしなくても良いフォローをしたくなる。

「いや、でもさ。悪魔ってふつう羽とかついてるじゃん。ああいうのを考こう慮りよした設計なんじゃないの、それ。ふわふわ浮いてる方が、歩いて出て来るより迫はく力りよくあるから」

　と言ってみた所、悪魔はなにやらカチンと来たようで、ただでさえ赤かった顔をさらに紅潮させて睨にらみつけてくる。そういやこいつ、羽生えてないな。

「ええい……悪いか！　羽がなくても親に貰った立派な両足があるんじゃ！　大地をしっかり踏ふみしめて立てれば問題ないじゃろが！」

「その立派な両足も満足に使えてなかったけど。思いっきり受け身失敗してたみたいですけど」
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　突っ込まれると、悪魔は視線をきょろきょろと泳がせ始める。どうやら反論に詰つまったようで、ややしどろもどろになりながら、強ごう引いんに話のアドバンテージを握ろうとする。

「人の子ぉ……わしを前にしてその尊大な態度、どうやら命が惜おしく無いようじゃの……」

「命が惜しかったら悪魔なんて呼び出さねーよ。寿じゆ命みようでも魂でもなんでもやるからさっさと願いとか聞いてくれよ」

「いやそれはそれで命投げ捨てすぎじゃろ!?　もっと親から貰った身体を大事にするべきじゃろ、道徳的に考えて……」

　なんかドン引きされてる。悪魔の癖くせに命の大切さを語るとか役作り不足もいい所だと思うんだけど、その辺どうなんだろう。

「ええい、まあ良いわ。契約に前向きであるのなら、わしとしても話がスムーズで助かる」

　そういうと、悪魔は咳せき払ばらいをして大物的な態度を取り戻そうとする。ジト目で僕の方を睨み、契約の話へと移って行く。

「して、人の子よ。早さつ速そくじゃが、悪魔に魂を売り渡してまで、お前は何を望む？」

「何をって……自由に言って良いの？」

「ああ、言うてみい言うてみい。人の欲望に戸は立てられぬ。どうせ、お前は既にわしの眼力に捉えられておる……謙けん虚きよにしようにも、素直に欲望を話してしまうわ」

　悪魔はそこでにやりと笑って人差し指を立てる。

「じゃから、お前は願いに嘘うそをついてはいかんぞ？　今のわしには、お前の嘘が解るようになっているからの……。もしお前が心から望まぬ事を悪魔に願った場合……即すなわち、悪魔を欺あざむいた場合、お前の魂はペナルティとして、その瞬間にわしの物となるぞ」

「願いに嘘……って、そんな奴いるの？　望んでいない事を願っても意味ないじゃん」

「ふん、悪魔と人間との契約は対等でなければならん。たとえ悪魔が人間の願いを叶かなえても、人間がその願いに満足しなければ、悪魔は契約失敗となり、逆にペナルティを負う。嘘の願いを述べられると、叶えても人間は満足せんじゃろ？」

「なるほど……悪魔も筋は通すんだなあ」

　ちょっと感心してしまった。デメリットまでしっかり説明してくれている。

　なるほど、爺さんが悪あく魔ま契けい約やくに頼っていたとしたら、それは悪魔の契約が筋の通った物だからだろう。魂と願い。代価を支払ってこそ、人間と悪魔の双そう方ほうに対等な契約が成立する。そこらでネット加入の契約をするより、よほど良心的に思える。

「さあ、お前が望むことを言ってみろ。金か？　名か？　女か？　お前の欲が深ければ深いほど、対価としての魂も多く頂くが……お前のような小こわ童つぱの望み如ごときなら、無理とは言わぬ。なんでも叶えてみせようぞ……――――その魂を代価にして、お前は何を願う？」

「じゃあ宇宙をすべて僕の物にしてくれ」

「無理じゃよ!?」

　尊大な態度で腕うで組ぐみしていた悪魔が、思いっきりたじろいだ。

　前言撤回早すぎるだろこいつ。

「いやいやいやいや、欲深すぎるじゃろ!?　お前この世の全てを支配するつもりか!?」

「うん。どうせなら夢はでっかく持てって爺さんが言ってた」

「い、いやちょっとそれは幾いくらなんでも無む茶ちやっちゅーか……ちょっと、わしのフォロー出来るキャパを超えてるから……」

「ええー……？　そっちが促うながしたのにさあ……」

　一度言ったことには責任を持ってほしいもんだ。仕方がないから、遠慮して二番目の願いを告げる事にする。

「じゃあ、世界征服がしたいんだけど」

「話聞いてた!?　お前大して変わってねーじゃろさっきと！」

「謙虚になったろ！　宇宙全体から惑わく星せい一つまで妥だ協きようしたんだぞ！　割合で言うと小数点以下のパーセンテージだぞ!?」

「いやいやいや、お前一人の魂売ったくらいで地球の全部が手に入るわけないじゃろうが！　そんなん出来るんだったらわしが自分でやっとるわ！　せせこましく人間と契約とかせんわ！」

　む、そう言われれば確かにそうだ。世界征服ってことは六十億人以上の人間が僕の支配下に置かれるって事だから、一人ぶんの魂じゃ割に合わないと言うのも頷うなずける。

「えーっと、じゃあ千兆円欲しいとかもだめなの？」

「小学生みたいな単位を言うんじゃない！　国がいくつも動くじゃろうが！」

「そうなると、僕はどの程度の願いなら叶うんだよ」

「まあ、お前一人が一生努力してやっと手に入る、くらいの物ならさっさと実現可能じゃろうな。良いか、魂には価値がある。自分の魂を払って得られる価値を考えよ」

「……なんか思ったよりスケール小せえなあ、悪魔契約」

　僕が一生努力してやっと、か。まあ、一生努力しなければ得られない物がこの場で手に入ると考えれば、悪魔契約は破格の手段だと言えるだろう。

　そうなると、僕が一生分の努力をしてでも手に入れたい物って何だろう。

　悪魔との契約が何回も使えるとは思えない。願って後こう悔かいのない物を考えるべきだ。

「……よし、決めた」

「お、今度は結構考えて決めたようじゃの。よし、言ってみい。まあ初しよっ端ぱなに宇宙が欲しいと抜ぬかしたお前じゃから、また分不相応な物を言っても驚かんがな」

「おっぱいが揉もみたいんだ」

「そうか、おっぱ………………お、お、おぱ!?　おおおおおっ、お、おっぱい!?」

「ああ、僕の欲望は数え切れないほど有るけど、やっぱ三大欲求には逆らえないかなって。飯は食える。眠ねむたきゃ眠れる。でも、おっぱいは自力じゃ駄目なんだ」

「えっ、マジで!?　マジでおっぱい!?　なんで!?　お前それで魂売んの!?」

「ああ、おっぱいを合法的に揉むなんて彼女でも居なきゃ無理だが、僕はモテないからな。周りの女子は愛情よりも先に殺意を向けて来る奴ばっかりだ。このままでは、一生かけても揉めるかどうか……それなら今一度、おっぱい揉んで死んでも良いかなって……女の子と指一本も触れ合えない人生よりは、うん……」

「そ、そうか……なんかすまんかった……」

　悪魔が複雑そうに眉まゆをひそめた。憐あわれみとか、困こん惑わくとか、いろいろと混ざり合ったような顔をしている。まあ、悪魔には解らないかもしれないな。まして女の子だし。

　少しの間悩なやんでいたが、やがて、悪魔は意を決したように顔を上げた。

「……まぁー、ええじゃろ。うん、そのくらいならこっちも楽じゃしな。対価として、どのくらいの魂を奪えるかは解らんが……良かろう。も、も、揉ませてしんぜようではないか、その、あの、お、おぱ……胸部を！」

「マジすか!?　マジでおっぱい揉めるんですかヤッター！　さっすが悪魔だ、人間に出来ない事を平然とやってのける！」

　僕は思わず両手を組んで、悪魔へとお祈いのりポーズをとってしまう。

　だが、なぜ悪魔は顔を赤くしているのだろうか。目線もちらちらと宙を泳いでいる。

「とはいえ、揉ませるだけじゃからな？　それ以上はいかんぞ？　嫁入り前じゃからな、これでも」

「うん、解った。その感かん触しよくを胸に刻みこめばもう悔くいとかないと思う」

「凄すごいのうお前……ま、まあ、願いは承しよう諾だくした。では……」

　悪魔が僕の手を取った。悪魔は女の子だからか、白くて細くて、綺き麗れいな手だ。そういえば女の子の手に触れるのも随ずい分ぶんと久しぶりな気がする。

　そのまま、悪魔が手を引っ張ると、僕の掌てのひらがゆっくりと、悪魔へと近づけられていく。数度の深呼吸を経へて、悪魔はぎゅっと目を瞑つぶる。




「……――えいっ！」




　ぎゅうっ、と僕の掌が、悪魔の胸むな元もとに押しつけられた。

　ドレスの生き地じは滑なめらかで、手て触ざわりが良い。

「……ど、どうじゃ、これがお前の願いじゃろ……？」

「えっ…………あ、うーん……」

「な、なんじゃその反応……あっ」

　僕は指を動かしつつ、掌を胸に押しつけてみる。そのまま、服の上から撫なでるように手を動かしていく。

「あっ、やっ……お、おま、少しは遠えん慮りよして……」

「…………」

「ん、な、なんじゃ？　お前、なんでそんな不満げな顔をしておるのじゃ？」

「いや……あのさ」

　僕は顔を上げ、首をかしげて、悪魔に聞いてみた。




「おっぱいはどこ？」




「……………………は？」

「おっぱいは何処どこにあるんだ、と聞いている」

「いや、おまっ、今お前が掴つかんで――」

「悪いが、これはおっぱいじゃない。揉めないし、掴めない。夢が無い」

　僕は起き伏ふくに乏しい胸元を、ぽんぽんと叩たたいてみせる。

　凹おう凸とつなし。柔やわらかくなし。むしろ骨格に触れるのが解るレベル。よって、僕には「おっぱいを揉む」という願いを達成したとは認にん識しきできない。

「な、おまっ……ひ、人の乳掴んでおいて何をほざくか！　温おん厚こうな悪魔でも流石さすがにキレるぞ！　出る所に出てやるぞ！」

「あのねぇ」

　駄目だコリャ。何も自分の事を理解出来ていない。己おのれを客観的に見ることが出来ないようだ。此こ処こまで来ると、もはや哀あわれとしか言いようがないだろう。

「おっぱいって言うのはね、もっと大きくて柔らかいものなんだよ」

「ばっ、馬鹿ものがっ！　大きさは関係ないじゃろ！　大きかろうが小さかろうが、胸は胸じゃろ！」

「ああ、胸だな。確かに胸には違いない」

「そうじゃろ！　では素す直なおに満足して――」

「だが、これはおっぱいじゃない。これは…………そう、ちっぱいだ！」

　僕の言い放った言葉に、悪魔は目を丸くして固まった。

　理解できないといった様子だ。どうやら、脳の処理能力を超こえたらしい。

「ち、ちっぱい……？　えっ、なに？」

「そうだ。僕はおっぱいとちっぱいを区別している。お前が触さわらせたのはおっぱいじゃなくて、ちっぱいだ」

　二度言ってやった。そう、僕はその二つに貴き賎せんがあるとは思っていない。ちっぱいもちっぱいで良い物だと考えるが、区別はしているのだ。

　爺さんも言っていた。「おっぱいとは柔らかく、夢の詰まった大きな物」と。

「………………は？」

　よほど僕に論破されたのがショックだったのか、悪魔は少々フリーズした。

　しばし目を皿のようにしていた悪魔は、次し第だいに顔を赤くして震ふるえだし、涙なみだを浮かべながら僕を睨み始めた。まあ、胸を触られた上にこれはおっぱいじゃないとか言われたらそりゃ怒おこるだろう。

　だが、僕は自分の気持ちに嘘はつかない主義だ。人には嘘をついたとしても、自分にだけは嘘をつきたくない。これ、僕のポリシー。

　しばし震えていたが、悪魔は背筋を伸ばすと、無理やりに尊大な笑顔を作って僕を指さしてくる。

「ふ、ふふっ、ふはははっ、ふはははははははははははははははははは！　お前、そんな訳の解らんことを言って、悪魔を謀はかろうとしたな!?」

「いや、別に謀ってはいないけど」

「やかましいっ！　おっぱいだ、ちっぱいだと、妙みような難なん癖くせをつけおって！　そうやって悪魔との契約に不正を行った者がどうなるか、その身に教えてやるわっ！」

　そう言うと、悪魔は目を輝かせて、手の中に小さな円形の物を出現させた。見れば、古びた懐中時計……いや、方位磁石だ。アンティークなデザインのコンパスだ。

「なんすかこれ」

「これは『真しん偽ぎの羅ら針しん盤ばん』……お前の心のやましさを暴あばく針、契約の公平さを判断するアイテムである！　お前はおっぱいを揉みたいと願い、わしは揉ませた！　その上でお前が難癖をつけるのなら、この針がお前の不正を暴くじゃろう！」

　良く見ると、本来なら南北を示すはずの磁石には「○」「×」の記号が刻まれている。クイズバラエティみたいな判定方法だなこれ。

「さあ、羅針盤よ。奴の嘘を暴け！　おっぱいを揉んだのに、揉んでいないと主張する、不届きな人間の嘘を示すのじゃ！」

　そう言うと、悪魔の手の中でコンパスがぐるぐると回り出した。やがてその針はピタリと止まり、僕へと真偽の判定を下す。

　が、僕の方を向いたのは「○」の側だった。

「ファォッ!?」

　結果が予想外だったのか、悪魔は豚ぶたが踏まれたような声をあげた。

「なっ……なぜじゃ!?　真偽の羅針盤が、狂くるうことなどない筈はずっ……」

　悪魔は涙声で驚いている。どうやら、よほどこの判定がショックだったらしい。声もちょっと高くなって、見た目相応の幼い響きを聞かせる。

「ま、まさか、貴様……本当におっぱいとちっぱいを区別しておるのか？　本気の本気で、ちっぱいはおっぱいじゃない等と言っているのか……!?　え、なんじゃそれ！　怖っ！　お前の思考回路こわっ！」

「やれやれ……だから、最初からそう言ってるじゃないか」

　僕は肩かたをすくめると、今度は逆に悪魔へと指を向ける。

「それに、たとえおっぱいの大小判定が無効だったとしても、僕は『おっぱいが揉みたい』と願ったんだぜ」

「そ、それがどうしたと言うのじゃ」

「おう、お前ちょっと飛んでみろ」

「は？」

「無い羽で羽ばたけってんじゃない、その場で垂直にジャンプしてみろって言ってんだ」

「……こ、こうか？」

　悪魔は言われたとおり、その場で「気を付け」の姿勢のまま、行ぎよう儀ぎよく上下に跳んでみせる。フリルの多いゴシックロリータがひらひらとはためき、銀色の髪かみの毛けがふわりと揺れる。

　が、それだけ。

　僕ぼくの注目している部分……すなわち、胸部には何の変化もない。悪魔の胸部は悲しいほどに平へい坦たんっ……！　狂おしいほどになだらかっ……！

　故ゆえにっ……揺れないっ……！　震しん度ど０……っ！

　ジャンプによって発生するエネルギーに対しっ……この安定感っ……！

　堅けん牢ろうな胸部っ……！　故に証明されるっ……！　『揉めない』乳っ……！

　完全無欠の貧乳……否いや、無乳っ……！

　証明完了っ……！

「世の中には『乳揺れ』という美しい日本語がある」

「え、何その言語文化知らん」

「それだけ大げさにジャンプしても微み塵じんも揺れのない、お前の胸が証明している。そんな不動の安定性を誇ほこる超低重心乳では、どう足あ掻がいても揉む事は出来ない……なにせ、揉むと言うからには指が沈しずみ、掌が跳はね返かえされるような弾だん力りよくとボリュームがなければならないのだからね……だが、お前には、それがない。そんな胸ッ！　乳ち房ぶさとすら呼べない胸板っ！　そもそも物理的に揉めるはずがないッ！　僕の願いに対して差し出してくるのがそもそも間ま違ちがってるんだ、この砥と石いしがっ！」

「ぐ、ぐぬっ、ぬぅっ……」

「お前は僕の願いを聞いて、自分が女であるのを良い事に、近場で願いを済ませようとした。面めん倒どうがらずに、別の巨乳のお姉さんでも用意するべきだったんじゃあないか？」

「んぐっ、ぐ、ぐぅううううううっ……！」

　悪魔は頭を押おさえて唸うなりだした。もはや身体を支えてもいられないのだろう、へなへなとその場に座り込み、力なく項うな垂だれる。

「悪魔と人間の契約は絶対。そこに不公平があってはならない。だが、お前は手早さに目がくらんで、願いを雑に扱あつかった。僕の願いは、叶えられなかった。なのに僕に難癖をつけるなんて、お前のほうがよっぽど往おう生じよう際ぎわが悪いぜ！」

　人差し指を悪魔へと向けたまま、僕は毅き然ぜんとした態度で言い放った。




「契約に真しん摯しでなかったのは、悪魔！　お前のほうだ！」




　そう言った瞬しゆん間かん、真偽の羅針盤が輝き始めた。

　何事かと驚いている僕を余よ所そに、掌サイズだった羅針盤が大きく膨らんで、悪魔の首へと飛びついていく。

「なっ、ま、まさか……くそっ！　嘘じゃろ!?　こ、こんな事でっ……！」

　悪あく魔まはもがき苦しむが、その動きを振ふり払はらう事が出来ない。羅針盤はぐるぐると回ると光と成ってその首に巻きつき、やがて、首輪へと姿を変えた。

　同時に、僕の右手の薬指が輝かがやいて、そこに指輪が出現する。どちらも黒く禍々しい意い匠しようのもので、目立つ位置にカギ穴が設けられている。

「なんだ、これ」

「……そんな……こ、これは、ソロモンの首輪と、指輪……？」

　悪魔が一人で足をばたばたとさせ、青ざめている。表情がもの凄い絶望感に染まっているが、僕には何のことやら解らない。

「おい、これは何だ？　契約と何か関係が有るのか？」

　聞いてみても、悪魔はショックで参っているのか、僕の言葉に気付いていないようだ。

「ちょっと、こういうのを教えないのも不公平だぞ。ちゃんと僕にもこれが何なのか教えろよ」

　そう言いながら悪魔の肩に手を置くと、指輪が突とつ然ぜん輝き出す。同時に、悪魔についた首輪が同じく輝き、弾かれるように頭をあげて、悪魔が二つの輪について喋り始める。

「こ、これはその、ソロモンの指ゆび輪わと言って、悪魔が契約に失敗すると出現するのじゃ。断るならともかく、願いを引き受けた上で失敗すると、これがつけられる……」

「へえ……で、どういうアイテムなのさ」

「これは契約で背せ負おうリスク、罰ばつのような物で……その、悪魔を使し役えきするための拘束具なのじゃよ……」

「……そいつは、興味深いな」

　それを聞いて、僕はこれでもかと悪そうに笑ったと思う。

　なるほど。だからこいつ、そんな不利な情報を僕にすんなり話したのか。今触った時に指輪の力が発動したから、僕の命令に応こたえたわけだ。

　悪魔も相手にいちゃもんをつけると罰がある。対等な取引じゃないか。

「つまり、君は僕の命令に逆らえなくなったんだな」

「……ううっ、なんで乳まで触られてこんな事にっ……あんまりじゃ……！　わしはこんな契約一つ、満足に出来ぬと……!?」

　爺じいさん、これか。こいつが、僕の望みへの近道なのか。

　僕はゆっくりと悪魔へ歩み寄り、その顎あごを支えて視線を上げさせる。きっと、長い付き合いになるだろう。僕の欲望が尽つきない限りは、ずっと。

「君、名前は？」

　悪魔は悔くやしそうに唇を引ひき締しめていたが、やがて震える声で、僕に名乗った。

「……マモン。人間には、そう呼ばれておる」

　これが、僕と悪魔の初めての邂かい逅こう。

「そうか……僕の名前は誠二。光橋誠二」

　それはマモンとの出会いであり、日常の終わりであった。

　人の道から悪魔の世界へと、足を踏み入れた瞬間だった。

「お前と世界を征服する男だ。覚えとけよ」







２章　魔法を自由に使いたい







　翌日。土曜日なので、堂々と寝ね坊ぼうした。

　マモンを呼び出すのに成功した時は既に深夜であったため、寝不足気味だったのも効いている。睡すい眠みん最高。さすが三大欲求の一角を担になうだけの事はある。誰だれにも咎とがめられずに昼近くまで寝ていられるなんて、休日ってのはなんて素す晴ばらしいんだろう。もうね、このままシーツの海に溺おぼれたい。夢の中で泳ぎ続けたい。

　と、穏おだやかな時間を過ごしているのも束つかの間ま。

「いつまで寝とんじゃ、お前」

「うぐぇあっ！」

　布ふ団とんの上から、何か重たい物がみぞおちに直ちよく撃げきした。肺から空気と共に命が漏もれた気がする。僕は震えながら、自分の腹の上へと視線を動かした。

「……なっ、なにやってんだ、こらっ……」

「朝じゃぞ、起きんか」

　半眼でにらみつけてくるマモンの姿を見て、僕は昨日の出来事を思い出した。同時に、みぞおちに食い込む重い感触は、こいつの尻しりで有る事も悟さとった。乳よりボリューム有るじゃあねえか、こいつの尻。

　昨日いろいろあった後、召しよう喚かんしたマモンはショックで塞ふさぎこみ、自ら押し入れに閉じこもってしまった。中にはまだ布団がしまってあったし、寝ね心ごこ地ちは悪くなかろうと思ったのでそのままにしておいたのだが、どうやら精神的に復活したらしい。

「マモン……お前、僕に使役される立場になったんじゃなかったっけ……」

「おう、だから起こしに来てやったんじゃろうが。感謝して足でも舐なめてほしいところじゃな」

「いいの!?」

「うわあ！　きっしょい反応するなお前！」

　ドン引きしたマモンはさっさとベッドから下りてくれた。目の覚めてしまった僕は、しぶしぶとベッドから上半身を起こしていく。

「っていうかお前、なんでこんな時間に起こしに来たんだよ。まだ十時じゃないか。今日は学校もないんだぞ」

「まだ十時というセリフに軽いカルチャーショックを感じるがの、由ゆ々ゆしき問題が発生しておる」

「由々しき問題？」

「うむ、泣なき疲つかれて起きたら腹が減った。何か作ってくれぬと死ぬ」

「死ぬの!?」

　つーか悪魔がご飯作ってって、どういう台詞せりふだよ。せめて供く物もつを捧ささげよ、くらいに気の利きいたセリフ回しは出来なかったのだろうか。

　まあ、こいつの立場では僕が飯をやらないと食事にありつけないのだろう。というか悪魔も腹が減るのか。生きているんだな。ちょっと感動だ。

　しかしどうしたものだろう。冷蔵庫から食材を漁あさってくるしかないだろうか。正直、両親にこいつの存在をいつまで隠かくしていられるかも不安だ。

「母上殿は先ほど、フラメンコ教室に出かけてしまったのでな。その時にそろそろお前を起こすように頼たのまれたのじゃ」

「お前もう僕の母さんに逢あったの!?」

「うむ。オムレツらしきものとご飯をくれて、実に美味であったぞ。じゃが、わしは傷心によってカロリーを消費していた故に、あれではちと足りんかったわけじゃ」

「僕が寝ている間にイベント起こすんじゃねーよ！　母さんの状況適応力も高すぎるしお前の図ずう々ずうしさも恐おそろしいよ！」

　しかし、あのぽわぽわした母さんのことだ。悪魔くらいは平気でもてなしても不思議ではない。爺さんに父さん、母さんと、まともな人間がほとんどいないのが我が家だ。そりゃ僕のような子供が生まれても可笑おかしくはないだろう。妹のみはまともだが、あれは突然変異の類たぐいに違いない。

　ともかく、この調子では睡眠の続きを取るのは難しそうだ。僕はしぶしぶ体を起こし、本日の予定を練る事にした。

「ま、たまに早起きするのも良いだろ。だがな、マモン。飯をくれと言って、はいそうですかと出てくるほど、人間の社会は甘あまくないぞ」

「んぬ？　貴様、何が言いたい」

「働かざる者、食うべからず。僕ですら草むしりや風ふ呂ろ掃そう除じをしなければ飯を抜かれるんだ。お前も当然、働く必要がある」

「……キャラに似合わず良い子じゃな、お前」

「素で褒ほめるのはやめてくれ。反応に困る」

　若じやつ干かんむず痒がゆい気持ちになりながら、一度覚かく醒せいした僕の体と頭は、急速に回転を始めて行く。スイッチにオンとオフしかないのが僕の良い所だ。手早く朝の支し度たくを済ませ、外出の準備を整えて行く。

「しかし誠せい二じよ、働けとは言うが、お前はわしに何をさせる気じゃ？」

「そんなの、決まってるじゃあないか」

　背後からついてくるマモンへ向かい、僕は肩かた越ごしに振り返りつつ、人差し指と親指で、丸い形を作って見せる。

「働く、って言うのはな、一いつ般ぱん的てきにはこいつを稼かせぐ事を言う」

「なんじゃそのインド系文ぶん化か圏けんっぽいハンドサイン……反応に困る……」

「金だよ！　硬こう貨かのサインだよこれ！」

　僕はまず、マモンの扱いに関して考えを巡めぐらせる事にした。

　どうやらこいつ、万ばん能のうではないらしい。世界征服のようなスケールの大きい願いはともかく、昨晩のようにスケールが小さすぎる願いなら出来るってわけでもない。こいつが悪魔として出来る範はん囲いの事を、まずは把は握あくする必要があった。

「なあマモン、お前って結局、何ができる悪魔なんだ？」

「そうじゃな。契約となればお前の魂たましいを使って、ある程度は自由に魔ま力りよくを使えるのじゃが、このように使役されるとなると、わし本来の得意な魔法じゃないと扱いが難しいかの」

「成なる程ほど、そう旨うまい話はない訳か……で、お前の得意な魔法って？」

「ふふん。何なにを隠そう、わしは物を増やす魔法を得意とする」

「マジで!?」

「マジでじゃ。ふふん、もっと驚おどろいて良いぞ？　わしは褒められて伸のびるタイプゆえ」

　無い胸を目いっぱいに張って、ドヤ顔で鼻を膨らますマモン。こいつの一挙一動が、悪魔という存在の認識を揺らがせる気がする。

「じゃあさ、差し当たって僕の財さい布ふの中身を増やしたりできる？」

「おう、金を増やすのじゃな？　得意中の得意じゃよ。悪魔なんじゃから、やはりそういう使い方をして貰もらわねばな。乳とかでなく」

　マモンが乗り気なので、とりあえず財布から諭ゆ吉きち先生にお出まし頂く。給料日を過ぎた直後だから出来る芸当だ。普ふ段だんは英ひで世よ先生ですら留守にしていることもある。

「それじゃ、とりあえずこいつを頼む。諭吉先生が倍になれば一気に財布戦力が跳ね上がるからね。そのまま倍々ゲームで資金増やしていけばいい」

「よかろう。我わが魔ま術じゆつの神秘を目まの当あたりにし、せいぜい驚きおののくが良いわ！」

　そう言うと、マモンは僕から万札を受け取って、額に当てるように掲かかげた。さながらインディアン・ポーカーでもしているようなポーズだ。

　すると、どうだろう。突然、マモンの手の中で万札が輝かがやきだしたではないか。

「まもんっ！」

　マモンが叫さけぶと、その万札はまるで、最初から二枚が張り付いていたかのように、あっさりと増えた。形容するなら、細さい胞ぼう分ぶん裂れつを早回しで見た様な調子だ。

「ほれ、この通りじゃ。まあ、最初にお前が望んだような額はちょっとキツいが、このくらいなら朝飯前じゃぞ」

「おおおっ……本当に増えた！　でもさ、今の何？」

「え、何が？」

「いや、だから今の『まもんっ！』って何？」

「呪じゆ文もん」

「呪文なのか!?　あれで良いのか呪文は！　お前の名前じゃねえか！」

「ええい、喧やかましい！　結果が得られれば過程はどうでもいいと言うのが悪魔のスタイルじゃ。それより、ほれ。しっかり増えたじゃろうが」

　マモンに二枚の万札を押し付けられ、それを受け取る。見てみれば、確かにどちらも一万円札。特とく殊しゆな印刷加工や透すかしも寸分違たがわず、傍はた目めには完全なコピーに見えた。

「凄いな……お前、これまるっきり同じじゃないか」

「そうじゃろう、そうじゃろう。もっと褒める事を許しても良いぞ」

「ああ、完かん璧ぺきだ。インクの発色、透かし、細かい隠し文字印刷……さらに発行ナンバーに至るまで全部一いつ緒しよだよ畜ちく生しようがッ！」

「ひぇっ！　なんでキレるの!?」

「駄だ目めだよ！　これ偽にせ札さつだよッ！　っていうか僕も最初からこの事態を想定しておくべきだったよ、予想できた展開だったよ！」

　当たり前だよな。そのまんまコピーしちゃうとナンバーもコピーしちゃうよな。というか、これはどう頑がん張ばっても紙し幣へい偽ぎ造ぞうだ。目もく撃げきされたら豚ぶた箱ばこで臭くさいメシ確定。

「ちなみにその札じゃが、一定時間がたつと泥どろになって崩くずれるから注意じゃ☆」

「じゃあどのみち使えねえよ！　最初からゲームオーバーじゃねえか！　葉っぱのお金で買い物する狸たぬきかお前は！」

　となると、増えた物はずっとそのまま置いておけないわけだ。得意魔法という割に、用よう途とが非常に限られてくる。このマモンを使って金かね儲もうけをするのは、どうやら少し難しそうだ。

　そんな事を考えていると、マモンの様子が可笑しいことに気付く。

「むう……ダ、ダメか。あれが一番得意な魔法なんじゃがな」

「さらっと絶望的な事言うんじゃねえよ……え、何、今のがお前の全力なの？　あれが？　あれで？　そんなのドヤ顔で披ひ露ろうして恥はずかしくないの？」

「そうじゃな……あの魔法を得るために、わしは一世紀近くの年月を費やしたからな。まあ、しかしお前の気に召めさなかったとあれば、わしの一世紀も徒労の積み重ねだったと言う事かな……うん、そうじゃったか。ゴミじゃな、わしは。生きててごめんなさい」

「唐とう突とつに自じ虐ぎやくに走るのやめてくれる!?　なんか僕すげえ嫌いやな奴やつみたいじゃないか！」

「すまんな。誠まことにすまん。いや、よもやわし最強の魔法がここまで役立たずだとは思わなかった。わしマジ駄目じゃな。ほんっとごめん。これからはジャマモンとでも呼んでくれ」

「いやいや使えるって！　ちょっと考え直したら割と使える感じだったわ！　僕の発想力が貧困だったわ、うん。まず偽札作らせたのが悪かったよね！　だからなんかこう、応用とかしたら行けると思うわ！　だからあまり自分を責めないで！　上を向いて歩こう!?」

「そ、そうかのう……なんか無理やり褒められてる気がするんじゃが……」

　いきなり涙目になったマモンに対して、僕は強ごう引いんにテンションを持ち直させようとする。なんでこんなにメンタルが虚きよ弱じやくなんだよこいつは。扱いが難しいわ。

　だが、応用が必要だというのはその通りで、僕の使わせ方が悪かったのだろう。この一時的に物が増えるという魔法は、その性質を逆手に取ることもできるかもしれない。なるべく詐さ欺ぎにならない範囲で、後で使い道を考えてみよう。

　しかし、僕はそもそも気が長い方ではない。さっさと悪あく魔まの力を試ためしたいのだから、応用を考えている時間はまどろっこしい。他に何か出来ないのだろうか、こいつ。

「なあマモン。もしかして今のがお前の使える唯ゆい一いつの魔法だったりする？」

　もしそうだったら溜ため息いきでもついてしまいそうだったが、マモンはもう立ち直ったのか再び胸を張ると、ちっちっち、と指を振って見せた。いちいちイラッとすんなこいつ。

「ま、まあ、今のはあくまで得意魔法じゃからの。他に初歩的な所で、念動力や催さい眠みん術じゆつ、念話なども使う事が出来るぞ。この辺は魔力を練るイメージがしやすいからの」

「マジかよ、先にそっちを教えてくれよ」

　増やす魔法より俄が然ぜん使える能力だったじゃねえか、とは言わないでおく。

「まあ、と言っても念動力の強さはわしの筋力に比例する。その点は催眠術の方がお前の嗜し好こうには合うんじゃないかの」

「うーん、でも催眠術はちょっと遠慮したいかな」

「ほう？　色欲の強いお前なら、催眠術を使ってあれこれしたいと思ったのじゃが」

「すげえ失礼な事言われた気がするけど否定できないね。でもさー、なんか人の心を根本から弄いじるってのはフェアじゃない気がするんだよね」

「悪魔を使役している分際で何言っとんじゃこいつは」

「いやそれを言われると困るんだけど……ほら、僕って大たい概がい、欲望には忠実に生きてるわけだけど、他の人にだって欲望は有ると思うんだよ」

「それは、まあそうじゃろうな」

「例えば、僕が欲ほしい何かを他人と奪い合う事になったとして、それぞれの手段で競い合うのはともかく……心とか欲望そのものを、相手のどうしようもない形で弄っちゃうのは、人間としてやっちゃいけない気がするんだ。誰だって叶かなえたい願いがあるのに、それを叶えたいっていう心を消したりしたら、人間だって事を踏ふみにじっている気がするだろ？」

「…………お前が欲望を尊重するのに、自他は問わないと言う事かの」

「お前に命令してるのだって悪魔契約のルールに則のつとった上でのことだからな。フェアだろ？」

　マモンは奇き妙みような物を見つめるように、僕へとまん丸な目を向けて来る。妙な事を言っているのは自覚しているが、それは僕のポリシーだ。そこを譲ゆずりたくないって言うのも、僕の欲望の一つだ。基本は『自分の道を生きる』だからな。

　すると、マモンは何かを思い出したように眉をひそめる。

「じゃあお前、わしに世界征服とか願った時……あくまで他人の洗脳とかはなしで、でも世界を自分の物にしたいと……そういう意味で言ったのか？」

「そりゃそうだろ？」

「世界を自分の物にしたとして、何をする気だったんじゃ」

「誰にも文句を言われずに一日中ぐっすり寝て、美味い物をたらふく食って、面おも白しろい漫まん画がとかアニメを見て、あとは可愛かわいい女の子を口説く」

「ちょ、待て。女の子の心を弄っておけば、口説く労力とか必要ないじゃろ」

「だって自分の好きなように洗脳した女の子と付き合うってさ、一人遊びみたいなもんだろ？　相手にちゃんと心がなきゃ楽しくないじゃん」

「ははっ……世界征服はしたいけど、他人の自じ我がは尊重したいって……欲張りすぎじゃろ、お前。どう考えたって矛む盾じゆんしとるぞ」

「せっかく悪魔を召喚したんだから、そこは遠慮なく行こうと思って」

　それを聞いて、マモンはとても微び妙みような笑えみを浮うかべた。驚きと呆あきれと、もうひとつ何かが混ざったような表情だ。

「まったく……わしゃ、とんでもないのに呼び出されたみたいじゃな」

　その声があまり嫌そうに聞こえなかったのは、僕の主観的な問題だろうか。
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「んまっ！　なんじゃこれ、めっちゃうまっ！」

　何かと試す前にマモンの空腹が限界に達したので、近くにあった古びた和わ菓が子し屋やからどら焼きを調達して与あたえた。これがどうやらお気きに召したらしく、口にあんこをつけながらもくもくと頬ほお張ばっている。普ふ通つうなら食べ物を奢おごるなんて絶対にしないが、こいつのモチベーションを上げるため、必要経費として買ってやった。

　ちなみに僕も朝飯を食わずに出て来たので、自分の分も買って齧かじってみたが、これがなかなか美味おいしい。安いのに、あんこが甘すぎず上品な風味で、飽あきが来ない。近場にこんなに美味しいどら焼きが売っていたのを、思いがけず知ってしまった。

「地上にはこんなに美味いものがあったのか……知識はともかく、現物は魔ま界かいでは手に入らぬからのう。こいつは中々のカルチャーショックじゃ」

「そんなに気に入ったのか。まあ、確かに美味しいけど」

「うむ。お前に使役される対価としては納なつ得とくに値あたいするクオリティじゃな！」

「どら焼きの価値たけえな！　悪魔って和菓子で使役できるんだ……」

　こいつは知れば知るほど威い厳げんをすり減へらしていくタイプらしい。親しみやすいのは良いが、なんだか悪魔を召喚したという実感がどんどん失うせていく。

　だが、その間に僕はこいつの新たな活用法を考えていた。催眠術はダメ、増ぞう殖しよく魔ま法ほうは保留、となれば、あと試せるのは念動力と念話だ。

　さきほど、マモンは念動力の力は自分の筋力に準ずると言っていた。ならば、重たい物を持たせることは最初からあきらめ、離はなれた物を動かすという点に注目してみようじゃないか。

「なあマモン、お前の念動力って、どのくらいの距きよ離りなら届くんだ？」

「まあ、眼めでしっかり見える位置までじゃな。イメージしやすいかどうかが魔法のキモじゃよ」

「よし来た。それじゃあマモン、僕はこれから林りん檎ご書しよ店てんと言う場所へ行ってくる。お前は近くの電柱の陰かげに身を隠し、念動力を使うんだ」

「ほう……？」

　ちなみに、林檎書店は和菓子屋から目と鼻の先にあったため、即そく座ざに計画の実行が可能だった。

　その林檎書店の店先には現在、ルキさんがホウキを持って立っている。どうやら店の前を掃はこうとしているらしいが、大方、入にゆう荷かしたばかりの新刊に目を奪われているのだろう。あのまましばらく放っておくと、一冊手に取って読み始めてしまうのだ。

「良いか、マモン。僕はこれからあの三つ編みのお姉さんと話をして来る。その間にお前は念動力であのお姉さんを狙ねらうんだ」

「……えっと、動きでも止めておけばいいのかの？」

「違ちげえよ！　ブラのホックを外すに決まってんだろ！」

「決まっておるのか!?　他に可能性を探さぐる余地も無く!?」

「そうだ。年上のお姉さんが何気ない会話の最中に、なぜかブラのホックが外れてしまうとするだろ？　赤面するだろ？　恥ずかしがるだろ？　どうにかしてずり落ちてくるブラをとどめようと、挙きよ動どう不ふ審しんになるだろ？　それを見てニヤニヤしたいだろうが」

「お前の思考回路、マモン理解に苦しむ」

「何とでも言え。こういうのは僕のポリシーに反はんさない行いなんだ」

「人間を理解するのを諦あきらめたくなりそうじゃよ、わしは」

　呆れはするが、マモンは一応、僕の指示には従わねばならない。しかしそれだけだと手を抜ぬかれても困るので、僕はついでに一ひと押おしを加えておく。

「上う手まく行ったらどら焼き一個追加してやる」

「大船に乗った気で任せよ！　全力でご主人様の野望をサポートさせて頂くぞ！」

「……お、おう」

　あまりに現金なマモンの態度を見て、少し悲しい気分になるのはなぜだろう。僕も中学生のころ、悪あく魔ま的てきな存在に軽い憧あこがれを抱いた事はあったので、その実物がこういう感じだと少し切なくなる。

　何はともあれマモンの了りよう解かいを得て、僕はルキさんの方へと歩き出した。相変わらずセーターの上からエプロンというスタイルだが、本日はセーターの色がポップなピンクになっている。これが少しオシャレをしようと思った時の格好だという事は、おそらく僕くらいにしかわからないだろう。

「ちわっす、ルキさん」

「おや、誠二くん。どうしたんだい、昨日にもまして早い時間に……というか、今日はバイトの日だったっけ？」

「いえ、たまたま近くを通りかかったもんですから。昨日のグリモワールの事も報告しようかと思いまして」

「ほう、そいつは興味深いな！　それで進展はあったのかい？」

「いえ、それがまだわからない事だらけで……なんとなく魔ま法ほう陣じんっぽいページとかは見つけたんですけど、やっぱり文字が読めないと辛つらいですねー」

　大おお嘘うそなのだが、これはルキさんに悪魔の存在を知られないためだ。今からマモンにブラのホックを外させるのに、先に「悪魔が召喚できました」なんて言ったら、どう考えたって僕が悪魔を使ったのがバレバレだからね。

「ふむ、そうかい。まあ私も冗談半分であげた物だし、正直、あれとにらめっこするよりは勉強に時間を使う事をお勧すすめするよ」

「まあグリモワールがなくっても勉強はしないですけどね」

「あのさあ誠二くん。君はただでさえ欲張りなんだから、勉強とかそういう努力をして選せん択たく肢しを増やすのが一番なんだよ。お爺さんにもそう言われたよね？」

「ルキさんに言われても説得力ないんですよ、基本自じ堕だ落らくじゃないですか」

「ふん、私はいいのだ。大人だから」

　そう言ってルキさんは腰こしに手を当て、胸を反らすような体勢になる。マモンもよく自分を誇こ示じするためにやるのだが、ルキさんにもこういう子供っぽい癖くせがある。そう、この瞬間、ルキさんは露ろ出しゆつの少ない服装ながら、もっとも胸のラインを強調するポーズになるのだ。

　――――今だっ！

　僕は電柱の方へ顔を向け、マモンへと目で指示を送る。マモンもどら焼きを頬張りながら、ぐっと親指を立てて応えた。マモンはそのまま指を狐きつねのような形にして、ルキさんの方へ向けると、くいっと引っ張るように動かしてみせた。

「だから、誠二くんは子供のうちにもっと努力を――――」




　すぱぁん！　と、乾かわいた音が響ひびいた。

　と同時に、ルキさんのエプロンごと、セーターの胸部分がきれいに破れて弾はじけ飛とんだ。




「……………………」

「……………………」

　ブラどころの騒さわぎではない。布という布がきれいに吹ふき飛とんでおり、地じ肌はだだけは無傷であることが確かく認にんできた。うん、確認できた。

　すげえ。普段はセーターとエプロンに隠されたそれは、拘束具をすべて解き放ったことにより、本来の戦せん闘とう力りよくを惜おしみなく発揮している。Ｅ、いや、推定Ｆはあるのではなかろうか。その大きさゆえに若干、重力の影えい響きようを受けているのがまた、良い。

「馬ば鹿かなっ……人間界の乳はバケモノかっ……！」

　などと、マモンも驚きよう愕がくしていらっしゃる。ニッチな言い回しをする奴だ。

　いや、っつーか何、これ。ブラのホック外すだけじゃなかったっけ？

「………………」

「……いや、ルキさん大だい丈じよう夫ぶです、はい、見てません。見たけど見てない事にします」

「………ぐすっ」

「泣いた!?」

　突とつ然ぜん涙なみだぐむルキさんに、思わず慌あわてふためいてしまう。

「……ふふっ、私は何をやっているんだろうな……この歳としになって、弟のように可愛がっている少年の前で真っ昼間から乳ほうりだして……」

「待ってくださいルキさんッ！　そこで自罰的にならなくていいですから！」

「私としたことが、よもや知り合いの前で突然乳を爆ばく発はつさせてしまうとは……私の中の内なる痴女が目を覚ましてしまったのだろうか……」

「落ち着いてくださいルキさん！　おっぱいは自力では爆発しませんよ!?　そんなダウナーな混乱しないでくださいよ！　っていうかまず腕うでで胸を隠しましょう！　あと内なる痴女ってなんすか！」

「ふふふ……私のことは乳爆発女とでもリアルおっぱいミサイルとでも呼ぶが良い……でもな、誠二くん。優やさしさを忘れた大人にだけは、ならないでくれよ……」

「もう死ぬみたいな空気を出さないでくださいッ！　ほら、人に見られないうちに店に入って着き替がえてきた方が良いですよ！」

「そ、そうだな。すまん、取り乱してしまって……」

　ルキさんはこぼれ落ちそうな胸の果実を手で押さえながら、店の中に入っていった。

　僕は猛もうダッシュでマモンの方へと戻もどり、出来るだけ威い圧あつ的てきに睨にらみつける。

「……どういう事だ、ありゃ」

「いや、すまん。ちょっと力の加減間違えたかもしれん」

「ちょっとどころじゃねーだろ!?　ブラがキャストオフしたじゃねーか！　弾け飛んだ衝しよう撃げき波はに当たり判定がありそうなレベルだったじゃねーか！　なんだあれは、接近戦用の隠し武装の類か!?　有効射程一マスくらいの決きめ技わざか！」

「しゃ、しゃーないじゃろ。見えてないブラのホックを操作しろというのがそもそも無理があったんじゃよ」

「先に言えよ！　お前全然行ける感じの雰ふん囲い気きだったじゃん!?　っていうか腕わん力りよくと同等の力しか出ないって言ってませんでしたっけぇえええええ!?」

「ふふん、わしの腕力は強い」

「先に言えよッ！　先にッ！　言えよッ！」

「いひゃいいひゃいいひゃい！　ほ、ほっぺをひっぱるのはやめふのひゃー！」

　無む駄だによく伸びるほっぺをつまみ、縦に二回、横に二回ひっぱって、丸描いて弾いてやる。林檎のように真っ赤なほっぺが出来上がった。
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「結局、まともに使えそうな力はこいつだけだったな」

　と、林檎書店を後にした僕とマモンは、河か川せん敷しきの開けた場所で、空を飛び交うカラス達たちを見ながら思っていた。

　マモンに残された最後の能力、念話。それは動物たちとコミュニケーションを図はかるための能力だった。悪魔や魔ま法ほう使つかいが、黒くろ猫ねこやカラスを使い魔とする際の力らしく、僕はそれを使って一計を案じる事となった。

　すなわち、街中をテリトリーとするカラス達との労働契約である。

「しっかし、カラスに餌えさをやる代わりに、今まで集めた光り物を持ってこさせるとは……みみっちい事考えたもんじゃな」

「うるせえ。今までのお前の魔法の中では一番これが有効だわ」

　金を稼ぐには労働力が要る。人間を使うのは何かと面倒な昨今だが、動物との交こう渉しようであれば話は別。

　カラスはよくよく、習性で光り物を集めるが、大たい抵ていはキラキラした物が珍めずらしいだけでカラス達にとっては無価値だ。そこで僕ぼくはマモンの念話でカラス達と交渉し、今までに集めた光り物と、ペットショップで買った鳥の餌を交こう換かんする約束を取り付けた。

　で、結果的にどうなったかと言うと。

「有るわ有るわ、ネックレスに指輪にイヤリング！　いくつかは多分イミテーションだろうが、これだけあれば期待値は高いぞ」

「ようこんだけ集めたもんじゃのう……」

　僕らの前には、カラス達が持ってきた無数の光り物が積み重ねられていた。中にはルアーやガラスの破は片へん、なぜか銀歯なども混ざっていたが、思った通り、貴金属的な物もそれなりに集まっている。

「これだけあれば、それなりに金になるだろ。まあ僕が鑑かん定てい出来るわけじゃあないが、数うちゃ当たるって寸法だよ」

「なるほどのー、しかし……忌いま々いましい」

　そう言って、マモンは頭上を飛び交うカラス達を見やる。その表情はどことなく険しいように思える。

「なんだよマモン、大事な労働力にガン飛ばしちゃだめだぞ」

「と言ってものう、なんじゃか先ほどから馬鹿にされているようで」

「カラスが？　お前を？」

　言われてみれば、先ほどからカラスはアホー、アホー、とどことなく癪しやくに障さわる鳴き声を上げてはいる。しかし、カラスとは大抵、ああいう声を出すモノじゃないだろうか。

「わしが今しているように、連中は、よく悪魔に使役される動物じゃからな。どうやら悪魔慣れしておる様じゃ」

「それが何でお前を馬鹿にしてるんだよ」

「……わしに羽がないのを笑っておる、と思う」

　そう言うマモンの声は、意外な程に苦々しい。

　僕にはカラスの声が聞こえる訳ではないから、マモンが実際、どういう事を言われているのかは解わからない。ただ、マモン自身が歯切れの悪い事を言っているあたり、本当にカラスがマモンを笑っているのかどうかも解らない。

「僕は悪魔に詳くわしいわけじゃないけど、やっぱ、他の悪魔にはコウモリみたいな羽が生えてるのか？」

「一応、わしにも羽はある。が……」

　マモンはそう言って、肩かたの後ろを振ふり返かえるようにしながら背中を見る。服の下で、何かがほんのりと動いたような気がしたが、それがマモンの羽であるのかも、と気づくのには時間を要するほど、目立たない物だった。

　最初に召喚した時に気づくべきだったのかも知れないが、普通、悪あく魔まは羽を使って飛べる物なのかもしれない。

　地面に足をつけたまま、空を悠ゆう々ゆうと飛ぶカラスを見上げるマモンの姿は、いかにもコンプレックスに震ふるえているように見えた。

「……お前、魔法とか使えるんだし、僕の願いだって叶えようとしてたんだから、空飛んだり羽生やしたりとか、どうにか出来ないのかよ」

「無理じゃな。わしの魔法で実現できる事は限られておるし。自分が出来ないことはどうやったって出来ん。そういうのは、人間と変わらんよ」

「人間と契約すれば、もっといろいろ出来るんじゃないのか」

「グリモワールを通した契約で人間の魂を使えば、確かに出来る事は広がる。しかし、あれは人間の願いを叶えるための契約じゃ。魂を差し出して、悪魔のために翼つばさを願ってくれるようなお人よしな人間が居ると思うか？」

「そりゃ……居ないわな」

　僕はそれ以上、、追求するのをやめた。

　会話を続けるマモンの声から、彼かの女じよの抱いている物が、かなり根深い所から心を苛さいなんでいるような気がして、これ以上、軽々しく触ふれてはならないと思わせる。マモンが時折自じ虐ぎやく的てきになるのは、そう言った事情が、彼女をひねくれさせているのかもしれない。

　などと考えていると、また一羽のカラスがこちらに向かって飛んできた。風を上手に捕つかまえて、自由に滑かつ空くうする姿は、僕から見ても羨うらやましさを覚える。

　であれば、本来それが出来て当たり前な筈はずの悪魔、マモンからしてみれば、心中穏やかでなくなるのも仕方ないだろう。

　などと思いながら見ていると……カラスの後ろから、明らかにカラスではない物が走って来るのが見えた。

「って、芹せり香かじゃないか。何やってんだあいつ」

　息を切らせながら走って来る芹香は、どうやら必死にカラスを追っているようだった。必死に手を伸ばしながら、上を向いてダッシュしているのだが、おかげで胸むな元もとが随ずい分ぶんと無防備な事になっている。なるほど、巨乳が走り辛いっていうのは本当らしい。ありゃすげえわ。重心ぶれっぶれじゃねえか。

「おい、誠二よ」

「ちょっと待って、今とっても忙いそがしいから」

「いや、お前が何を見てるのかは解るが、それより」

「ちょっと待てっつーの！　僕はこの光景を全力で眼に焼き付けなきゃならねーんだよ！　心の録画ボタンと魂のズーム操作を行って全すべてを記き憶おくする必要があるんだよ！」

「や、だからな？　誠二、ズームって言うか実際――――」

「えっ、みっくん!?　わぁああああ退どいて退いて退いてぇええええええええええっ！」

　と、芹香の絶ぜつ叫きようが聞こえたのも束つかの間ま。

「はヴんっ！」

　全力ダッシュのまま、河川敷の斜しや面めんを走り下りてきた芹香は、勢い余ってそのまま僕にタックルをかましてきた。慣性のついた大質量の胸が、鈍どん器きの如く顔面に叩たたきつけられ、ボクシンググローブにも似た内部へのダメージを与えてくる。

　僕は今まで、芹香の乳を侮あなどっていたのかもしれない。巨乳。それは胸部に備えられたハンマーにも等しい。マモンのそれとは違い、運動エネルギーを何倍にも増ぞう幅ふくしているのだ。

　絡からみつくように浸しん透とうする衝しよう撃げきによって脳を揺ゆらされ、僕の視界が縦にブレる。ぐるりと青空が一回転して、僕は芹香ごと、川の中に落ちた。

「ごばっ……な、何しやがるお前！　危あやうく意識が空の向こうまで吹っ飛ぶところだったぞ！」

「ご、ごめんみっくん……！　あ、っていうかそのカラス捕まえて！　カラス！」

　芹香は慌てて立ち上がると、飛んできたカラスを捕まえようと、よろめきながら歩き出す。しかし、そのカラスはそもそも僕が呼び寄せた物で、集めた光り物の山の中に、咥くわえてきた物を行ぎよう儀ぎよく置いて飛び去った。

　見れば、先ほどのカラスが咥えていた物は、赤いヘアピン。

　なるほど、芹香が普段使っているお気に入りの髪かみ留どめだ。そりゃあ焦あせるわな。

「はぁあ……良かった……」

　芹香は安心したように溜ため息いきをつくと、そのヘアピンを拾い上げて、改めて髪に留めた。僕もややふらつきながら立ち上がり、ずぶ濡ぬれの服を絞しぼりながらため息を吐つく。

「……あのカラスめ、『今まで集めた物だけ』って言っておいたのに人から盗とりやがったな」

「んもー、取り戻せなかったらどうしようかと思ったよー……」

　このヘアピンは、芹香の心の支えのような物でもある。紛ふん失しつしていたら、目も当てられないほど落ち込んだに違いない。僕もほっと胸を撫なで下おろす。

「で、みっくんはここで何してるの？」

「え、あ、いや」

　落ち着いたところで、当然というか、芹香の疑問は僕に向いてきた。

　よもや、カラスに金目の物を集めさせていたとは言えない。先ほどのカラスも僕がけしかけた物だと知られれば、何を言われるか分かった物ではないし、何よりマモンに言げん及きゆうされたら困るどころの騒ぎでは無い。やや強引だが、僕はまず、芹香の気を逸らす事を考えた。

「そ、それより芹香。ヘアピンは無事か？　傷ついたりとかしてないか」

「あ、うん。大丈夫みたい」

「そうかそうか、服も濡れちまったみたいだし、いろいろヤバい見た目になってるからな。また襲おそわれる前に、早めに家に帰ったほうが良いと思うぞ、うん」

　実際、芹香の姿はすんごい事になっていた。

　先ほど身を以もつてボリュームを体感したばかりのその体は、濡れて服が張りつくと、如何いかんとも形容できない状態になる。そもそもが健康的すぎるボディラインをしているわけで、布が密着して浮き上がった輪りん郭かく、くっきりと見えている下着のレースと相まって、その視覚的破壊力は、ある意味でルキさんの全ぜん裸ら以上の物だ。けしからん。もっとやれ。

　そんな僕の熱視線を察したのか、芹香は両手で胸を隠かくすようにして屈かがみ気ぎ味みになる。

「そ、そうだね……こんな格好じゃ不味まずいよね。ごめんね、みっくんまで濡らしちゃって」

「いや僕は良いんだ、マジで良いから今は自分の事だけ考えてくれ。ヘアピンの方がとりあえず大事だろ、今。な、そうだろ、な。帰れ。ゴーホーム」

「……あ、ありがと。このお詫わびはいつかするからね」

　やや気け圧おされた様子ながら、芹香は厳重に頭を守りながら、再び来た道を戻って行く。その姿を眺ながめながら、僕は次々に飛んでくるカラス達を見て不安に駆かられた。

「しっかし、やばいな……こいつら光り物もってくりゃ餌えさ貰もらえると思って、手段選ばなくなってきてんじゃないか？　このままだと単なる窃せつ盗とう犯はんだ。これじゃ今まで集めてきたもんも換かん金きんしない方が良いな」

「うむ、カラス達に仕事をやめるよう言っておこう」

「おわあっ!?　どっから出てきたお前！」

　唐突に物もの陰かげから顔を出すマモンに驚き、思わずまた転びそうになる。なんか姿が見えないと思ったら、ちゃっかり退たい避ひしてやがったのかこいつ。

「なんじゃ失礼な、お化けでも見た様な顔しよってからに」

「お化けみたいなもんじゃないか……」
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　しかし先ほどの芹香の態度を見ると、マモンが隠れていたおかげで、芹香がマモンに気づいた気配はなかったようだ。正直、マモンの事を説明しろと言われれば苦しいので、これは不幸中の幸いと言える。

　そういうわけで、本日の悪あく魔ま契けい約やくの試運転は、どれも芳かんばしくない結果に終わった。

　マモンにどら焼きを奢ったぶん、儲もうけとしてはマイナスで……。

　……いや、おっぱいに限ればプラスの成果だったと言えるな。それだけは評価するわ。




　　　　　◇




　その晩のこと。

「ふふふ、まさか誠二が悪魔使いになってしまうなんてね……」

　と、頬ほおに手を当てて笑うのが僕の母。

　マモンを家族へ紹しよう介かいした際の事なのだが、これが驚くほどすんなり行った。

　なにせ父さんも母さんも、爺じいさんの悪魔召喚について知っていたというのだから恐おそろしい。僕と妹には真っ当に生きてほしいと隠してきたらしいが、呼び出してしまった物は仕方ないとかなんとか……相変わらずノリの軽い両親だった。

「誠二もお義父さんのように『深しん紅くの魔統王』と書いて『デモニックグラスパー・オブ・スカーレット』なんて名乗るようになるのかしら」

「その情報は知りたくなかったよ、母さん」

　大正生まれのセンスじゃねーぞ。完全にこじらせてるじゃねーか、爺さん。

「まあ、俺おれ達たちは悪魔とかよく解らないけど適当にがんばれ。お前なら出来る、多分」

「話がスムーズで有りがたいけどこれが自分の親かと思うと憂ゆう鬱うつだよ、父さん」

　この両親は実子である僕でも信じられない位に仲が良く、新婚時代から変わらずに良好な関係らしい。あまりにラブラブでお互たがいの事ばかり考えているため、他の物事に対して少々、頓とん着ちやくがないところがあるが……よもや此こ処こまでとは思わなかった。

　ちなみに、唯一まともな家族である僕の妹、茉まつ莉りだけは完全に混乱しきってしまい、今は自室で頭を冷やしている最中だ。実は血が繋つながってないんじゃねーかあいつ。

　そんな流れで、マモンに関しての世話は呼び出した僕に一任されることとなった。食費なんかはともかくとして、おやつや嗜し好こう品ひんに使う小こ遣づかいは共用という事にされてしまった。つまり、マモンがまたどら焼きを欲しがったら、僕が買ってやるしかないという事だ。

　家賃や水道代を要求されていないだけマシだが――ちなみにマモンは遠えん慮りよなく風ふ呂ろに入ってさっぱりしていた――自分の部屋へ続く階段をのぼりながら、その事実を改めて見つめなおすと、頭がずきずきと痛むようだ。

「なんか、呼び出したことでむしろマイナスが増えた気がするなあ……」

　と、聞こえるように言ってはならない。マモンのメンタルの弱さときたら折り紙つきで、思春期の少女のように繊せん細さいなので、扱あつかいには注意が必要だった。

　今まで僕の周りに居た女子というと、芹香やルキさんを始めとして図太いタイプが多かった。僕を避さけるクラスの女子も、まるでバイ菌きんでも避けるようにアクティブに拒絶反応を示すため、マモンのようにすぐ落ち込むタイプはちょっと慣れていないのだ。

　そんなマモンも、こちらが強く責めなければマイペースな調子だったりする。

　この家を建てた時は子供部屋が一つしかなく、茉莉が生まれて客間をあいつの部屋に改造したような状態なので、マモンに個室が与えられる事はなく……呼び出した張本人である僕の部屋に滞たい在ざいしている状態なのだが……。

「お、おい誠二。この敵めっちゃ強いんじゃけど、なんかおかしくないかの？」

「僕としては、悪魔なのに『女神新生』なんてゲームで悪魔退治してるお前のほうがおかしいと思うんだよ」

「誠二よ、ゲームと現実の区別はつけた方が良いぞ」

「タイミングを選ばない正論ほどイラッと来る物もねーな……」

　とまあ、この通り。自室へ戻るとマモンはすっかりくつろいでいた。

　どら焼きを与えたのを皮切りに、「人間界での生活って悪くなくね？」と言う気持ちが芽生えてしまった様で、今ではこんなにリラックスしている。人のゲームを人のセーブデータで勝手にプレイするくらいには馴なれ馴なれしい。

　しかも無防備な事に、一いつ張ちよう羅らのゴスロリ服のままベッドに転がって、足をばたばたさせてスカートを翻ひるがえしている。スカート丈たけが長いので危ういところは見えていないが、どうにも危機感がなさ過ぎる。悪魔と言うより妹が増えたような感覚だ。品行方正でキツい実じつ妹まいに加え、自堕落でユルい義ぎ妹まいが出来てしまったような……茉莉はここまで無防備にしてはくれないけどね。

　だが、僕としてはそれでは困る。せっかく悪魔使いになったのだ。人生のターニングポイントなのだ。宝の持もち腐ぐされにするのは忍しのびない。

「いかんよなあ……これじゃあ、悪魔を呼び出したって見返りがないままじゃないか。世界征服への道は遠いぞ……」

「割と深刻な疑問なんじゃけど、あのブラジャーとかカラスとかの悪戯いたずらが世界征服に繋がるのか？」

「馬ば鹿か野や郎ろう、あれは純じゆん粋すいにその場の欲望を満たしに走っただけだ。手近な所から責めたくなるのが人情だろ。爺さんも『遠くの宝石も欲しいけど近くの焼き鳥も食べたい』って言ってたぞ」

「まあ、わしゃどら焼きがもらえれば何でも良いがのー」

「お前はそればっかりか……」

　マモンは強ごう欲よくを司つかさどる、とか言っていたが、どう見てもどら焼きだけで満たされ過ぎだろ。

　どら焼き悪魔だよ。もうこいつ、強欲じゃなくてどら焼きを司る悪魔だよ。

「いやー、最初はとっとと帰りたかったものじゃが、過ごしてみると案外ええもんじゃな、人間界。お菓か子しは旨うまいし空気は綺き麗れいじゃ」

「やっぱ、魔界は空気が淀よどんでるのか？」

「じめじめしとるし、基本的に薄うす暗ぐらいのう。スナック菓子もイモリチップスとかカエルの肝クッキーとかじゃし」

「そりゃどら焼きの全面勝利だわ……」

「以前、人間に召しよう喚かんされた悪魔が人間の文化を輸入してきての。こういうゲームやマンガなんかも魔界に出回っているんじゃが……所しよ詮せんは人間の真ま似ね事ごと。どうにも海かい賊ぞく版ばんという雰囲気が拭ぬぐえなくてな、不評なのじゃ」

「悪魔も人間の文化を楽しむんだな」

「そらそうじゃ。ちゅーか、娯ご楽らくを創造することにおいては人間に敵かなう存在はないじゃろうな。天界でもアキバ文化ブームなどあるそうじゃぞ。最近になって堕天してきた元天使が、せめて天界コミケットにだけは出たかったと嘆なげいておったわ」

「随ずい分ぶん俗ぞくっぽいな天界。死ぬのが怖こわくなくなって来るわ。結構馴な染じめそうだもん」

「まあそいつ、天界コミケットにいやらしい漫画を出品しようとして堕おとされたのじゃがな。天使は際きわどい表現に免めん疫えきがない故ゆえ、規制が厳しいのじゃ」

「あ、じゃあ駄だ目めだわ。馴染めねーわ」

　いやらしい漫画は同人業界の華はなだろうに。そういう欲望を非公式でぶちまけるから良いんじゃないか。形だけ輸入して肝かん心じんなところをスポイルするのは宜よろしくない。

「っていうか、やっぱ悪魔のほかに天使もいるんだな」

「そりゃそうじゃよ。悪魔は元々、堕だ天てん使しじゃからの。元となった天使がおるのは当然じゃろ」

　そうなると、こいつも本来なら天使だったって事だろうか。想像してみたが、さっぱり似合わないな……。

「とはいえ、悪魔と天使の力関係は絶対的に天使が上じゃがな。天使の光は堕ちた悪魔を浄じよう化かし、消しよう滅めつさせてしまう。よほど強い悪魔でもない限り、天使とは争あらそわんよ」

「へぇー……」

　それにしても、こうしてマモンから天使や悪魔の話を聞くのは興味深い。

　自分が使し役えきするとはいえ、未知の存在なのだし、今までオカルトでしかないと思っていたものの実在は結構ショッキングな事だ。

　昼間のような失敗を防ぐためには、まず徹てつ底てい的てきにこいつに質問をしていくべきなのだろう。何せ完全に未知の存在だからな、まだまだ疑問は沢たく山さんある。

　ただ、マモンの使役とは関係なく、聞いておきたい事もあった。

「あのさ、マモン。お前って人間界に来るのは初めてじゃないんだよな？」

「おう、契約に呼び出された事はあるぞ」

「僕の爺さんも、お前を呼び出したのか？」

　そもそもこいつを召喚したグリモワールとカギは、爺さんの形見となった物だ。爺さんが悪魔を使役していたとすれば、やはりマモンを呼び出したと考えるのが自然だ。

　僕は押おし入いれからアルバムを出してくると、マモンに爺さんの写真を見せた。

　だが、マモンは意外な事に、首を横に振った。

「いや、知らんのう。この男に呼び出された事はない」

「で、でも、お前のグリモワールはこの爺さんから受うけ継ついだんだよ。あのグリモワールはお前を呼び出すための物だろ？」

「そういう訳ではないぞ。グリモワールはあくまで扉とびらじゃ。特定の悪魔を呼び出す物ではなく、召喚主の波長に合った悪魔が呼ばれるものなのじゃよ」

「…………そっか」

「なんじゃ、やけに残念そうじゃの。爺さんと同じ悪魔が良かったのかえ？」

「いや……ただ、気になったんだ」

　爺さんは僕にカギを渡わたす直前も、いつも通りに元気そうだった。健康そのもの、老いなど感じられないくらいに活力溢あふれる老人だった。

　その爺さんが、僕にカギをくれてすぐ老ろう衰すいで逝いったというのが、どうも気がかりだった。

　だから、こうしてマモンを目まの当あたりにすると、思ってしまうのだ。

「……爺さんは、悪魔との契約で魂たましいを売って、死んじまったんじゃないかなって」

「あり得るのう。魂を売れば寿じゆ命みようは縮む。じゃからと言って、悪魔を召喚し願いを叶かなえるのは、人間の意思じゃ。悪魔を恨うらむのはお門かど違ちがいじゃぞ？」

「解ってるよ。ただ……爺さんは最後に何を願ったのかなー、と思ってさ」

　爺さんは欲深い人だったけど、望む事は自分の力で叶えて行く人だった。僕と違って努力も惜しまなかったし、それで大体の目的は叶えてしまっていた。

　そんな爺さんに、悪魔に頼たよる程の欲望があったとすれば……それは何だったんだろう。

「わしにはそれは解らんが、老ろう齢れいじゃったのじゃろ？　大した事はない願いでも、寿命が尽つきてしまうことはあるじゃろうな。そもそも、誠二のように大悪魔を使役できているタイプが稀まれなのじゃ」

「だからこそ、爺さんは覚かく悟ごして願ったと思うんだよな。まあ、マモンが知らないならそれで良いんだけどさ。爺さんが召喚した悪魔って、誰だれだったんだろ……っておい、待て」

　真ま面じ目めなテンションで話していたが、聞き捨てならない言葉があったのでマモンを睨む。

「誰が大悪魔だって？」

「わし」

「マジで？」

「マジじゃよ。七つの大罪のうち、一つを司るのじゃぞ？　当然じゃよなあ？」

「その割には、なんか能力がショボ……控ひかえめなような気がするんだけど」

「大悪魔じゃが、その、位を頂いたのは最近の事でな。ぶっちゃけ、まだソロモン七十二柱にランクインしておらんし」

「それでなんで大悪魔なんだよ」

「ほら、じゃからこう、家いえ柄がらは良いのじゃよ、わしは。じゃけどソロモン七十二柱は実力主義じゃから」

「じゃあお前、家柄だけで実力は大したことないお嬢様ってことか？」

「じゃ、じゃが、うちの家柄が見かけだけって話ではないぞ？　アモンお兄様は七十二柱の序列七位じゃし」

「でもお前は大したことないお嬢様なんだろ？」

「…………まあ、はい……そっすね」

　いつの間にか、マモンは正座してしまっていた。というか口調まで変わってるし。

　これ以上責めると泣いてしまいそうなのだが、それでもまだ聞かなきゃならない事がある。

「お前さっき、召喚主の波長に合った悪魔が召喚されるって言ってたよな……」

「言ってたのう」

「じゃあ、僕にはお前が丁度良かったから、召喚されたって事だよな」

「そうじゃろうなあ」

「…………おーう、ちょっと傷ついたわ」

「そう言われたらわしも傷つくじゃろ！　露ろ骨こつに肩を落とすんじゃないわ！」

　でも確かに、マモンとの会話はやけにしっくり来ると言うか、まるで十年来の幼おさな馴な染じみのように自然体で話せる。こういうのは波長が合うって事なのだろうか。

　よくよく考えてみれば、マモンは悪魔だけど女の子だ。芹香やルキさんを除く他人の女の子と親しく話すのは、割と久しぶりな気がする。

「……あれ、なんか意識したらちょっと恥はずかしくなってきた」

「恥ずかしいのか！　わしを使役してるのがそんなに恥ずかしいのか！」

「あ、いや、そう言うんじゃなくて……」

「ええい、そうでしょうとも！　俄が然ぜん、早く魔ま界かいに帰りたくなってきたわ畜ちく生しよう！」

「あれ、そう言えばお前って、魔界に帰れるの？」

「……まあ、手順を踏ふめばの。手段の一つとしては、お前がわしを使役して心から満足すれば、役目の満まん了りようとみなされて解放される」

「うん、当分は帰るチャンスはなさそうだな」

「……お、お前の使役の仕方が悪いんじゃもん！」

　あ、ふて腐くされた。膝ひざを抱かかえてベッドに横になってしまった。気をつけるつもりだったのに、結局機き嫌げんを損そこねてしまった。

　まあ落ち込むのも早いが、立ち直るのも早い奴やつだ。最初に契約失敗で落ち込んだ時も、一晩経たてば立ち直っていたのだし、とりあえず放っておけば……。

「…………一晩？」

　僕は時計を確認する。夕食後、両親とマモンについて話し、入浴と歯は磨みがきを済ませ、それからマモンと話しこんで、既に日付が変わりそうだ。夜更かし癖のある僕でもそろそろ寝ねなければならない。

　が、マモンはベッドの上でふて腐れたままだ。

「おい、マモン。いじけるならベッドから下りてやってくれ。下に布ふ団とん敷しいてやるから」

「……ふんっ」

　それを聞いて、マモンは掛かけ布ぶ団とんを深々と被かぶった。

「いや、そこは僕のベッドだからね。僕もそろそろ寝たいからね」

「知らん、床ゆかで寝ればいーじゃん」

　僕はその言葉にこめかみを疼うずかせた。僕はここで素す直なおに譲ゆずってやるほど殊しゆ勝しような人間でも、フェミニストでもない。

　かといって指輪の力でマモンを無理やり引きずり降ろすのも、それはそれで憚はばかられる物がある。これで外見が女の子でなければ、もうちょっと非情になれるのだが。

　そこで、僕はプレッシャーを与あたえる方向で抗こう議ぎに出ることにした。

「よいせっと」

「……うお!?　おま、なんで隣となりに入って来るのじゃ!?」

「これは僕のベッドだからな、僕がここで寝るのは当然だろ」

「ぐぬっ……か、勝手にせい。わしゃ動かんからな！」

　あれ。なんか余計に意固地になったぞ。僕の予想では、さすがに居いた堪たまれなくなって出て行くと思ったのだけど……。

「……おい、このままじゃ添い寝になっちゃうんじゃないか」

「お前が隣に入って来るからじゃろうが」

「お前が僕のベッドで寝るからじゃないか。素直に出て、床に布団を敷け」

「煩うるさい。わしを使役する主人ならば、寝ね心ごこ地ちの良いベッドを与えて当然じゃろ」

「なんだと……使役される身なら、床でも布団を与えてもらえるだけ有りがたいと思えよ」

「嫌いやじゃ。床は寒いし固いから嫌じゃ。ぶっちゃけこのベッドも満足とは言えん」

「このお嬢様め」

「それとも何か。お前は女の子を平気で床で寝させるような男なのか。そんだけデリカシーなかったら、そりゃあ彼女も出来んじゃろうなー」

「んなっ、ぐ、ぐぬっ……」

　そう言われると、僕としても反論できなくなってしまう。なにせ、実際に今まで彼女が居ないのだから。

　それに爺さんも言っていた。「女の子に優しくしなくても、冷たくするのはいけない」と。

「……仕方ないな。じゃあ、半分からこっちは僕の領地な」

「お前、本気で此処で寝る気なんじゃな……ええい、こうなったら意地の勝負じゃ。じゃが、絶対に半分のラインからはみ出すでないぞ！」

「こっちのセリフだっつーの！」

　そんな風にして、僕はリモコンでライトを消灯した。

　一応、マモンも僕も背中合わせになり、なるべく相手を意識しないようにしていた。
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　――――二時間後。

「……すぅ……ん……ぅ……」

　マモンは爆ばく睡すいしていた。

　しかも寝相が悪い。領地宣言などどこ吹く風で、思いっきり僕側へと転がって来た。おかげで僕は、これ以上マモンから遠ざかるとベッドから落ちる位置に居る。おまけに、ご丁てい寧ねいにマモンは顔をこちらへ向けていた。

「……マジかよ」

　そんなマモンの気配に気づいて目を開けた時には僕も寝がえりを打っていたらしく、マモン側を向いていた。しかも間近にマモンの顔があったので、そのまま動けなくなっている状態だった。

「マジかよぉ……」

　そんな調子で、かれこれ一時間ほどこのまま固まっている。目はすっかり冴さえてしまい、寝直せず、身動きもできず、がんじがらめだった。

「……だって、寝られるわけないだろ……！」

　すぅ、すぅ、と小さな寝ね息いきが近くで響ひびき、時折「んっ……」などと艶つやっぽい声があげられる。やたらと顔の位置が近いので、吐と息いきがダイレクトに感じられてしまう。

　この位置だと当然、マモンの顔がすぐ傍そばにあるわけだ。目線を動かそうにも、顔をあげれば吐息が首筋にかけられるし、下を向けば息いき遣づかいに合わせて上下する薄うすい胸が目に入る。

　にっちもさっちも行かない状じよう況きようなので、取りあえず目をきつく閉じていた。

「いや、落ちつけ僕。むしろ美味おいしい状況の筈だ……」

　冷静に考えれば、女の子と添い寝なら喜ばしいシチュエーションではないか。この状況を楽しまずにどうする。頑がん張ばれ僕。男を見せろ。倫りん理り的てきにセーフな範はん囲いで。

　決心を固めて瞼まぶたを開けると、やっぱりマモンの顔は目の前にある。良く考えれば、僕らのやりとりは漫まん才ざいじみたものばかりで、こいつの顔をマジマジと眺める機会はなかった。

　じっくりと眺めてみれば、やはり可愛かわいい。目を閉じた表情だから、まつ毛が長いのが良く分かる。鼻筋も通っていて、薄い唇くちびる、小さな顎あごと、正直言って整った顔立ちだ。

　その北ほく欧おう系けいの顔立ちに銀色の前まえ髪がみがかかって、現実感がないくらいに綺麗に見える。寝る時も着用しているゴスロリ服――皺しわにはならないらしい――と相まって、フィクションのお姫ひめ様さまが抜け出してきたかのようにすら思える。なんだ恥ずかしいな、この表現。

　しかし、うちのクラスでこのくらい可愛い女の子となると、殆ほとんど思い当たらない。芹香でようやく勝負になるレベルだと思う。

　今まではあくまでも「悪魔」と認にん識しきしていたので気にしなかったが、うん、物もの凄すごい美少女だ、こいつ。振る舞いがコミカルだから余計に気付かなかった。

　冷静に考えると、僕ぼくってこいつの胸を触さわったんだよな。

「…………」

　思いだしたら、余計に居た堪れなくなってきた。と同時に、呼吸に合わせて膨ふくらむ小さな胸元が目に入る。

「……いや、でも今触るのは、ほんとアウトだろ、アウト」

　据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじ、と爺さんが言っていたが、ちょっとこの状況で手を出す度胸は無いし。

　いろいろステップ飛ばしてるし。僕はハーレム志向だけど純愛派だし。

　それにほら、もし指輪の力が発動してこいつが逆らえなかったら、フェアじゃないしね。

　うん、何だろうとフェアじゃないのは良くない。あと、初体験はドラマチックなのが好みだから僕。十八歳の誕生日に高級ホテルでって決めてっから。ヨロシク。

「んっ……誠二……」

「っ！」

　不意に名前を呼ばれ、思わずびくりとしてしまう。ただでさえドキドキとさせられていたのだ。眠気混じりの妙みように色っぽい声で呼ばれたら、そりゃ、ねえ？

　っていうか、女の子にまともに名前呼ばれるのも久しいぞ。芹香でさえ「みっくん」だし、あの仇あだ名なは名字由来のものだし、ルキさんのくん付けともまた趣おもむきが違ちがうし。マモンには名前で呼ばれていた事実をふと考え直すと、また恥ずかしくなってくる。

　僕が軽い混乱に襲われたまま、マモンから視線を離はなせずにいると、再びその唇が動いた。




「……そうじゃ……もっとわしを敬うがよい……ふふ……脚あしを舐なめよ脚を……」

「………………」




　その一言でなんとか冷静になれた僕は、ベッドから静かに下りて押し入れに入った。
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３章　弁当くらい静かに食べたい







　オッス、僕ぼく寝ね不ぶ足そくです。

　鏡を覗のぞくと、しっかりとクマが刻まれている。結局、意識が遠のいたのは四時ごろだったと思う。三時間も寝てないじゃないか、僕。

　冷水で顔を洗えば多少はマシになるが、どうにもぼーっとしてしまう。

　適当に朝食を済ませ、我わが校こうの制服――今どき古めかしい、真っ黒な学ラン――へと袖そでを通して、玄げん関かんを出る。これから一日が始まると思うと、憂鬱だ。

「おい、誠せい二じよ」

　玄げん関かん先さきでマモンに呼びとめられた。マモンはぐっすり寝られたようで、朝から元気はつらつとしている。

「どうしたマモン、どら焼きなら買ってこないぞ」

「いや、その……お前、押し入れで寝たのじゃな」

「ああ、結局ベッドだと気が気じゃなくてさ……うん、お前の勝ち。意地を張った僕の負けだったよ」

　ひらひらと手を振ふって見せると、マモンはその手を掴つかんできた。驚おどろいたが、同時にその手にはマモンを使役する「ソロモンの指輪」が嵌はめられているのに気付く。

「……これでわしに命令すれば、すんなりとベッドから追い出せたのではないか？」

　訝いぶかしげに唸うなるマモンに、僕はなんとなく気き恥はずかしい気持ちになった。

「いや、仮にもお前、女の子なんだし……あんまり強ごう引いんに追い出すのも気が引けてさ。こういうとこで命令使っちゃうのは、使役とはまたずれてると思うし」

「……わしは、どうせお前は指輪の力を使ってくると思っとったよ」

　マモンは戸と惑まどったような調子で、けれど、どこか申し訳なさそうに続ける。

「人間の僕しもべにされた悪あく魔まなど、大たい抵ていはぞんざいな扱いじゃ。気に食わぬ事があれば、使役の効力で意のままにされてしまう……じゃからこそ、わしはせめてもと意地を張ったのじゃが……お前はどら焼きを強ね請だった時も、ベッドを占せん有ゆうした時も、指輪の力は使わんかったのう」

「……僕はお前の力を使って欲望を満たしたいとは思うけど、お前を奴ど隷れいにしたいと思ったわけじゃないぞ？」

　素直な考えを口にしたつもりだったが、マモンはぽかんとした表情だった。そして、視線を僕から逸そらして口をとがらせた。

「……まっこと、変な奴じゃ」

　機嫌を悪くしたのかと思ったが、そうでもなさそうなので、僕は学校へと出発する事にした。流石さすがにマモンを連れて行く訳にはいかないので、彼かの女じよに見送られながら家を出た。

　眠気のせいで頭がぼーっとしていたため、鞄かばんが少し軽い事には気付いていなかった。
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　案の定、授業には身が入らなかった。普ふ段だんから身を入れている訳ではないのだが、今日はエル先生に散々叱しかられる羽目になった。具体的に言えば、今日は廊ろう下かに立たされる際に砂入りバケツを持たされた。この体調にはかなり応こたえたため、昼休みに入った今では、空腹よりも眠気に負けてしまいそうになっている。

　そんなときに限って、芹せり香かがわざわざ席まで構いに来たりする。

「どしたのみっくん、今日はミミックというよりポイズンゾンビだよ？」

「お前は少し言葉を選ぼうな」

　歯はに衣きぬ着きせぬとは言うが、こいつは歯に下着くらいつけておくべきだと思う。

「いや、ちょっと寝不足でさ。昼休みくらいゆっくり寝たいから、そっとしておいてくれ……」

「ふーん、まあ平和なようで安心したけどね」

「平和……？」

「うん、この間あいだみたいにむーくんと揉もめるかと思ってたからさ」

　ちなみに、むーくんとは芹香による室むろ井いの呼称だ。

　芹香に言われて顔を上げれば、前の席に室井の姿がない事に気づく。教室内をぐるりと見み渡わたすと、教壇近くの角席に、奴の角刈り頭を発見することが出来た。

「あ、あの野や郎ろう、彼女と弁当食ってんのか……！」

「うん。この間みっくんが騒さわいだせいで、クラス中に知れ渡っちゃったからさ。もう人目を気にせずにカップルすることにしたんだって」

「くおおおおおおおっ……畜生、良いなあっ……彼女持ちって眩まぶしいなあ……！」

「やだ、泣かないでよみっくん……ちょっと怖いよ」

　これが泣かずに居られるものか。つい先日まで隣に居ると思ってた友人に、実は周回遅れで差をつけられていたんだぞ。これほど惨みじめな事はないだろう。

　仕方ない。独り身は独り身らしく、寂さびしく隅すみで弁当でもつつくか。

　そう思って鞄を探さぐったのだが……。

「あ、あれ？　やべっ、弁当忘れた」

「ありゃー、やっちゃったね。今からじゃ購こう買ばいも無理だろうし」

「授業終了から五分……とっくに戦国時代に入ってるだろうな。二人は死人が出ている頃ころだ」

「無む駄だにうちの学校を物ぶつ騒そうにしないでよ」

　そう言いながら、芹香は室井の席に腰こし掛かけた。そして僕の机の方を向き、弁当箱を広げ始める。

「……芹香、お前……」

「ふふっ、そういうこと。寝不足の上に腹ペコじゃ、みっくん倒たおれちゃうかもしれないし」

「飯のない僕の目の前で食事を見せつけるとか、悪魔みたいな女だな……」

「そんな陰いん湿しつな女じゃないよう！　一いつ緒しよに食べようって言ってんの！」

「え、マジで……？」

　正直、思いがけない提案だ。こいつがそんな正統派幼馴染みたいな事をしてくれるとは……。

「うん。昨日は私のせいで寒い思いさせちゃったから……お詫びと思って、多めに作って来てたの。ほら、みっくんってお弁当ひとつじゃいつも、物足りなそうにしてるし」

「せ、芹香……っ」

　見慣れた筈はずの芹香の笑え顔がおは、今日はやたらと眩しく見える。幻げん覚かくだろうが、後光すら射さしているかのようだ。なんなのこいつ、天使なの？　女神なの？　久々に目に見えて優やさしくされたから、ギャップで余計に輝かがやいて見えるぞ。

「えへへ……小学校の遠足以来かなー、こういうの。みっくんの好きなタコさんウィンナーも入ってるよー」

「おお、タコさん！　そうだよな、ウィンナーはオクトパスフォームだよな！」

「なんかその言い方だと美味おいしくなさそうだね」

　なぜか妙に楽しそうな芹香が、弁当の蓋ふたを開ける。冷めていても美味しそうな香かおりが鼻をくすぐり、ピンクの弁当箱の中から、色いろ鮮あざやかな食材が顔を出した。

　その瞬しゆん間かん。

「誠二ー、おるかー？」

　教室の入り口から、すっかり聞き慣れた声が響いてきた。と同時に、クラス中の視線が一いつ斉せいに声の方を向く。勿もち論ろん、僕や芹香も例外ではなく。

「……マモン？」

　そこにはマモンが立っていた。なんと、ゴスロリドレスではない。ロゴ入りの黒いシャツに、ベルトを通したタイトなスカート。首輪は勿論外れていない。方向性は離れてないものの、ややラフに見えるゴシックパンクな感じの服装になっている。

　髪かみの毛けはポニーテールになっており、セットではなく自然と巻かれるのか、しっかり縦ロールを形成している。茉莉……妹のセンスが見みえ隠かくれするから、格好の事情は解わかった。

「ど、どうしたんだよお前。何で学校に……」

「お前が弁当を忘れて行くからじゃろ。ほれ、持ってきてやったぞ」

　机の上に、見慣れた柄がらの巾きん着ちやく袋ぶくろが置かれた。開けてみると案の定、僕の弁当箱が出て来る。ついでに蓋も開けてみたが、タコさんウィンナーが入っている。

「ママ殿が気付いての。わしは家で暇ひましとったから、届けに来れたわけじゃ」

「ああ、そっかそっか、悪かったな。いや助かったよ、ありがとう」

「まあ良いってことよ。わしゃお前を助けるのが仕事のようなもんじゃしな」

　クラスの連中がにわかにざわめき始めた。どうしたのだろうか。

　ふと視線を向けると、芹香が物凄く怖い目付きになっていた。え、何、どうしたのこいつ。修業仲間でも空中で爆ばく死しさせられたのだろうか。

「……みっくん、この子は誰？」

　声も怖い。トーンが低い。いつもの軽いノリじゃない。脊せき髄ずいを冷水が走り抜けていくかのような悪お寒かんがする。そういや河か川せん敷しきの時には顔を合わせなかったんだっけ。

「い、いや、芹香。こいつはな……」

　僕が説明しようとしていると、マモンが間に割って入ってきた。なにやら芹香をじろじろと見つめると、何かを得心したように半眼になって頷うなずいている。

　すると何を思ったか、マモンは僕を遮さえぎったままで話を始めた。

「わしは誠二のパートナーみたいなもんじゃ。お前に関係はないから気にしなくて良いぞ」

　その発言で、芹香の目付きがさらに鋭するどくなった。あの天使のような芹香ちゃんはどこに行ってしまったんだろう。堕天したのかな。後光の代わりに瘴しよう気きが見える。

「へ、へえー、そう。パートナーさん……なんか、その曖あい昧まいな言い方は自信のなさを感じちゃうよねー」

「どうしたの芹香さん、なんで喧けん嘩か腰ごしなの」

「まあ、わしと誠二を表す最も適切な単語じゃと思うがのう。で、誠二のパートナーでないお前さんはなんか文句あるのかの？」

「マモンさんもなんで張りあってんの。怖いんだけど」

「私は十年以上前からみっくんの幼馴染だよ。まあ、広い意味でパートナーみたいなものだよ。自じ称しようパートナーさんはいつから誠二のパートナーさんなのかな」

「自称でなくて実際にパートナーなんじゃよ。繋がりがあるんじゃよ。まあ少なくとも十年間かけてお前が得られなかった感じの関係性があると思ってええかのー」

「やめて。二人ともやめて。争いは悲しみしか生まないよ」

「私はみっくんに胸を揉まれそうになった事があるよ」

「わしは実際に胸を揉まれたがの」

「お前なに暴ばく露ろしてんの!?」

　教室のざわめきが大きくなった。先日の注目とはまた別の意味で視線が痛い。ビシビシと肌はだに突つき刺ささってくる。

「へ、へぇー、そうなんだー、へー」

「そうなんじゃよー、まあ、言ってみればファーストタッチ？　あー、あとどら焼きも奢おごって貰もらったかのー、一緒のベッドでも寝たぞ？」

「みっくん、おっぱい触っていいよ！　あとどら焼きを寄こせッ！　そして今すぐ寝ろ！」

「落ちつけ芹香ッ！　お前がこの場で一番混乱しているッ！」

　いきなり僕の腕うでを掴んできた芹香を、必死に押おし留とどめる。どう見ても正気ではない。どうしたんだこいつは。

　普段ならおっぱい触れなんて言われたら即そく座ざに触りに行くけど、これは怖えよ。触ったら爆ばく発はつするんじゃねえのこのおっぱい。

「み、み、みっくんは貧乳派だったの!?」

「まあ、どっちかと言えば巨乳派だけど……」

「じゃああんな台地みたいなおっぱい触っても満足しない筈じゃないっ！」

「だいちっ…………！」

　あ、マモンが大ダメージを受けた。ふらついてギャラリーに支えられている。ちなみに芹香のは六ろつ甲こう山さん脈みやくって感じだ。

「てぃ、Ｔシャツの絵え柄がらも全然歪ゆがんでないもん！　ポップなキャラクターの絵が綺麗に見えるもん！　凹おう凸とつの少ないなだらかな台地みたいだもんっ！」

「ぐぇっ、うっ、うぐううっ……」

「その辺にしておけ芹香！　お前に言われたら本当に死にかねないから！　っていうかお前、想像以上にバストにアイデンティティを見み出いだしてたんだな……」

　芹香の肩かたを掴み、背中を叩たたいて落ちつかせようとする。芹香は何な故ぜか、ムキになった子供のように涙なみだ目めになっていた。なお、マモンは精神的ダメージからの回復に時間がかかっている。
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　なんか、その辺の女子から時折「二ふた股また野や郎ろう」とか「色しき情じよう魔ま」みたいな声がボソボソ聞こえてくるんだけど、前者は違うだろ。股かけてないからね僕は。一股もかけてないからね。

「どうしたんだよ芹香、何かお前、さっきから唐とう突とつにおかしくなってるぞ？」

「もー、わかんないもん！　私にだってわかんないけどムカつくんだもん！」

「自分でも解らないのかよ！　あーもう、ちょっと弁当でも食って落ち着け。腹が減ってるから気が立ってるんだろ」

「多分そういうんじゃないもん、それじゃなんか違う気がするんだもん！」

　本当にどうしたんだこいつは。普段から子供っぽい奴ではあるけど、こんなに駄だ々だをこねるような態度は初めてだ。いつもは基本的にニコニコしているし……ルキさんの事は苦手らしいから、あの人の前では少しだけ不ふ機き嫌げんになるけど、これ程ほどではない。

　芹香をなだめようにも原因が解らず、寝不足で疲ひ労ろうした僕ではその体力もなさそうなので、これは放っといたほうが良いのだろうか。

「まあ……何はともあれ飯だよ、メシ。お腹なかがいっぱいになれば大抵のストレスは吹き飛ぶもんだって。なあ、マモン。お前も少し僕の弁当つまんでいって良いからさ、落ち着こうぜ」

「あ、すまん。なんかやり取りが長いから、つい全部食ってしまったわ」

「何してくれてんの!?」

　見れば、僕の弁当箱はとっくに空になっていた。タコさんウィンナーどころか、イモの煮にっ転ころがしも卵焼きも跡あと形かたもない。

「その場の欲求には逆らわないのがお前のポリシー、じゃろ？」

「勝手に飯食われたら絶対に許さないっつーポリシーもあるんだけど……っていうか食うの早すぎるだろ。フードファイターかおのれは」

　そう言うわけで、僕の昼食は結局消滅してしまった。どうしたものだろう、芹香もここまでヘソを曲げていたら、もう弁当なんか分けてくれないだろうし……。

　と思ったら、両手で弁当箱を差し出してきていた。

「……えっ。あの、これ、食っていいの？」

「……もともとみっくんと分けようとしてたわけだから良いよ。なんか、それが一番すっきりする気がしてきた」

「じゃ、じゃあ、お言葉に甘あまえるけど」

　芹香は結局、機嫌が悪そうだったが……いざ弁当を食べ始めると、不思議と軟なん化かしていった。若干味付けが甘めだが、割と味は悪くない。「けっこう美味しい」と言うと少し照れていたようなので、放課後までには気まずさも薄れていた。

　ちなみに、マモンはいつの間にかいなくなっていた。

　こういう神しん出しゆつ鬼き没ぼつさは悪魔っぽいけど、あいつは結局、何をしに来たんだよ。
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　放課後、室井は堂々と彼女と帰れるようになったので、僕はまた一人で下校することとなった。

　校門をくぐろうとすると、門柱のところにマモンが居た。

「なんだお前、まさかずっと待ってたのか」

「いや、軽くこの町を探訪しておったよ。ようやっとここの空気に慣れて、魔ま力りよくも隠せるようになったしのう。角もほれ、この通り擬ぎ態たいで隠せるようになったわ」

　そういう事ならと、二人で一緒に帰り道についた。どうせ帰る所は同じだしね。

　学校から僕の家までは割と近く、徒歩で十分もかからない。いつもは商店街の方へ寄り道していくため時間がかかるのだが、今日は真っすぐ帰ろう。

「しかしお前、よく迷わずに学校に来れたな」

「ママ殿が簡単な地図を作ってくれたし、お前の生気を探って来たからの」

「あ、そういう事も出来るんだな……じゃ、僕の居場所は常時ばればれって事か」

「とはいえ、少し苦労したけどのう……なぜかあの学校内では、お前の気が探り難かったのじゃ。妙な感覚が邪じや魔まをしての」

「なんだよ、そりゃ」

「わからん。じゃが案外、他に悪魔でも潜せん伏ぷくしているのやもしれんな」

「……まさかだろ。そんなホイホイと悪魔が居てたまるかよ」

「グリモワールは一つではないのじゃぞ？　わしみたいに『色つき』から出てくる悪魔と違って、『白のグリモワール』程度の量産された魔導書なら、世界にいくつも散らばっているじゃろうしな。人型でない下級悪魔であれば、それからでも呼び出せる」

「おいおい……冗じよう談だんだろ？」

「冗談なものか。わしはお前に召しよう喚かんされて、改めて実感したよ。人間の欲望は底がないかのようじゃ。悪魔に魅み入いられる者など、いくらでも居るじゃろう」

　そんな事……ない、とは言い切れない。なにせ、僕自身が悪魔を召喚してしまった身なのだ。他のグリモワールも本とカギで起動するのなら、召喚の手順は簡単なのだから、他に悪魔使いとなっている者が居てもおかしくない。

「ま、あくまで推論じゃ。地脈だとか霊れい的てき環かん境きようの影えい響きようで、魔力の探知が働かなくなることもあるからの」

　縦巻きポニーテールを揺ゆらしながら歩くマモンの後ろで、僕はどうにも不安な気持ちに包まれる。マモンの表情は見えないが、この話題のうちはあまり顔を見たくない。悪魔という物に対して不安になっている表情は、こいつに見せたくない気がするのだ。

「それよりさ、お前、なんで芹香を煽あおる様な真ま似ねをしたんだ？」

「ん？　あー、ちょっとな。ピンと来たものでの」

「ピンと来たって……おちょくりやすそうって事か？」

「むしろ、お前は何も気づかなかったのかの？　初対面のわしが気づくくらいじゃぞ？」

「ま、まさか……あいつが悪魔を使し役えきしてるとかか？」

「…………彼女が出来んわけじゃのう」

　マモンは肩をすくめ、やれやれと首を振った。なんだろう、理り不ふ尽じんに呆あきれられた気がするんだけど、こいつは何が不満なんだろうか。

「世の中には、自分の抱いている欲望に……自分が何を欲ほしがっているのかに気づいていない者もいるんじゃよ。時にはそれを失いそうになって、初めて気づくこともある」

「なんだよ、藪やぶから棒ぼうに」

「今日のわしは、それを少しつついてやっただけの事じゃ」

「お前、まさか催さい眠みん術じゆつを……！」

「違う違う。ちょっぴり素直になれるだけのまじないじゃよ。あの芹香という少女には使いやすい媒ばい体たいがあったでの」

　そう言って、マモンはちょいちょいと頭をつつくような真似をする。

「媒体、って……まさか、あのヘアピンか？」

「うむ。あの髪かみ飾かざりには強い思いが込められておった。そこにはあの少女の想おもい……誠二、お前に関する想いも感じたからの。あの子の背中をちょっと押おすには丁度良かった」

「……ああ、まあ……成なる程ほどな」

　そう言われて、僕は納得する。確かに、あの芹香があんなに態度を荒あららげるのは、普段の様子からはちょっと想像できない事だ。

　マモンの言うとおり、あの髪飾りには芹香にとって強い思い出が残っている。そして、それは僕に関する物でもある。

「誠二、あのヘアピン……どういう由来のものなんじゃ？」

「なんてこたあない。飼い犬が死んだときにあいつが落ち込んでてさ、その時に僕がプレゼントしたっつー話」

「なんじゃ、気の利きくことも出来るんではないか。それを未いまだにずっと着けておるんなら、脈があるかもとか思わなかったのか？」

「いや、そう言うんじゃないだろあれは」

　頭の中に、不意に爺じいさんの顔が過よぎる。僕は、薬指につけられたソロモンの指輪を眺ながめた。

「あのヘアピンは、僕にとってのグリモワールのカギと同じようなもんなのさ」

「……どういう事じゃ？」

「死んだ奴は、誰だれかの胸の中にしか居られないんだってさ。ずっと胸の中に置いておくために、消さないために、覚えて置く必要がある。ペットを飼うってのは、動物を丸ごと自分の所有物にするって事だろ？　だったら楽しかったことだけじゃなく、哀かなしかったこと、胸の苦しさも、一緒に抱えてやらないといけない」

「……」

「あのヘアピンは、その哀しさを忘れるなって渡わたした物だから。強い想いって言うなら、その犬に関する事だと思うぞ」

　マモンはその話を聞いて、神しん妙みような表情を浮うかべる。しかし、すぐに首をひねるようにして、眉まゆをひそめて唸り出す。

「……でも、誠二への強い思いを感じたんじゃけどなあ」

「ま、泣いてる芹香にそういうこと言って無理やりヘアピン渡したのが僕だからなー、もしかしたら怒おこってるのかもな、ずーっと」

「駄だ目めじゃこりゃ。こいつホンマもんの馬ば鹿かじゃ」

「な、なんだよその物言いは……」

　ひらひらと手を振るマモンを睨にらんでみるが、なぜか睨まれた本人は少し嬉うれしそうだった。

　人を貶けなしている割に、なんで機き嫌げんが良さそうなのだろう。

「やれやれ……お前の強ごう欲よくさは折り紙つきじゃがの、手に入れられるもんが近くにあるのに気付かないというのは致ち命めい的てきじゃぞ」

「弁当を忘れたことでそこまで言うか」

「あー……あかん、真正かー……」

「だからなんだってんだよ、もう！」

　唸ったかと思えば微笑ほほえんで、呆れたかと思えばくすくすと笑いだして、マモンのころころと変わる表情に、自然とペースを握にぎられている。けれど、その表情のどれもが、なんだか温かい態度を示していた。

「お前は不思議な奴やつじゃな。強欲ではあると思うのじゃが、悪人ではないと見える」

「……そりゃ、そうだろ。だって、欲深いの自体は悪い事じゃないじゃん？」

　そう答えると、マモンは目をぱちくりとさせた。よくよく表情の変わる奴だ。

「欲しがることと、悪事を働くこととは必ず一いつ致ちするわけじゃない。僕はそりゃ、多少裏ワザ的な手法で欲望を満たすのはアリだと思うけど……踏ふみ越こえる事はともかく、踏みにじる事はしたくないぞ。僕がいろんなものを手に入れられて幸せで、でも、他にも幸せな人が居るなら、もっと幸せになれるんじゃねーの？」

「……やはり変な奴じゃのう」

　くすりと笑って、マモンは歩ほ幅はばを合わせて、僕の隣となりに並んだ。

「実はな、悪魔には契けい約やくした人間の悪意を増大させる効力もあるのじゃ」

「え、マジで？　初耳なんだけど」

「うむ。じゃが、どうにもお前にはそういう効果が薄いように感じていたのじゃ。世界征服とか言いだすほどの強欲なお前じゃから、契約してしまえばもっと深い悪意が見えるかもしれんと思ったが……」

「まあ、別にそんな事は無かった訳だけど」

「そうじゃ。お前は驚くほどにブレなかった……不思議な奴じゃよ、全く」

　しかしながら、そう言うマモンの表情はどこか嬉うれしそうにも見える。

　僕としても、マモンは悪魔のくせに、妙にコミカルで憎にくめない奴だと思っていた。だからこいつも、今となっては僕の悪意を望んでいたわけじゃないのだろう。

　そういう風に考えると、なんだかマモンをさらに近く感じられる気がする。

「まったく、そう言うのは最初に言えよな。一応、僕に使役されている身だろ」

「む、思い出したように上下関係を持ち出しおって……」

　マモンは、ぷくりと頬ほおを膨らませて見せる。あんまり本気で怒っている様には見えないから、僕はそれに対して笑顔を向ける。

　ころころと表情の変わるマモンを見ていると、ふと、発ほつ作さ的てきにある欲望が湧わいてきた。

「……なあマモン、小腹空すいたし、和わ菓が子し屋やでどら焼きでも買っていくか」

「なんと！　ど、どうしたのじゃお前、いきなり太っ腹になっても怖こわいだけじゃぞ！」

「ニヤけてるニヤけてる」

　喜びの感情を隠せないマモンは、口端をぴくぴくと引きつらせる。少しだけ粘ねばったが、やがて観念したように力を抜いて、嬉しそうに笑った。

「……なんじゃ誠二、お前も随ずい分ぶん嬉しそうじゃの」

「いや、あそこのどら焼き、美味しかったよなって思ってさ」

　マモンの笑顔を見ると、何かで胸が満たされるような気がした。

　意味のない出費なんて僕はしない。それでもどら焼きに無む駄だ遣づかいしようとしているのは、この笑顔をもう一度見たかったからだ。

　それがどういう名前の欲望なのかは解らない。

　けれど、爺さんは言っていた。「己おのれの選せん択たくが正解か否いなかは、後こう悔かいの有う無むで解るもの」と。

　だとすれば、マモンの笑顔を見た僕は後悔などないのだから、少なくともこれで良いのだと思えた。

「良くありませんよ」

「うおわあああああああっ！」

「にょおおおおおおおおっ！」

　突とつ然ぜん声をかけられて、マモンとハモりながら飛び上がる。

　気づけば、いつの間にやら背後にエル先生が立っていた。学校以外でもシスター服で、しかし腕からは買い物かごを提さげているのでやけにミスマッチに見える。

「せ、先生、こんなところで何やってんですか」

「買い出しです。ちょっと商店街に」

　この人この格好で商店街歩いてたのかよ。冷静に考えたら学校でも浮いてる格好なのに、商店街とか浮いてるってレベルじゃないだろ。第一宇宙速度を突とつ破ぱしちゃうだろ。

「しかし商店街って、勤務中にどうしたんですか。『戦国☆ロマネスク』の新刊でも買いに言ってたんすか」

「コピー紙の補給です。というか先生は別にその、興味ないですからその漫まん画が。丹に羽わ長なが秀ひでと柴しば田た勝かつ家いえの世を忍しのぶ禁断の悲ひ恋れんとかに興味ないですから」

　めっちゃ興味深々じゃねえかこの先生。思いっきりドツボにはまってるじゃねえか。こりゃ賭かけは腐女子サイドの総取りだなおい。

「そ、それより光みつ橋はしくん、話し声が聞こえていたのですが……」

「えっ」

　先生の目つきが鋭くなる。と同時に、僕はごくりと唾つばを呑のみこんだ。

　話を聞いたってことは……マモンが悪魔だとかそういうのを知られたわけか？　不味まずいじゃないか。シスターの先生がそんな事知ったら、どんな事になるか……。

「学校帰りの買い食いは感心しません。食事は規則正しく、主に与あたえられた糧かてに感謝して頂くべきです」

「あ、はぁ……分かりました、気を付けます」

　その言葉を聞いて、思わず胸を撫なで下おろした。

　先生が実際に悪魔とかの存在を知っているかは解らないが、マモンの事は知られないに越したことはない。安心してマモンの方を振り向くと――。

「およよよよよよよ……」

　何やら奇き怪かいな角度で体を捻ひねっていた。

「光橋君、その子はどうかしたのですか？」

「あー……」

　マモンと先生を交こう互ごに見て、先生が首に提げているロザリオに気づく。マモンの角度から見るに、多分、あれを避さけているんじゃなかろうか。っていうか悪魔って十じゆう字じ架かもダメなのね。ヴァンパイアみたいだな。

「先生、なんかこいつ具合悪いみたいなんでとっとと連れて帰ります」

「あら、そうですか……気を付けてあげてくださいね。途と中ちゆうで倒れたりしたら大変ですから」

「はい、分かりました。それじゃこの辺で失礼します」

　別れの挨あい拶さつもそこそこに、マモンを引っ張って先生から離れていく。マモンが苦しみ続けて擬態が解けたら大ごとだ。早々に人目のないところまで行かないと。

「大丈夫かマモン。だいぶ苦しそうだけど」

「う、うむ……しんどいのじゃ……直視してしまったぞよ」

「なんかグロ画像見たような反応だなあ……」

「悪魔からしたら十字架なんぞ最大級のグロ画像じゃよっ！　しかもあの修道女、強力な洗礼を受けたと見える……ロザリオの輝きが尋じん常じようではなかったぞ」

「輝き？　光ってたのか、あの十字架」

「お前には見えんかもしれんが、わしらからすれば身を焼かれるような苦しみじゃったぞ……うう、頭がくらくらする……」

　割と深刻に苦しそうなマモンを見て、僕は少し焦あせっていた。十字架をちょっと見ただけでこんなに辛つらそうになるとは……。

　見れば、マモンの頭の角がちかちかと点てん滅めつしている。案の定、擬態が解けかかっているのだろう。この格好ならコスプレで通せそうな気もするが……それよりなにより、早くマモンを休ませてやりたい。

　僕はわき目もふらず、家への道をまっすぐに歩いて行った。
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　帰宅してすぐにマモンをベッドに寝ねかせ、僕ぼくは勉強机の椅い子すに座すわった。

　先ほどと比べれば落ち着いたようだが、熱っぽい表情でうなされ続けている。十字架一つのダメージがこれほど響ひびくというのは、悪魔の立場に立ってみれば恐おそろしい話だ。

　看病でもしてやりたいところだが、相手は悪魔だ。その上、十字架を見たというのが原因で具合が悪くなったのでは、どう看みてやれば良いのか解らない。

　一応、気休め程度に頭に氷ひよう嚢のうを乗せてやったが、本当に気休めにしかなっていないみたいだ。

「参ったな。薬があるわけでもないし、人間の療りよう法ほうが効くかもわからないしな……悪魔が元気になる様な事でもあればいいんだが……」

　僕が呟つぶやくと、マモンはうっすらと目を開けた。どうやら意識は保てているようで安心したが、その視線がゆらゆらと泳いで、僕から外れて反対側を見つめる。

「ど、どした。僕なんか不味い事言ったか？　それとも、なんかして欲しいのか？」

「……いや、その……」

「遠えん慮りよせずに言えよ。お前がそんなんじゃ魔ま法ほうを試ためすこともできないし、出費が居るようならあとで体で稼かせがせるから」

「ド畜ちく生しようじゃなお前は……」

「冗談だって。ほんと、して欲しい事とか物とかがあったら言えよ、できる範はん囲いで何とかしてやるから」

「……やっぱり、割と優しいんじゃのう、お前は」

　そう言うと、マモンは薄うすく笑いながら、火ほ照てった顔をこちらに向ける。

「まあ、瘴気に満ちた魔ま界かいならともかく、人間界ではちと回復に時間がかかるじゃろうな……儀ぎ式しき的てきな行こう為いで瘴しよう気きを満たすこともできると言うが、わしも未経験じゃし、お前にぶっつけ本番でやらせるのも不安じゃしのう」

　徐じよ々じよに口数も多くなってきたので、少しだけ元気が出たのかもしれない。僕はその元気を繋つなぎとめてやりたいと思い、笑顔で語りかける。

「遠慮するなって、僕の物を僕がケアするのは当たり前だろ？」

「…………は？」

　マモンが間ま抜ぬけな声を上げ、口をぽかんと開けた。

「わ、わしゃ、お前の物なのか？」

「いや、だって、お前は僕に使役されてるわけだろ？」

「…………お、おう」

　マモンの表情がみるみる赤くなっていく。と同時に、口を一文字に結んで黙だまってしまった。

　どうしたんだろう、言葉のチョイスが悪かっただろうか。やっぱ、つい「物」呼ばわりしてしまったのが気に障さわったのだろうか。今のは勢いというか、言葉のアヤみたいなものだったんだけども……。

　容体とは別の方面で不安になっていると、マモンは少しの沈ちん黙もくを破って、微かすかな声で呟いた。

「……その、な。手っ取り早く回復する方法は、あるにはある」

「なに、本当か？　よし言ってみろ」

　マモンの言葉に続きを促うながすが、何やら歯切れが悪い。

「……わしは十字架の聖なる力……言うてみれば、神を貴ぶ光で焼かれたのじゃから、逆に背徳的な行為に及およべば回復できる……らしい」

「……背徳的な行為？」

　聞き返すと、マモンはまた視線を逸らした。体調が悪化しているのか、どんどん顔は紅潮していき、耳まで真っ赤になっている

「う、うむ。先せん輩ぱい悪あく魔まから聞いたんじゃが……まあ、聖教徒がタブー視するような、おおよそ健全ではないような感じの事を行えば、悪魔も使役者も共に力が満たされる……とかなんとか、うん、はい……」

「なんだか歯切れの悪いやつだな……」

　しかし背徳的な行為とは何だろう。つまり、神様に失礼な感じの事をすればいいんだよな。茹ゆでトマトのようになっているマモンは、気づけば胸むな元もとを少し開はだけているが、よほど熱いのだろうか。

「わ、わしも悪魔として、いずれはこういう事もあるとは思っていたがの。ま、まあ、お前も決して苦しくはない事じゃし、むしろ気持ちいいと言う話をよく聞くし……」

「……よし、分かった」

　少し考えて、僕は椅子から立ち上がった。なぜかマモンがびくりと肩を震ふるわせる。

「ちょっと待っててくれ、少し道具を用意してくるから」

「ど、どどど、道具!?　いきなりハードコアすぎるのはちょっと辛いっていうかっ……！」

「任せろ！　どうせやるなら徹てつ底てい的てきにだ！」

「て、て、徹底的!?　わ、若い衝しよう動どうとかがあるのは解るが、一応病人相手にそこまで本気なのはわし、どうかと思う！」

　やけに遠慮がちなマモンの制止を振ふり切きり、急いで階段を駆け下りていく。家中を駆け回って使えそうな物を集め、五分ほどで部屋へと戻もどっていく。

「待たせたな、マモン！　なんとか行けそうだぞ！」

　だが、部屋へ入るとなぜかカーテンが閉められていた。ぶっちゃけ薄うす暗ぐらいが……この方が背徳的な感じが出るのだろう、多分。

　ちなみにマモンは布ふ団とんを被かぶったまま、暗くて解りづらいが、多分まだ真っ赤だった。カーテンを閉めてまた布団に戻ったと考えると、ややシュールではある。

「わ、割と早かったのう……ど、道具を用意してきたのかの……？」

「ああ、差し当たってこいつだ」

　と、僕は持ってきたサインペンと、爺さんの遺い影えいを取り出した。

「ぺ、ペンじゃと！　それをどう使う気なのじゃ……？」

「こうする」

　僕は爺さんの遺影を窓まど際ぎわに置くと、サインペンで鼻毛と、額に「肉」の文字、そして「ボーイズラヴも結構ありだと思う」と吹き出しを書き加えた。

「なにやっとんじゃお前はっ!?」

「罰ばち当あたりな感じだろ？」

「罰当たるよ！　絶対罰当たるよ！　故人を弄もてあそぶのはアウトじゃろ色々とッ！」

「ちなみにボーイズラヴって言うのは美少年同士の同性愛の文化で……」

「そりゃ背徳的じゃろうよ！　説明せんでもええわ！　なんとなく字じ面づらで解るわっ！」

「ついでに仏ぶつ壇だんに萌もえフィギュアを飾って来たぜ。こう、ジオラマ的な感じに戦せん闘とうシーンを再現させてみた。電でん飾しよくも完備だ」

「もう完全に意味が解らんよ!?　意味不明すぎてちょっと怖くなってきたもん！」

　マモンは未知の物体に遭そう遇ぐうしたような怖がりようで、ますますしっかりと布団に引きこもってしまう。なぜだろう、僕の処置が間ま違ちがっていたというのだろうか。

「うーん、うちはバリバリの仏教徒だから、ちょっとキリスト教圏的なアイテムがなくってな……せめて、仏教的なアイテムを駆く使しして背徳感を出してみたんだが」

「そういう工く夫ふうとか要いらんよ！　なんかわし面識もない異国の神々から狙われそうじゃろ！　あの痛そうな感じの錫しやく杖じようでド突き回されそうじゃろ！」

　やっぱり悪魔は仏とは面識がないのか。それが解っただけでも少し得した気分である。

　だがそんなマモンの様子を見ていると、どうも具合が悪そうに見えなくなってきた。

「お前、なんかごちゃごちゃ言う割には元気になってないか？」

「えっ」

　見れば、マモンは顔色も元に戻り、気だるそうな感じも消えていた。どうやら苦しさも持続してないようだ。しかし、なぜか本人はすこぶる不満そうな顔をしている。

「えー……マジかー……わし、あれでも回復できるのかー……うわー、背徳的っちゅーか冒ぼう涜とく的てきな感じじゃったけど、確かに邪じや教きようっぽいヤバさを感じはしたけど……ショックじゃわー……自分の生体にショックじゃわー……」

「まあ、治ったんだから良いじゃないか」

「ちゅーかお前、お爺さんのこと大好きだったんじゃなかったかのう……？　思いっきり失礼な事しとるけど、それアリなのかのう……？」

「ああ、爺さんも『わしの屍しかばねとかサンバのリズムでガンガン踏み越えていけ』って言ってたからな。むしろ爺さん以外が相手じゃこんなん無理だし」

「アクティブすぎるじゃろ、お前の爺さん……」

　マモンは布団を被ったまま溜ため息いきを吐つく。それを見て、僕は首をかしげた。

「マモン、まだ具合が悪いのか？」

「い、いや、不本意なくらいに回復したが……」

「じゃあなんで布団を被ったままなんだ？」

「…………いや、その」

　マモンがたじろいだように動くと、ベッドの端から、薄うす手での布が落ちてきた。

　その形状を見るに、おそらくはスカートであると思う。

「………あ」

　反応に困り、少しの間固まってしまう。恐る恐る視線だけを上げていくと、泣き出しそうなマモンと目があった。

「……背徳的って、そういう……」

「いや、聞いてくれ。なんか体調が悪くなると、こう、本能が自分を守ろうとするじゃろ……わしもちょっと朦もう朧ろうとしていたというか、冷静な時なら絶対あんなこと言わなかったじゃろうしっ……！」

　実際、先ほどまでのマモンは割と様子がおかしかった。人間で言えば熱で朦朧としているような感覚だったのだろうが……。

「悪い……さすがにそう言う方向で回復する発想はなかったからさ……」

「よ、よさんか。頼たのむから申し訳なさそうにするんじゃない……」

「あの、ほんと僕気づかなかったんだよ……なんか、うん、ゴメンな？」

「謝あやまるなよっ！　そこでそう言う反応されたらわしが惨めじゃろうがああああああっ！」

　とうとう何かのタガが決けつ壊かいしたのか、マモンは号ごう泣きゆうしながら布団に丸まってしまった。

　僕はというと、女心は複雑だなあとか、悪魔ってそれで回復できるんだーとか、いろいろとチャンスを逃のがしたのではないかとか考えていたが……。

　とりあえず、この分だと今日も押おし入いれで寝る羽目になりそうだった。その事に関しては、もはや諦あきらめるとしても……。

　問題は、この出来事を深く考えると、また寝ね不ぶ足そくになりそうだと言う事だ。







４章　せめて君を守りたい







　はい、押入れの居い心ごこ地ちにも慣れて来ました。

　マモンはまだ少し不ふ貞て腐くされているようだったが、朝ご飯はちゃんと食べていたので、あまり気にせずに留守番させてきた。

　しかし結局のところ、僕はまた寝不足で昼休みを迎むかえる事になった。

「よう誠せい二じ、今日もやけに眠ねむそうだな」

　昼休みになると、すぐに室むろ井いが話しかけて来た。

　心なしか、どこか態度がぎこちない気がする。

「ああ、ちょっと眠れなくなることが続いてさ……精神的にざらついてるときって、どうしても眠ねむ気けが来ないよな……」

　そう言うと、室井はやけに申し訳なさそうに俯うつむいた。どうしたのかと見ていると、室井は俯いた頭をさらに深々と下げて来た。

「誠二、先日はごめんな」

「うわっ、ど、どうしたんだよ突然」

「……話が切り出せなかったとはいえ、彼かの女じよが出来たのを黙っていたのは悪かった。隠かくしておくつもりじゃなかったんだけど……騙だますような感じになっちゃったもんな」

「えっ……そ、そんな深刻に謝るなよ。やりづらいだろ、それはそれで」

「俺おれの事を気にして眠れなかったんじゃないのか？」

「何で寝ね入いるときまでお前の事考えなきゃならないんだよ、キモいわ」

　というか、室井がその事を気にしていたのに驚おどろいた。こいつはすっかり彼女とのラブラブライフをエンジョイしていたと思っていたのだが。

　室井は頭を掻かきながら、ようやく表情を柔やわらかくして話し始める。

「なんか昨日も気まずくて話しかけられなくてさ……俺も、俺なりに寂さびしかったんだぜ」

「いや、だからやめてくれよキモいよ」

「俺の方がお前のこと気になっちゃったりしてさ……ははっ、実は俺もそのせいで少し寝不足気味なんだ。でも、ちゃんと話さなきゃなって……友達だもんな、俺達たち」

「だからキメえっつってんだろ!?　お前とのそういう紆う余よ曲きよく折せつは別にいらねえよ!?」

　幼おさな馴な染じみの気色悪い一面を垣かい間ま見みてしまったが、こういう形で室井とも仲直りした。

　悪かったのは僕のような気がするのだが、先に謝られてしまったらそれを主張するのも無ぶ粋すいな気がするし、せめて今度、何か奢ってやろう。

「でも室井、今日は彼女とメシ食わなくていいのか？　僕の事なら本当に気にすることないんだぞ？　お前の事を睨み続けはするけど」

　そう言って教室を見回してみたが、室井の彼女である遠えん藤どうの姿は見当たらない。購こう買ばいか他のクラスにでも行っているのだろうか。

　しかし、当の室井はさしてそれを気にするでもなく、まっすぐ僕を見て言った。

「良いんだ。俺達は清い付き合いでいることに決めたから」

「……は、はぁ、そっすか」

　早熟な現代の若者間では死語と化した台詞せりふを聞いて、思わず反応に困った。昨日まで昼食時には「あーん」したり、帰りには手を恋こい人びと繋つなぎにしていた筈はずなのに、どういう心境の変化だろう。もう倦けん怠たい期きなのかしら。

　とにかく、現在の室井は割と深刻に気持ち悪い。僕は相談がてら、芹せり香かに話しに行く事にした。

「あー、ワリい室井。ちょっと離はなれるわ」

「どうした、俺の謝罪に誠意が足らなかったのだろうか」

「いやそういう事じゃなく、芹香に用があって……」

「ああ、そういう事なら行ってくると良い。でも……信じてるぜ、お前は必ずまた帰って来るって。だって俺達は友愛と言う名の絆きずなで結ばれているんだからな！」

「だから表現がいちいちキメえんだよ！　そんな奴じゃなかったじゃんお前！」

　室井の変へん貌ぼうっぷりに戸と惑まどいながらも、僕は女子がたむろする方へと歩いていく。

　普ふ段だんならここで、モーゼの海割りの如く女子が逃げて行くのだが……今日はやけに大人おとなしい。ゴミを見るような視線も飛んでこない。普段なら睨み殺される所だが、僕が女子の輪に近づいても静かに食事している。

　そして、その中に芹香の姿はなかった。

「あれ、トイレにでも行ったのかな……」

「守もり山やまさんなら、エル先生に呼ばれて行ったよ」

　そう教えてくれたのは、よく芹香とつるんでいる女子だった。こうして気軽に声をかけられるのは珍めずらしい。レアな反応に少し戸惑ったが、せっかくの機会なので、この女子とも少し話を続けてみる事にした。

「なんか珍しいな、そっちから声かけてくれるのって」

「だって、困っているようだったから。道に迷っている子羊を見つければ、たとえ蝋ろう燭そく程度の明かりでも、光を分け与え、少しばかりの助けになればと思うのが当然でしょう」

「……え、あ……そ、そっすか……」

　こいつってこういうキャラだったろうか。もっと快活で男おと勝こまさりな子だった筈だし、芹香の事も「守山さん」なんて名字で呼んでいなかったと思うが。

　室井といい、この子といい、今日はやけに毒気がなさすぎる。

　……いや、よく注意してみれば室井達だけではない。

　なんだかクラス中の雰ふん囲い気きが、どうにも清せい楚そというか、淑しとやかというか……平和的な感じになっているのだ。購買帰りの連中ですら争い後の殺さつ伐ばつさがなく、やけに和なごやかなムードだ。別にクラスが鎮しずまっている訳じゃないが、男子の下世話な会話も聞こえてこないし、女子の「きゃはは」という笑い声も「くすくす」に変わっている。

　考えてみれば、今日は朝からみんな大人しいと思っていたが……此こ処こまでの変貌はしていなかった筈だ。

　この昼休みの間に、僕のクラスはやけに上品になってしまったようだ。

「どうなってんだ、こりゃ……」

　そんな風に戸惑っていると、教きよう壇だんの上部に設けられたスピーカーから、校内放送を告げる効果音が響いてきた。

『一年Ａ組の光みつ橋はしくん、食事が終わり次第、生徒指導室へ来てください』

　鈴すずの音のような、耳に心ここ地ちよいトーンの声は、スピーカー越しでもエル先生のものだと解わかる。そういえば昼休みの前、四時限目の授業はエル先生の世界史だった。

　なんとなく引っかかるものを感じながらも、先生のお言葉に甘あまえて、しっかりと弁当を平らげてから指導室へ行く事とした。
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「そういや、エル先生って生徒指導もやってたんだな……」

　そもそも普段から口くち煩うるさい人なので、それが生徒指導の仕事なのか好きでやっているのか解らなかった。けど、考えてみればハマり役に思える。

　生徒指導室の扉とびらに窓はなく、代わりに十字架型の飾りがついているのだが、これは冗じよう談だんの範はん疇ちゆうなのだろうか。なんだか懺ざん悔げ室しつにでも来てしまった気分だ。

「失礼しまー……す……」

　扉を開けると、無機質な白い室内が出で迎むかえてくれた。

　机も棚たなも白く、壁かべも白く、カーテンも白い。潔けつ癖ぺき症しようを思わせるほどに真っ白なその部屋は、まるで病院か何かのようだ。

　そのあまりにも白い部屋の中心に、二つの椅子が並べられている。

　窓を背にして、一つには室井の彼女、遠藤が。もう一つには芹香が、こちらを向いて座っている。そしてその二人の背後には……いつも通りの修道服に身を包つつんだ、エル先生が立っていた。

　冷たげな微び笑しようを浮かべたまま、僕を目に留めた先生は、静かに話を始めた。

「……待っていましたよ、光橋くん。この二人への処置については、あなたに見せておきたかったので」

「……どういう事ですか？　処置って、何です？」

「見ればわかりますよ、きっとね……」

　先生はゆっくりとした足取りで、遠藤の背後へと立った。すると、真っ白な窓から差し込む光がやけに明るくなって、遠藤の影かげが色いろ濃こく床ゆかに浮かび上がる。

　――その影には、小さな羽と角が見えた。

「なっ……！」

「心当たりがあるようですね、光橋くん」

　動どう揺ようした僕は、先生の声によって磔はりつけにされたように動けなくなった。

　先生の青い瞳ひとみが淡あわく輝かがやき、僕を見つめる。まるで、レントゲンの光に晒さらされて、全すべてを見み透すかされているような気分になる。

　先生はその瞳を遠藤へと向けると、掌てのひらで軽く、遠藤の背中を押おした。

「――――う、あああああああああああああああああっ！」

　遠藤は苦しげに呻うめくと、その体から黒い靄もやのようなものを蒸発させ、それが先生に吸い取られていく。同時に、遠藤の影がみるみる薄くなって、その輪りん郭かくから角と羽が消えていく。

　ほどなくして、遠藤は気を失ったようにぐったりとしてしまう。

　僕は声を絞り出すために、唾だ液えきを呑んで喉のどを湿しめらせる。

「先生、い、今のは……」

「分かりやすい言葉で言えば、悪あく魔ま祓ばらいという奴ですよ」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、どきりと心臓が跳ね上がる。今の僕には、あまりにもクリティカルなキーワードだからだ。

「遠藤さんは低級な悪魔を使っていたようですね。この年とし頃ごろの子は、まじない事なんかに興味を持つこともありますが……稀まれにこうして、本物を呼び出してしまう場合もあるんです」

　先生は遠藤の背から手を放すと、その掌に、黒いイモリのような物体を掴つかんでいるのが見えた。それがやがて、砂が散るようにさらさらと崩くずれていく。

「これは人間の色欲を刺し激げきする低級魔。おおかた、恋こいのまじないでも試したのでしょうね。結果として室井くんと懇こん意いになったようですが……悪魔の力を借りた愛など、煩ぼん悩のうの肥大した姿でしかありません」

　そして先生は、今度は芹香へと手を伸のばすと、その茶色の髪かみの毛けを梳とかすように撫でる。

「守山さんもまた同様……悪魔に煩悩を刺激され、理性が薄くなっていました。進行する前に気づけたのは、運が良かったと言えるでしょう。こちらへの対処は、簡単です」

　そう言うと、先生は芹香の髪から、赤いヘアピンを抜ぬき取とった。

　あ、と僕が声を出す前に、先生はそれを、まるでゴミでも扱あつかうような気軽さで、開いた窓から投げ捨ててしまう。

　離れた場所から伸ばした僕の手は、当然、届く事もなく……芹香の大切なヘアピンは、晴れた空に吸い込まれるように、落ちて行った。

「……所持物を媒ばい介かいとした精神操作の術式。ごくごく初歩の魔ま術じゆつですね」

　面めん倒どうくさそうに、エル先生はそう吐き捨てた。

　僕は既すでに確信していた。この人は解っている。

　すべて解った上で、僕を此処へ呼んで見せた。気づかれたとすれば、あの帰り道。先生と道みち端ばたで出会った時に、この人はマモンへと疑いを持ったのだろう。

　先生の意図は、まだ具体的には解らない。ただ……少なくとも、友好的な態度ではない事は間違いないだろう。

　震える舌を必死に使って、僕は問う。

「……先生は、エクソシストか何かですか？」

　それを聞くと、先生は穏おだやかに、本当に穏やかに笑って見せた。

　そして、僕の予想を軽く超こえる正体を、露あらわにする。




「――私はウリエル。神の炎ほのおを賜たまわりし天使です」




　エル先生の背中から、白い炎が翼つばさの如く広がる。それは実際に純白の羽として具現化し、はばたく音を耳に伝えた。

　まるで、マモンと過ごした日常に、終わりを告げる鐘かねの如く。




　　　　　◇




　――あなたが選べるのは二つ。自ら改心し、契けい約やくした悪魔を私に差し出すか。もしくは、悪魔もろとも浄じよう化かを受けて強制的に改心するか。死後の神しん罰ばつが軽くなるのは前者ですよ。




　エル先生が僕に迫せまった選せん択たく肢しが、それだった。

　冗談じゃない、と思った。

　そんなの、選択肢を与えられていないのと同じだ。「マモンを殺す」か「マモンを死なせる」しか選べないじゃないか。

　僕はとっさに指導室を飛び出し、玄げん関かんへと走り抜けていった。放課前に学校を抜け出すのは、いつぶりの事だろうか。閉じ込められる事がなかったのは良いが、すんなりと逃げてこられた事は、むしろ得体のしれない不安を抱かせる。

　けれど、今は悩なやんでいる時間などない。逃げてきたからには、早くマモンと合流して、どうにかあいつを逃がしてやらなければと思っていた。

　マモンは言っていた。天使と悪魔の力関係は、絶対的に天使が上位なのだと。

　ウリエルの瞳は、とても悪魔に生存権を与えてくれるようなものではなかった。十字架だけであんなに苦しんだマモンなど、すぐに消しよう滅めつさせられてしまいそうだ。相対する事など出来ない。絶対にあいつを逃がさないとならない。
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　マラソンでは完走さえすれば順位は気にしないタチだったので、家までの距きよ離りを全力疾走するのは応こたえる。けれど、肺が詰つまって足がポンコツになりそうでも、止まるわけにはいかない。

　マモンは僕の物だ。勝手に奪うばわれて堪たまるか。

　何かを手に入れようとすることは、まだ我が慢まんもできる。待つこともできる。

　けれど、奪われることだけは我慢ならない。

　そう思っていたのに。

　なのに――。




「断る。わしは逃げんぞ」




　家に着いて、マモンに事情を端たん的てきに説明した結果、最初に飛びだした台詞がそれだった。

　状じよう況きようは切せつ迫ぱくしている。冗談を言っている場合じゃない事くらい、こいつにも解る筈なのに。

「……何言ってんだ、話聞いてただろ！　このままだとお前、天使にやられちゃうかもしれないんだぞ！」

「……柄がらにもなく弱気な事を言うでない。それでもわしを仰ぎよう天てんさせた男か」

　立ちあがったマモンの表情は、予想外に余よ裕ゆうがあるように見えた。

　しかし、握にぎった拳こぶしが震えている事までは、隠す事ができていない。

「マモン……お前……」

　危機的な状況が解らないほど、こいつだって馬ば鹿かじゃない。しかし、だからこそ、強く覚かく悟ごを決めた様子のマモンの姿は、僕を動揺させる。

「お前の友人。芹香だの、室井だの、片かたっ端ぱしから『浄化』されてしまったんじゃろ？　……まして、わしの施ほどこしたまじないから足がつくとはの。悪魔の影えい響きようを収めるための行動と言うのならば、まず、この事態はわしに責任がある」

「だ、だからって……」

　お前に何ができるって言うんだ。その一言を、絞り出す事が出来ない。

「誠二、お前も目まの当あたりにしたのじゃろう？　天使に私欲を浄化された人間と言うのは、詰まらん存在じゃ……すまなかったな。もう少し、考えて動くべきじゃった」

「……そんな。お前の、お前のせいなんかじゃ……」

「どの道……わしが逃げたら、お前も浄化されてしまうだけじゃ。『強ごう欲よく』の悪魔を驚かせる程ほどに強欲なお前までもが、そんな物に成り下がるやも知れぬのに……むざむざわしだけ逃げ帰れんよ」

　僕はそれを聞いて、胸が詰まりそうになる。

　マモンは本気だ。本気で、分の悪い戦いへと挑いどんでまで、僕を守ろうとしている。

「わしが逃げたら、一体、誰だれが天使と戦う。人間のお前では太た刀ち打うちどころか、そもそも、争いにすらならぬ相手じゃぞ。誠二……そもそもはお前の欲望を叶かなえるために、わしという悪魔が居るんじゃあないか。頼む。わしを……本当の役立たずには、しないでほしい」

「……へっぽこ悪魔の癖くせに、こんな時に格好付けやがって」

　マモンの意思は固い。生半可な説得に時間を費やすのは、むしろ自分達の首を絞しめる事になるだろう。ここは押し問答している場面じゃない。これ以上の議論を交かわす時間は、僕たちにはない。

　ただ、逃げるにしろ、立ち向かうにしろ、一カ所に留まっている場合ではない。

「……話は後だ。まずは一いつ旦たん、姿をくらませて、それから考えるぞ！」

　有う無むを言われる前にマモンの手を取ると、僕は家の奥おくへと進んで行く。

　キッチン側に備えられた勝手口の取っ手を握り、急いで押しあける。




「――思っていたより、早かったですね」




　扉を開けた瞬間、その声が響いてきた。

　と同時に、扉の先が外ではない事に気付く。目の前に広がるのは、鮮あざやかな光を映して輝く、聖画を象かたどったようなステンドグラス。

　そして、此処がどこであるかを高らかに主張するかの如く、大きな十じゆう字じ架かが掲かかげられている。

「きょ、教会っ……？　なんだ、これ……僕は外に出た筈……」

「低級魔ならともかく、あなたの使し役えきするようなしっかりとした悪魔は厄やつ介かいですからね。ちょっとばかり『奇き跡せき』を使って、お出いで頂いたまでです」

　そう言うウリエルは、既に微笑ほほえみを浮うかべていない。白い翼を威い嚇かくするかの如く広げ、十字架を背にして僕らの前に立ちはだかった。

　即そく座ざに、不味まずいと気付いた。

　ロザリオであれだけ苦しんだマモンが、こんな場所に放り込まれたら――。

「うぐっ、あ、ああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　思考がそこに至ると共に、マモンが悲鳴を上げた。自身の両りよう肩かたを抱くようにして蹲うずくまり、その体から黒い煙けむりが上りはじめる。

　翼を広げたウリエルからは、まるで強い陽光のような光が放たれている。その光が教会全体の清せい浄じような空気で増ぞう幅ふくされ、マモンを焦こがしているかのようだ。

「七大罪のうち、『強欲』を司つかさどる悪魔、マモン……あなたにはぴったりの悪魔ですね。しかしながら、この状況では陸おかに上げられた魚も同然……苦しんで逝いくのを待つだけです」

　ウリエルは既にチェックメイトを決めたような調子で、自身の勝利とマモンの消滅を確信している。

　とっさに扉から戻ろうとしたが、振り向くと既に出入り口は消えていた。マモンを連れて逃げる事すら封ふうじられたようだ。

「……マモン、やっぱりお前だけでも逃げろ。このままじゃ二人揃そろってやられて終わりだ」

　逃げられないのならば、ウリエルを屠ほふって突とつ破ぱする以外に道はない。僕ぼくは拳を固めると、光からマモンを隠すようにしてウリエルへと相対する。

　しかし、そんな僕の袖そでをマモンが必死に掴んで引き留める。

「ば、ばかものっ、言ったじゃろ……！　相手は天使っ、しかもこのオーラは大天使の物じゃぞっ……ただの人間が敵かなう相手ではない！」

「お前だって敵うようには見えないだろ！　下手へたしたら、僕より先に死んじまう！」

「良いから退どけッ！」

　マモンは僕を押しのけると、ウリエルへ向けて掌を向ける。その周辺にある空気がグニャリと歪ゆがみ、以前使ったのとはケタ違ちがいの念動力を発揮しているのが解った。

「……わしとて悪魔。大悪魔、マモン。契けい約やく者しやの願いを見捨ててまで、生きながらえる程無様ではない！　刺し違えてでも、この天使だけは退しりぞけて逝く！」

　その歪みが人間大の球を形作り、マモンが腕うでを振り上げると共に、砲ほう弾だんのような勢いでウリエルへと迫る。巻き込まれた空気が突とつ風ぷうを起こし、その威い力りよくに、マモンの本気を垣間見て僕は冷ひや汗あせを滲にじませる。

　しかし、ウリエルはその手を静かに前へ向けて――。

「小こ賢ざかしいですね」

　翼を一度はばたかせると、ウリエルの翼が黄金の炎に包まれる。そして、マモンの放った空気弾が霞かすんでしまうほどの、凄すさまじい閃せん光こうの奔ほん流りゆうが溢あふれだしてくる。

　その光にマモンの攻こう撃げきが呑のみ込こまれ、そして。

「あっ――――」

　僕の前に立ったマモンが、光の中に呑み込まれる。僕の視界も、塗ぬりつぶされるかのように白んでいく。

　その眩まばゆい輝きの中で一いつ瞬しゆんだけ、僕は名前を呼ばれたような気がしたが、それを聞きとる前に僕自身も光の波に呑まれて行く。

「マモンっ――……」

　自分の発した声すらも、空気の震えにかき消されて溶とけてしまう。

　強きよう烈れつな衝しよう撃げきを背中に感じ、僕の意識は一瞬、途と絶だえた。




　　　　　◇




　視界が霞む。

　ほんの少しの間、意識に空白があった。

「うっ……痛、つう……」

　衝撃によって肺の空気が漏もれたのか、酷ひどく息苦しい。冷たい大理石の感かん触しよくを背中に感じ、自分が床に叩たたきつけられたと解った。

　肌はだがビリビリと焼けつくように熱い。強すぎる消毒液を振りかけられたような感触は、きっとあの光のせいだろう。

　人間の僕でもこれだけ辛つらいのに、悪あく魔まであるマモンに直ちよく撃げきしたのだ。嫌いやな予感が全身を支配する。攻撃の余波なのか、まだ眩さに視界を閉ざされている中、必死で目を凝こらしてマモンを見つけようとする。

　やがて、光が収まって行くにつれ、その中からマモンのシルエットが浮かび上がってくる。

「マ、マモン！　お前、大丈夫かっ――――」

　瞳が、横たわる影へと焦しよう点てんを合わせる。

　そこには、力なくうつ伏ぶせに倒たおれたマモンの姿があった。

　服や肌に目立った傷はないけれど、そのすらりと細い手足は、もう、微み塵じんも動く気配を見せない。急激に、全身の体温が下がって行くような感覚を覚える。

「…………お、おいっ……」

「無む駄だですよ」

　マモンへと駆け寄ろうとした瞬間、それを突つっぱねるようにウリエルが告げる。

「聖なる光をまともに浴びたのです……当然、既に悪魔としての生命は停止。魂たましいの燃ねん焼しようが消えた事を確かく認にんしました。後は器うつわである肉体が朽くちるのを待つのみです」

「…………」

　一瞬だけ止まった足を、再び引きずって、マモンへと近づいていく。

　震ふるえる腕を伸ばして、その小さくて華きや奢しやな体を抱き上げる。その体に力はなく、熱もない。重力に逆らわない四し肢しがぶら下がっても、驚くほどに、軽い。

「な、なあ……嘘うそだろ？　起きろよ……」

　抱いた胴どう体たいを揺ゆさぶると、糸の切れたマリオネットのように、ゆらゆらと関節が揺れる。

　色白な顔は、より一層、透すき通とおるほどに白く。けれど瞼まぶたを閉じたその表情は、いつか間近で見た寝ね顔がおと見み紛まがうほどに、綺き麗れいなものでしかない。

「……起きろって言ってるだろ……何寝てんだよ……寝不足なのは、僕の方だぞ……」

　あまりに綺麗で、だけど反応がないから、本当に人形を抱いているように錯さつ覚かくする。

　こんなふうにすらすらと頭の中に言葉が出てくるのは、この事態に現実味を抱けないからだろうか。

　けれど、少しずつ胸の奥に、真っ暗な泥どろが煮にえたぎるような感触を覚える。

　それが熱く熱く煮に詰つまっていくほどに、マモンへと触ふれている腕や、疲つかれ切きった足の先から自分の熱が抜けて、冷たさが背筋から脳天へと沁しみていく。

「……マモン……」

　この感情を何と言うのか、僕は知らない。

　ただ、僕の視線は自然と、ウリエルの方をまっすぐに捉とらえていた。

　ウリエルはそれに対し、失望を隠さず声に溶かして吐き出した。

「残念です、光橋くん……いえ、光橋誠二。あなたは私からの説得と説明の機会すらも放ほう棄きして、悔くい改あらためる道を投げ捨てた。あの場からの逃とう亡ぼうは、神の救済に対する背徳行為に他ほかならない物です」

　ウリエルの声は、やけに遠くで響ひびいているように感じられた。

　ただ、その内容自体は脳に沁みこんでくるので、僕はそれに対して返事をすることが出来た。

「救済、なんですか？　……これが？」

「そうです。人はかつて、悪魔に唆そそのかされて知ち恵えの林りん檎ごを齧かじり、神の信しん頼らいを裏切りました。にも拘かかわらず、神様は地上に堕おちた人を今も愛し……我ら天使を遣つかわせてまでも、人を堕だ落らくさせようとする悪魔から守り続けているのです」

「……こいつは、ただのどら焼き好きのへっぽこ悪魔だ。ろくな悪事も出来やしない。金も増やせないし、エロい悪戯いたずらだって満足にこなせない」

「けれど、守山芹香を誑たぶらかしました。品行方正だった彼女の欲望を呼び起こし、その周囲にいたクラスメイト達にも悪魔の残り香をばらまいた。彼女を含め、クラス全体を『消毒』することで大事は未然に防ぎましたけどね……多少、強めに人格に介入する結果となりましたが」

「マモンは芹香を少し素す直なおにしただけだ！　僕にもなんかわかんねーけど……あいつにはやりたい事が、欲ほしい物があったんだ！　室井や遠藤だってそうだ！　きっかけが悪魔の力だろうと、あいつらはあいつら自身の心のまま、幸せそうにしていた！　それを、あんたの好みに洗脳して良いわけないだろ！」

「洗脳ではありません。彼かれらの欲望を浄化したまでです。情欲と衝しよう動どうに任せただけのエロスを、心からの敬愛によるアガペーへと導いたに過ぎません」

「そんな理屈であいつらが変えられて、そんな事を罪にされてマモンが傷つけられて、納得できるわけがないだろ！」

　咽のどは焼け付くように熱く、かすれ始めていたが、それでも僕は声を張り上げることが出来た。そうしたい、と強く思う気持ちは、僕の体を無理やりにでも動かしていく。

「たとえ、マモンが芹香にしたことが罪だったとしても、殺すほどの事じゃないはずだ……マモンには心がある。話が出来る。学んだり反省することだって出来る！　それを、それを、こんな……」

「……光橋誠二。あなたは勘違いしているようですが……」

　ウリエルは睫まつ毛げを伏せて、救い難いとでも吐き捨てるかのように、ゆっくりと首を横に振ふった。

　そして、何のためらいもなく、刃やいばのような言葉を僕へと突き刺してくる。

「悪魔に人格など認めません。彼らは文字通り、悪そのもの。この世の秩序を乱すだけの物に、存在価値など最初からないのです」

「なっ…………何様のつもりなんだ、あんたは！」

「何様のつもりもないですが、我らは神様の使いです。これは、神の意志。ひいては世界の意志と言っても良いでしょう」

　あまりにもはっきりと言いきられ、僕は思わず言葉を失った。

　そこへ間髪容れずに、ウリエルが話を続ける。

「人に人を超えた力を与え、御すべき欲の歯止めを壊す魔物。彼らが存在するだけで、人間は不相応な力を持ち、自制を忘れ、秩序が狂くるうのです。理由がどうあれ、悪魔という存在を見つけた時点で滅しなければなりません……神の作った唯ゆい一いつの失敗作が、悪魔という存在なのですから」

「…………そ、そんな事っ」

「しかし」

　怒鳴りつけようとした僕の声を跳ね返して、ウリエルは凛りんと通る声を放つ。授業の時にどれだけ聞いても飽きなかった、耳にするりと透き通ってくる声だ。

「しかし、我ら天使も魔ま界かいへはおいそれと手出しできません。だから、私たちは人間界へと現れた悪魔を、定めたルールに則のつとって処分していくのです……もうお分かりですね？」

　いくら耳を塞ごうと、きっとその声は貫いてくる。

　まさに天上からの宣告のように、ウリエルの言葉は響き渡る。

「あえて、悪魔である以外に彼女が処分された理由を挙げるなら……あなたが人間界へと召しよう喚かんしたからですよ」

「…………あ、あっ……」

　そうして僕は、マモンを抱かかえたまま、跪ひざまずくかのように崩れ落ちた。腕の中で、マモンの身体からだが少しずつ崩れ始めている。

　偉そうにニヤけていた、子供のようにむくれていた、哀しそうに落ち込んでいた、嬉うれしそうに笑っていた……ころころとさまざまな色へ表情を変えていたマモン。

　その顔は、今はもう、何色に染まることもない。

　僕がマモンを呼び出したから。

　僕が考えもなしにマモンを目立たせたから。

　そのせいでウリエルに見つかったから、マモンは――――。

「……悪魔の死でこれほど心を痛めるというあたり、私は人間も十分に恐おそろしい存在だと思いますがね」

　そう言いながら、ウリエルは僕の背後に立った。

　遠藤の身体から悪魔を引きずりだし、その増大した欲望を吸い取った時のように、今から僕もそうされるのだろう。

　これから僕も邪念を廃され「善いこと」だけを考えるようになるのだろうか。もしかすると、僕から欲望を全て吸い取ってしまったら、魂など何も残らないかもしれない。

　そんな漠然とした不安が確かに胸に芽生えたが……それよりも、僕の中にはもっとずっと、暗い感情が渦巻いていた。

　今まで感じた、どんな負の想おもいよりも遥かに淀よどんだ、それでいてどうしようもない程に重い感情。

　希望を見据え、欲望を感じ、渇望に苦しんだ事はあれど、これを経験した事はなかった。

　おそらく――この心を絶望と呼ぶのだろう。

「さあ、生まれ変わりなさい。そして今度は悪魔に誑たぶらかされない、真っ当な人間として生きるのです」

　そう言って、ウリエルは僕の背へと掌を押し当てる。

　僕にとって、決定的に何かが終わろうとしていた。

　僕の頭が、その時点で、どれほど正常に働いていたかは解らない。

　しかし、次の瞬間、起こった現象を一言で説明するならば――。




　突とつ然ぜん、目の前に黒い壁が現れた。




　いや、それは壁というよりも、檻おりのようだった。僕とマモンを取り囲むように、円柱状に漆黒のオーラが立ち上って行く。

「……転移魔法ですって……？　馬鹿な、このタイミングでっ……？」

　驚きよう愕がくするウリエルの姿が隠されて行くにつれ、彼女の声も遠くへと消えて行く。その現象の渦中に居る僕も、まったく事態は把は握あくできない。

　身体から重力がなくなり、ふわりと浮かぶ感覚を味わいながらも、僕の心に先ほど以上の不安が訪れることはない。

　ただ、腕の中で冷たくなっていくマモンだけは、離すまいと抱きしめ続けていた。




　　　　　◇




　少し経って、再び僕の身体へと重力が圧し掛かって来た。

　腕の中でぐったりとしたマモンの身体が、回復した重力につられていくのを必死に支える。

『成功したようだね』

　エコーのかかった声が響く。続けて、僕らを包んでいたオーラが晴れ、再び視界が回復する。

「ここは……」

　そこに現れた風景は、ウリエルの居た教会ではない。

　少しカビの臭においが漂う壁。古臭くて傷み始めた棚。そして、趣しゆ味みの統一性が感じられない無数の古書。僕には見覚えのある室内だった。

「……林りん檎ご書しよ店てん？」

「その通り。久々だが、ちゃんと魔法が発動して良かったよ」

　オーラが消えたせいか、今度は声にエコーはかかっていなかった。

　だから、僕はその声が誰のものであるか、はっきりと聞きとることができた。

「…………ルキ、さん」

「ああ、まあその名前も良いんだけどね。事情が伝わりやすいよう、あえて昔の名前を名乗らせてもらうよ」

　目の前に、書店の主であるルキさんが佇たたずんでいた。

　いつものエプロン姿ではない。

　漆黒のドレスが、過剰な程のベルトで装飾されている。三つ編みは解かれて、鴉からすの濡ぬれ羽ばのような長ちよう髪はつを広げて、頭には小さな王おう冠かんが乗っている。

　そして、その背中には、控ひかえめながら……確かに、翼が確認できる。

　混乱に混乱を重ねた僕へと、ルキさんは、笑え顔がおだけはいつもと変わらずに向けてくれた。




「私の名は、ルシファー」







「――君のお爺じいさんと契約した、悪魔さ」
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５章　もしも翼があったなら







　林りん檎ご書しよ店てんの二階は、ルキさんの家になっている。

　店の外の階段を上り、脇わきにある入口を潜くぐると、和洋拘わらずに古めかしい家具で敷き詰められた生活空間が広がった。

　奥にあるベッドにマモンの身体を横たえ、僕はその隣となりに座り込んでいた。

「誠せい二じくんは砂糖、二つだったよね」

　ルシファー……ルキさんは、海外物らしき紅茶をちゃぶ台に並べた。

　畳の床にアンティークな家具、そしてちゃぶ台の上にはブランド物のティーカップ。ドレス姿のルキさんが対面に座ると、ますます訳の解らない光景になる。

「お客様を家に招くのは久しぶりだから、張りきって高いお茶を持って来たんだけど、お口に合うかな？　私もこれを頂くのは初めてなんだよ」

「……」

「高いお茶には高いティーカップを使うのが礼儀だと思っているんだよ。高級なお刺身も陶器の皿とスチロールのトレイではまったく違う味わいになるからね」

「…………」

「まずは舌に滴を乗せる前に、鼻孔で香かおりを楽しみたまえ。うん、このミントのようなスカッとする匂い……そして赤褐色の少し淀んだ外観……いかにもこの茶葉がタダものではない事を感じるよ。外国人の業者から高値で買って間違いはなかったようだね」

「………………」

「ふふっ、子供の誠二くんにはまだ早かったかな？　五感すべてで楽しんでこそ本当の『食』を体感できると思うのだが……まあ味わってみなければその本質は解らないね。ではお先に失礼して、ずずっ…………わふぅ、まじゅいっ……！」

「和み過ぎだろッ！　普ふ段だんにもまして和み過ぎだろッ！」

　僕は思いっきりちゃぶ台を叩いて、マモンを指さして吠ほえる。

「死んでるよッ！　死んでるんだよッ！　落ちついてる場合じゃないだろッ！」

「あ、ああ、大丈夫だぞ誠二くん。死んでるのはちゃんと解ってるから」

「解ってたら良いとか言う問題じゃねえよッ！　その糞くそ不味い紅茶を楽しんでる場合じゃねーっつってんだよ！　どんだけ食を重視してんだよッ！　経費で飲み食いして飲食店に文句言う新聞社員かお前はッ！」

「違うよ。古本屋の店主で、悪あく魔まだよ」

「知ってるよ！　さっき聞いたもんねッ！」

　ノンストップでまくしたてると、酸素が足りなくて脳の血管が切れそうだ。焦り続ける僕と、あまりにもリラックスしたルキさんの温度差に、余計に僕は苛いら立だちを覚えている。

「大体、どういう訳なんですか、ルキさんが悪魔って……」

「言葉の通りだ。君にとってのマモンのように、君のお爺さんにとっての使役悪魔が私だったと言う事さ。君だってグリモワールを手にしたなら、お爺さんが悪魔使いだった事くらいは聞いたろう？」

「それは、そうですけど……」

　考えて見れば、僕はルキさんとの初対面を覚えていない。

　幼少の事だったので記き憶おくにないだけだと思っていたが、芹せり香かや室むろ井いと出会う前の記憶まで辿たどってみても、ルキさんはいつも傍そばに居たような気がする。

　だが、僕はルキさんの昔の姿を記憶していない。ルキさんの両親や、学生時代とかの事も聞いたことがない。

　気付いた時には、ルキさんは林檎書店の店長だった。

　そもそも、この人が何歳なのかすら知らないのだ。

「もっとも、今の私は厳密には悪魔とは言えないけれどね……細かい事は良いさ」

「細かい事で済むんですか……」

「私は大体の細かい事は水に流す主義さ。君が私のブラを爆ばく発はつさせた事だって、取りあえずは水に流しておくさ」

「……あ」

　そうか、そりゃ気付かれてるよな、悪魔なら。じゃああの時、ルキさんは何をされたのか解わかった上で僕には何も言わずに居たことになる。なんだこの人。

「ま、本当にそのあたりはどうでもいいんだ」

　そう言うと、ルキさんはカップをテーブルに置き、真剣な瞳ひとみで僕を見つめて来た。

　マモンやウリエルと同様、人間のそれとは違う輝かがやきを持つ、透き通った瞳だ。

「誠二くん、英気を養い立ち上がるなら、今をおいて他にはないよ」

　ルキさんの言葉の意味が、僕には良く解らなかった。しかし、ルキさんは僕を気にする事もなく、けれど僕へ向けて淡々と台詞せりふを並べる。

「私はあくまで君を転移させ、この建物の中にかくまったに過ぎない。ウリエルは未いまだ健在で、君は今なお狙われている。事態は解決などしていないぞ」

「じゃ、じゃあ、それこそお茶なんか飲んでいる暇ひまないんじゃ……」

「その錯乱した心で何をどうする気だい？　逃にげ切きれるとでも思っているのかい」

「……逃げるのは諦あきらめろ、って事ですか」

「頭を醒ませと言っているのさ」

　ルキさんはちゃぶ台越しに手を伸ばすと、僕の頭に手を置いた。そのまま優やさしく撫なでられて、伸びすぎた前まえ髪がみが視界でちらちらと揺れる。

「どうしたんだい誠二くん。いつもの君らしくもない。逃げの一手、それも後手。実戦に敗れ舌戦に屈し、死を前にしても奮起しない。まるで君らしくない」

「……いきなり横から、好き勝手言わないでください」

　ルキさんから視線を外して、僕はちゃぶ台の下で、拳をきつく握り締める。

「大体、そこまで知ってるって……いつから見てたんですか、僕らの事」

「君にグリモワールを渡してから、魔術で定期的に覗のぞいていたからね……今日は昼休みごろから、君の状況の顛てん末まつは見ていたよ」

「じゃあっ――――」

「『どうしてもっと早く助けてくれなかったの』と、言うつもりかい？」

「…………」

　僕はその言葉を、無理やりに喉のどの奥へ呑みこんでいく。

　欲する物を他力本願で強ね請だるのは、最も狡ずるくて醜い事だ。爺さんも言っていたし、僕も心からそう思う。

　そんな気持ちが少しでも浮かんでしまった事が、堪らなく恥はずかしく、情けない。

「……最悪ですね、僕。すごく、格好悪い……」

「……誠二くんじゃないみたいだよ。まるで、普通の男の子のようだ」

「これでも普通の男の子ですよ、僕は」

　自分の声なのに、自分の声に聞こえない。けれど、僕の台詞は止まらない。

「悪魔を呼び出して良い気になって、あいつの力を使いこなす事も出来ず……守る事も出来ず、こんな風にしてしまった……なんの力もない、普通のガキですよ」

「悲しくなるような事を言うなよ」

「僕が情けなくて、何でルキさんが悲しくなるんですか？　ルキさんだって言ってたじゃないですか、何の魅力も感じないって。僕は口だけなんです。世界征服だ強欲だって言って、願って望んで強請るだけで、結局何にも――――」

「それ以上言ったら……君のお爺さんが、悲しむよ」

　その声で、僕は言葉の続きを消した。

　ルキさんの声は、けっして高圧的でも、命令的でもないけれど……なんだか、必死で懇願しているかのように聞こえたからだ。

「誠二くん。お爺さんはね……君に、自分を越えて欲しいのさ」

　ルキさんは、僕の方へ掌てのひらが見えるように腕を差しだした。

　すると、手の上に黒いオーラが輝き、青のグリモワールが出現する。僕やマモンを運んだのと、同様の転移魔法なのだろう。

「君のお爺さんも、相当に野望の多い人だった。悪あく魔まである私の力を使い、政治、経済、文化、国交……公になった事象は少ないけれど、どれだけ歴史を動かしたか解らない」

「……それだけ色々な事に首を突っ込んでおいて、爺さんは動物園の園長なんかやってたんですか？」

「ああ。だって……あの動物園は君が好きな場所だったからね」

「…………っ！」

　喉が詰まる。

　声にならない何かが、胸の奥の方で心臓を叩く。

「君のお爺さんはいつだって、大きな望みを追い求めた。けれど、小さな望みだって無視しなかったさ」

「……知ってます。爺さんが言ってましたから」

「けれど、彼は老いた。その上、使役関係とはいえ無む茶ちやな力を悪魔に使わせれば、使役者の魂が吸い取られる。元々、大往生は出来ないだろうと解っていたよ」

　契けい約やくだけではなく、使役だけでも魂を消費するのは初耳だった。

　僕がマモンにやらせたような物ではなく、もっと大規模な術を使わせたりすれば、やはり命に関わるのだろうか。

「そんな彼がある時、とうとう自分の死期を覚悟した……魂の寿じゆ命みようや病ではない。もっと直接的な形で、彼に終わりが立ちはだかったのさ」

「……悪魔契約の負担が死因じゃなかったんですか」

「それを否定はしないが……具体的に言えば、お爺さんと私も天使に襲おそわれたのさ」

　再び、僕は言葉もなく驚おどろいた。

　今の僕とマモンのように、爺さんとルキさんも天使と戦ったとは……考えてみれば、爺さんは僕より大規模に悪魔を使っていたのだろうから、天使に見つからない方がおかしな話だ。

「それまでは私も彼も、天使くらい退けるだけの力があったのだけどね。最後に私達たちに立ちはだかった天使は恐ろしく強かった。同時に、彼にも体力の限界が訪れていたよ」

「……じゃあ、爺さんは天使に殺されたんですか？」

「それも違うな。君のお爺さんは最後に、自分の魂を賭して、ある願いを叶えたのさ」

「爺さんの、願い…………？」

「そう……私を人間にするという願いさ。出来上がったのは、中途半端な物だったがね」

　ルキさんは、目の焦点を遠くへと合わせる。まるで、今、この場所ではない何処どこかを見つめるように、憂いを帯びた表情を浮かべる。

「私との使役関係を解消し、改めてその場で契約を行い……あの日、私は『人間のような存在』となり、天使の目から逃れた。そして、お爺さんの代わりに君を見守り……いつか必要となった時は、グリモワールを渡すようにと頼たのまれたんだ」

「で、でも、ルキさんは今、悪魔の姿になってるじゃないですか」

「ああ、ここまで魔ま力りよくを取り戻すには長い時間がかかったよ。今でもまだ、全盛期程の力は出せやしないし……この姿で居られるのは、一日と持たないけどね」

　ルキさんは自嘲するように笑うと、小さな翼つばさを撫でて見せる。

「この翼は、魔力タンクみたいな物でね。大きさに応じて魔力の強さは比例する。今はこんなものしか生やせない」

　その言葉を聞いて、愕然とした。

　マモンの翼は、小さすぎる翼は、ただ「飛べない」というだけの物ではなかった。

　悪魔にとっては、それほどの意味を持つものだったのだ。

　マモンの気持ち。天使と言う仇かたき。そして、僕へと込められた、爺さんからの想い。

　今まで漠然として見えなかった何かが、形を持って、僕の背に重く圧し掛かってくる気がする。

「誠二くん。私は君のお爺さんに、一言文句を言いたいんだよ」

「……悪魔としての力を、奪うばわれたからですか？　でも、それは助けるために……」

「いいや、私はまだ戦えると思っていた。最後の最後まで、もっと遠くへとつながる道を探せると思っていた……けれど、君のお爺さんはそれをせずに、自分の命を『諦める』事を選んだのだから」

　ルキさんの口ぶりは、いつの間にか不ふ機き嫌げんそうになっている。

　僕はその理り不ふ尽じんな変化に、戸と惑まどいを隠せずに居た。

「誠二くん、今の君もそうだ。天使と相対した瞬しゆん間かんに、君は前進する選せん択たく肢しを投げ捨てていた。『後ろへ駆ける者に、迫せまる嵐は振りきれない』とは君のお爺さんの言葉だ」

「そ、そんなこと言われたって……天使は、悪魔に対して天敵みたいなものだって……」

「だからどうした。それがどうした。君はそんな体感した事もない常識に縛られて、安全策を探し続けるような殊しゆ勝しような人間だったのか？　君の器がその程度の大きさだったとしたら、マモンを死なせてしまうのも無理はない」

「…………それは……」

「胸を張れ、光みつ橋はし誠二。君のお爺さんほどではないが、これでも長年、君を間近で見つめて来たつもりだ」

　ルキさんの言葉に、僕は思い出す。

　芹香や室井という幼おさな馴な染じみ。父さん、母さん、茉まつ莉りという家族。その人たちに負けないくらいに、ルキさんはずっと傍にいた。

　悩みがあれば聞いてくれた。欲望に任せた妄言も聞いてくれた。かつての爺さんと同じくらいに、この人は僕を見守ってくれた。

　そして――――マモンと巡り合わせてくれた。

「立てば炸さく薬やく、座ればドカン、歩く姿は焼け野原。悪魔ですらも仰ぎよう天てんさせる、規格外の強欲人間。君が絶望に屈するなどと、私は絶対に信じない」

　ルキさんは僕の肩かたに手を置くと、真っすぐに目を合わせて来る。

　その手はとても力強く、そして、温かい。

「強い天使に狙われた。友人も心を塗り潰され、パートナーの悪魔は救えなかった……それがどうした、此こ処こからだ！　君はまだ生きている！　その胸に心を灯ともしている！　……私が君の傍に居続けたのは、きっと、お爺さんの代わりに君の背中を押おしてあげるためなんだ」

　ルキさんの声は劈つんざくように耳を突く。僕を奮い立たせるように、頼もしい笑顔を浮うかべてくれる。

　その笑顔が、なぜか、僕にはとても懐かしい物に感じられた。

「限界を超こえる所を見せてくれ。君はまだ『諦めない』を選べる位置に居るのだから……あの時の『諦めなかったその先』を……私に、見せてはくれないか？」

「…………ッ！」

　僕の中に渦巻いていた、熱く煮えたぎる感情が、その言葉と共に弾はじける。

　気づいた時には席を立ち、ルキさんの召喚したグリモワールを握にぎっていた。

「……有難うございます、ルキさん」

「吹っ切れたようだね、その分だと」

「少なくとも、何かが切れました」

　ルキさんに頭を下げて、出口へと向かう。

　思えば、全すべてのきっかけをくれた人。そして、今なお僕を奮わせてくれる人。

　爺さんのパートナーだったというなら、納得だ。

　だから、あの世の爺さんが今の僕ぼくを見ているかは解らないけれど、せめてこの人には見せよう。爺さんの代わりに、僕を見守り続けてきたこの人に、僕が諦めない姿を見せよう。

　爺さんを越えて、道理を超えて、無理を押し通す僕の姿を。

「爺さんと一いつ緒しよに見ていてください、ルキさん」

　悪魔にすらも呆あきれられた、僕の欲望。天使如ごときに遮られてたまるものか。

　奴やつらが世界の調和のために悪魔を殺し、欲を否定すると言うのなら。

　いずれ世界を手にする僕が、そんな道理を曲げてやる。

「世界の理屈を、捻じ伏せて来ます」




　　　　　◇




　僕はルキさんからヘアゴムを借りると前髪を上げ、後ろで括くくるようにして縛った。

　ルキさん曰いわく、林檎書店を出ればすぐにウリエルに見つかってもおかしくないという。

　だから、僕はいっそ自分からウリエルを目指して進んでいった。

　僕の家から転移させられたあの場所は教会のように見えたが、この町に教会と呼べる建物は一つしかない。

　学校の付近にある、管理者のいないはずの廃教会。扉とびらが常に固く閉ざされているものの、建物に朽ちた様子が見られない不思議な場所。そここそが、ウリエルの待つラストダンジョンであるという僕の推測は、彼女本人に迎えられたことで肯定された。

「突然逃げたと思ったら、自分の方から戻って来るとは……何か、策でも考え付きましたか？」

「……」

　僕は先生の問いに対して、その場に跪ひざまずき、両手を組むことで応える。

「………………違ちがいます、先生。むしろ、僕は諦めたんです」

「な、なんですって？」

「少し考えて、先生の言ったことが正しいと解りました。けれど、僕の中にはまだ欲望の火がくすぶり続けているんです……頭では理解しても、一度悪魔に触れた身では、心の底から真っ当になれないんです」

「……そ、そうですか。悔い改めたのなら、私も吝やぶさかではないですが」

　僕がどんな表情をしているのか、自分でも解らなくなっている。だから、ウリエルに顔を見せないようにして頼んだ。

「だから先生……僕の中にある欲望を、徹てつ底てい的てきになくして下さい。きっと、僕が欲深いから、悪魔の死に動どう揺ようするんです。もう悲しくならないように、残らず欲望を吸い上げて、浄じよう化かしてください」

　それを聞くと、ウリエルは一いつ瞬しゆんだけ戸惑ったように動きを止めた。

　顔を上げずに視線だけを向けると、ウリエルはきょとんとした表情を次し第だいに微笑ほほえみに変え、これでもかと慈愛に溢あふれた笑顔を作り出す。

「光橋くん、やっと改心してくれたのですね……！　解りました。あなたの中の悪あしき心を、全て浄化して差し上げましょう」

　ウリエルが僕の背後に回り、その翼を大きく広げる。掌が背に触れるのを感じ、僕は目を閉じて、深く心の底へと意識を沈めていく。

　そうして、ウリエルは僕から欲望を吸い上げはじめた。

　僕の中から得体のしれない物が抜ぬけていき、それがウリエルへと流れ込んでいく。そのたびにウリエルの翼が光の飛沫しぶきらしきものを散らしていく。あれが浄化された後の、僕の欲望なのだろうか。

　ウリエルは絶え間なく、その浄化の力を行使した。

　その様は、本当に心から僕を救済しようとしているように見え、実際に彼女はそのように奮闘していたのだろう。




――――が。




「……え、あ、あれっ……？」

　ウリエルが戸惑いの声を上げた。

　合わせて、その表情がだんだんと苦しそうになっていく。やがて、その手を僕から離はなそうとするのを――見逃すはずがなかった。

　僕は腕うでを回してウリエルの手を掴つかみ、自分から離れられないようにする。

「な、何をっ……」

「どうしたんですか、先生。完全に浄化してくれるんじゃなかったんですか？」

「ちょ、ちょっと待ってください、こんなっ、こんなっ……」

　先生の腕の周りに、淀んだ黒い靄もやがまとわりつきはじめる。おまけに、翼から放たれていた光がくすみ始め、ドス黒い瘴しよう気きへと変へん貌ぼうしていく。

「や、やっ……なにこれ、入りきらないっ……大きすぎるっ……！」

　ウリエルの足に力が入らなくなり、へなへなと座り込んでいく。僕は先生と自分の間にまだ、欲望の流れが繋つながっているのを確かめて、その手をしっかりと抱え込んだ。

「やっ……も、もう要いらないっ、吸えないですっ……何で勝手に流れ込んでくるんですかっ……！」

「職務放棄はいけないでしょう先生……ほら、僕に溜たまって溜まってどうしようもない物をガンガン吸い上げてくださいよ、ほらほらほらぁ！」

「い、いや、駄だ目めぇっ……入ってこないでぇえええええええっ……！」

　何やら不穏な会話になってきた気がするが、明らかにウリエルの様子はおかしかった。

　空気清浄器や濾ろ過か装そう置ちだって、許容量以上の汚れを吸い込めば壊れる。

　他の連中はともかく、僕の欲望は悪あく魔まがサジを投げた代物だ。

　悪魔のマモンにすら、「謙けん虚きよになれ」などと言われた物だ。

　ならば、天使ですら扱い切れない可能性は、十分に考えられた。

「……散々上から目線でしゃべってくれたけどなあ、天使ごときがあんまり人間を舐なめるなよ……！」

「だっ、騙したんですね……？」

「あれだけ人のパートナーを散々貶おとしめておいて、敵意がないとでも思ったのかよ！　平和な天国生活でボケてんじゃねえか？　少しは社会を知るんだな！」

　ばちっ、と火花が散って、ウリエルの羽が黒い煙けむりを上げていく。すると、真っ白だったその羽が、次第に黒ずんで羽毛を散らしていく。

　僕は確信した。危ない橋ではあったが、この突発的な閃ひらめきはおそらく間ま違ちがってはいない。

　ウリエルへと満ち始めたドス黒い靄もやが、よりそのペースを速めて体を蝕むしばんでいく。この機を逃す手はないと、僕はさらなる勝負に出る。

「それにさあ、先生。あんた、僕から没ぼつ収しゆうした漫まん画が、逐ちく一いち読んでただろ」

「……は？　……はぁっ!?　な、何を根拠にっ……!?」

「散々人に罪がどうの欲望がどうのって言う割に、あんな男同士の恋れん愛あいを描えがいた漫画を喜んで読んでるんじゃあ、先生だって人の事言えないんじゃあないか？」

「なっ、し、失礼な事を言わないでください！　そんな事するわけないでしょう！　私は天使で、教師で、聖職者ですよ!?　そんな漫画、読むわけありませんっ！」

「特に六巻は良かったですよねえ。秀ひで吉よしの台頭に弱気になった柴しば田た勝かつ家いえを慰なぐさめる丹に羽わ長なが秀ひで。『夜露に濡れる清須会議』でしたっけ？　月夜をバックにしたシーンの妖しさは、男の僕ですら見入るほどでしたよ」

「しっ、し、知らないっ！　そんなの知らないもんっ！　私、そんな冒ぼう涜とく的てきな本なんか読みたくないもんっ！　何なんですか気持ち悪いっ！」

「その割には先生、視線がさっきから泳いでませんか？　口ではアガペーだかポコピーだか言っておいて、実はＢＬ大好きなんじゃあないですか!?」

「そ、そんな事、ありませんっ！　それ以上私を侮辱すると、この場であなたを神の炎ほのおで焼いてでもっ……！」

「でもやっぱ一番良いのは『明あけ智ち×織お田だ』ですよね」

「はぁ!?　『織田×明智』に決まってるでしょうッ!!」

　しぃん、と教会の中が静まり返る。

　決定的な一言を口走ったウリエルは、自分で自分の言葉が信じられない、とでも言うように、空気を吸えない金魚の如く、口をぱくぱくとさせて、固まってしまう。

「決定的だな、先生」

「……いや、違っ……」

　もはや、彼女に弁解の余地はない。

　そうして、それが始まった。

「えっ……う、嘘うそっ……」

　茫ぼう然ぜんとしたウリエルの声と共に、その体が、ドス黒い瘴気に包まれていく。純白の羽から羽毛が抜け落ち、その下から、コウモリのような漆黒の翼が現れる。

　それは確実に、天使のものではない。何よりも如実に、ウリエルの変化を表している。

　と同時に、ウリエルが首から提さげていたロザリオが激しく反発し、唐とう突とつにウリエルが苦しみ始める。

　それはまさしく、マモンが天使の光に焼かれた時と同じだった。

「きゃっ、あっ、あああああああああああああああああああああああああああっ！」

　悲鳴を上げながら体を強こわ張ばらせ、苦しそうに喘あえぐウリエル。

　やがて、耐え切れないように息を荒らげながらロザリオの紐ひもを握り、力任せに引きちぎった。力なく崩れ落ち、跪くウリエルを見下ろす。

「おいおい、良いのかよ。天使様が十じゆう字じ架かを無下にして」

「……わ、私をっ……堕天させるなんって……ぅっ……あ、あなたっ……やってくれましたねっ……あの規格外の欲望といい、本当に人間なんですかっ……？」

「はっ！　こちとら最低でも世界征服が目標なんだ！　天使一人ごときに受け止められるやわな欲望だと思ってんじゃねーよ！」

　中指を立てて啖たん呵かを切ると、ウリエルはわなわなと震えて、唇くちびるを噛み締めた。

　悪魔と同一のものとなった真っ黒な羽をはばたかせ、威圧感を込めた瞳でこちらを睨にらみつけてくる。

「……はぁっ、はぁ……許しませんよ、こんな屈辱っ……あなただけは、絶対に……」

　その手はもう、神々しい光を宿さない。代わりに、敵意と怒いかりを形にしたような、禍まが々まがしく赤い炎を出現させる。

「……あなただけは、この手で消し炭にしてやるっ！」

「悪魔らしい事を言うようになったじゃねえか」

「何な故ぜそんなに余よ裕ゆうで居られるんです……？　堕天したとはいえ、人間如きを始末できない私ではありませんよ？」

「なあに、爺さんも言ってたさ。『目には目を、歯には歯を』って。天使が相手じゃ分が悪いかも知れないが……悪魔と悪魔ならどうだ？」

　そして、僕は懐から切り札を取り出す。

　ルキさんから託された、そして爺さんが残してくれた、青のグリモワールを。

「それは……！　し、しかし、あなたの使し役えきしている悪魔は、すでに命を持たない筈はずっ……」

「そいつはどうかな」

　ルキさんから聞いた。

　グリモワールは悪魔を呼び出すアイテム。それは契約のためにも使われるが、使役関係となったパートナーを呼び出すためにも使用できると。

　僕は魔ま法ほう陣じんのページを開き、カギではなく、ソロモンの指輪を押し当てる。

「――来い、マモン」

　そのページから魔法陣が展開し、マモンの身体からだが目の前に現れた。空中に現れた魔法陣の上に、仰あお向むけになる形で宙に浮いている。

　未いまだその目は閉じたまま、四し肢しはだらりと下がり、羽は穴だらけでボロボロだ。それを見たウリエルは嘲るように、半分は安あん堵どするように嗤わらう。

「は、はははっ……やっぱりただの死体じゃあないですか。そんな物を呼び出してどうする気なんですか？　悪魔が燃えるゴミなら、死んだ悪魔など燃えたゴミですよ！」

　ウリエルの言葉は、現在の自分を貶めるものでもあると気付いていないのだろうか。

　僕はその言葉を気にもせず、グリモワールへと、ソロモンの指輪を押し当てる。

　悪魔との主従を表す枷かせでもあり、僕とマモンを繋ぐ鎖でもあるこの指輪へと、僕は強く願いを――いや、飽くなき欲望を込めて、命令を下す。

　これはただの言葉ではない。

　悪魔へと下す、強制力を持った命令なのだ。




「『光橋誠二が名において命ずる』…………――――『蘇よみがえれ』ッ！」




　瞬間、僕とマモンの身体から深青の輝きが弾ける。僕の身体から莫ばく大だいな何かが抜け出して、それがマモンへと流れ込んでいく。

　同時に、ボロボロだったマモンの翼が、艶やかな程の、一切傷のない姿へと復元していく。

　躯むくろでしかなかった身体には血が巡り、その身体がゆっくりと起き上がる。閉じられていた瞼まぶたが大きく見開き、その瞳は業火の如く蒼あおへと染まる。

　実感する。この身体はもう躯ではない。

　魂たましいが。マモンが、還って来た。

　間違いなく、これ以上なく、マモンの身体は「満たされて」いた。

「…………誠二。お前……」

　目を見開いてから数秒して、マモンが神しん妙みような表情で僕を見る。僕はマモンへと歩み寄ると、その身体をぎゅっと抱きしめた。

「んなっ！　ちょ、いきなり何しとるんじゃお前！　……あの、ちょっ、せ、誠二っ……」

「……ははっ、いや、ちょっとな……思った以上にキツかったもんでさ……」

「……無茶、しおって……！」

　マモンとは対照的に、僕の身体は一瞬で「何か」が抜き取られて行った。手足の先が冷たく、身体に力が入らない。抱きしめたと言うよりも、身体を支えられなくてもたれかかったのであり、その事をマモンも察しているようだった。

　けれど、密着したマモンの身体は温かい。

　彼女が生きている。それだけで、この苦しみなど気にするほどのものでもない。

「……あり得ない」

　力ない声に振り向くと、ウリエルは驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

「そんな……確かに、彼女は死んでいた筈……いくら使役の力と言えど、『蘇れ』等と言う命令で、本当に蘇るなんてっ……」

「……ははっ、ざまあ見ろって話だよ」

　顔の筋肉を動かすのも苦しいが、それでも、ウリエルが悔しがるなら笑ってやる。

　同時に僕は、ルキさんに心の中で深く感謝した。




　　　　　◇




――ルキさんの家を出て来る直前。爺じいさんが使った「魂を削る願い」について問い詰めた。すると、ルキさんは簡単に答えてくれた。

「『ゼバオトの呪じゆ文もん』と言うのだがね、グリモワールを所持した状態で、特定の口上に基づいて命令を下す事で発動する」

「グリモワールが必要なんですか？」

「ああ、魔法陣から、使役しているのとは別の悪魔にチャンネルを繋つなぎ、『契約』を発動して、その力を指輪から『使役』に重ねるんだ。その際、支し払はらった魂はそのチャンネルを繋いだ悪魔へと流れ込む……正真正銘、悪魔使いの最後の切り札だよ」

「……」

「この青のグリモワールには先ほど、私へのチャンネルを繋いであげたよ。使おうと思えばいつでも私が『契約』の力を振るってあげよう」

「…………ルキさん、最初から使わせるつもりだったんじゃ」

「私ももっと力を回復し、悪魔に戻りたいのだよ。君がゼバオトを使って無理な願望を実行しようとするほど、大量の魂が得られるだろうね」

「……ルキさんって、悪魔ですね」

「そうだよ？　でも、お互たがいが納得すれば対等な契約だろ？」

「ええ、五円玉と割りばしの交こう換かんみたいなもんですよ」

「ふふっ……話が解る子は好きだよ」

「やられる立場になると最悪だって、良く解りました」




　　　　　◇




　最初からルキさんの掌の上で踊らされた気がするが、それを恨みがましく言うつもりはない。

　今は、ウリエルの狼ろう狽ばいにほくそ笑んでいるだけで良い。

「馬ば鹿かなっ……一度失った命まで蘇らせるなんて事、神の所業にも等しいっ……！」

　たじろぎ、後ずさるウリエル。

　すべての事には理由があり、理屈が通る。マモンの復活に対して支払った物も確かに存在する。その結果が、今の僕の身体だ。切り札を切るには、代償があった。

　だが、ウリエルがそれに対して恐おそれ戦おののくのならば、ハッタリをかましておいてやる。

「……神だの天使だの悪魔だの、発想が貧困だってんだよ。マモン一人生き返らせるくらい、僕にとっちゃあ訳ないぜ」

「なっ……何者なんですか、あなたはっ……！」

　ウリエルの問いかけに、僕は目いっぱいの力を振り絞り、笑って見せる。

「そりゃあもちろん――、人間様だよ」

「っ…………に、人間如きに出来る芸当では……」

「おいおい舐めんなよ。地球上に現れて七百万年、いまや世界に六十億。電気に石油に原子力、自然を操り宇宙にまで届く、この星の歴史上最強の、もっとも欲深い生き物だぜ。死者の蘇そ生せい程度なら、科学者先生がちょいと倫理を無視すれば、十年とかからず出来る芸当だろうさ」

「あり得ない！　あなたは命を冒涜しているっ……！」

「その命をゴミみたいに散らした奴に言われたくねえな！」

「減らず口を！」

　ウリエルがその手から火球を放つ。

　間髪入れず、マモンが僕の前へと立ちはだかり、その火球へ向けて念動力を発揮する。ウリエルの炎はもはや、聖なる光を失っている。マモンの力が作用し、その炎を弾はじき飛とばせないまでも、逸そらし、かわす。

「……先ほどはやってくれたの。事情は分からぬが、今は貴様も同じ悪魔のようじゃ。一方的に浄化するだけの戦いにはならぬと、覚かく悟ごを決めるのじゃな」

　低い声で啖呵を切って、マモンは僕を振り返る。

　マモンもまた、悪魔。死を経験した当事者であるマモンが、復活した自分の身体について、何が起こったのか察するのは当然だろう。僕がゼバオトを使った事を、マモンもまた解っている。その事が、彼女の視線から読み取れる。

　それがどんな思いを、マモンに抱かせているのかは、はっきりとは解らない。

　けれど、マモンの声は、ただ強く。力強く、響ひびく。

　だからこそ僕もまた、ただ、力強く応える。

「――――その魂を代価にして、お前は何を願う？」

「――――あの堕だ天てん使しに、目に物見せてやれッ！」

　同時。

　ウリエルが新たな炎を放ち、再びマモンの念動力がそれにぶつかる。破裂音を合図にして、ウリエルが走り出す。

　迫りくるウリエルを迎え撃つ前に、一言、マモンへ告げる。

「マモン。一人じゃ分が悪いかもしれない。だが……〝カラスの目〟だ。僕を使え。解るな？」

「……面おも白しろい事を考えるのう」

　弾けた火の粉の中から現れたウリエルへ、会話を終えたマモンは正面から蹴りかかる。高いヒールを履いた足先が躍り、ウリエルを突き飛ばそうとする。

「単純な攻こう撃げきしか能のない悪魔など！」

　嘲るように笑いながら、ウリエルはそれをひらりとかわす。そのまま両手を組むように合わせると、ウリエルの掌の中に、赤い光が灯るのが見えた。

「う、ぬっ――！」

　途端、マモンの目の前で閃せん光こうが迸ほとばしった。浄化の光とは違う、炎の力を応用したフラッシュ。至近距離での一瞬の目くらまし。最も早はや天使にあるまじき、狡い技だ。

　その一瞬でウリエルはマモンの後ろへ回り込むと、右腕に灯した炎を、剣のような形に形成した。……いや、その凝縮された熱量は、もう炎のそれじゃあない。僕の足りない頭で喩たとえるなら、鉄をも溶断するレーザーのような、凶器。

「磔はりつけになりなさいっ！」

　その炎の剣が、針のように細くなって、マモンを貫こうと振るわれる。一方、マモンは目くらましから視界が回復していない。ウリエルにとってみれば、チェックメイトをかけたに等しい盤面。

　だと、しても。

「舐めるでないぞ、天使！」

　同時に、マモンは瞬時に振り返り、空中で、ウリエルの剣が受け止められる。

「なっ――!?」

　背中に目のついたような的確な動きに、ウリエルが驚愕する。左手で作られた念動力の壁かべが剣を受け止め、間髪いれずに、マモンが右手を握り締める。

「おぉりゃああっ！」

「うっ、きゃああっ！」

　防御に使った左腕のそれに対して、「加速」のために念動力を纏まとった右腕が、ウリエルを弾き飛ばす。ウリエルは翼を広げ、姿勢を制御すると、殴り飛ばされた腹部を押さえながら着地した。

「……な、何故っ……目が利かないのに……」

「ふん。今のわしが使える目は、二つではなくっての！」

　視界の回復から間をおかず、マモンはさらにウリエルに追いすがる。強力な念動力の奔ほん流りゆうが、空気を震ふるわせ、歪ゆがんだ波動となって振るわれる。備えられた椅い子すを粉砕し、床ゆかを剥がしながら追撃するマモンを、ウリエルが後ずさるような形で、なんとかかわしていく。

　当然、ウリエルも反はん撃げきを挟む。しかし、その殆ほとんどをマモンは、的確に、最小限の動きで回避する。頭を下げ、地を蹴り、放たれる炎の弾幕を容易に掻かい潜くぐる。

　そう。マモンの目は今や、二つではない。

　カラスに使った「念話」の力が僕に繋がれているのだ。僕の視界はマモンに繋がり、声に出さずとも思考が重なる。二人分の思考回路で、処理能力をブーストする。

　ウリエルの、この期に及んでの誤算があるとするならば、それは。

「覚えておけ、天使さんよ」

「わしらは一人で戦っている訳ではない！」

「人と悪魔が契約して、並び立って初めて！」

「欲望をその手にするための、力になる！」

　マモンの拳こぶしが、再びウリエルをかすめる。冷ひや汗あせが頬ほおに滲にじんでいる。見下していた悪魔に、予想外に追い詰められる状じよう況きようが、ウリエルの思考を焼き切ろうとしている。

「このっ、よくも……よくもよくもよくも！　人間と、悪魔ごときが！　私にこんな、恥はじを、屈辱を、焦燥を！　許さない、絶対、絶対絶対ぜったいぜったい、あなたたちだけは許さないっ！」

　怒りに任せたウリエルの剣が、マモンを捉えた。手ごたえを感じたのか、表情が明るくなる。しかし……冷静でないウリエルは、マモンが小さく呪文を唱えたことすら聞き取れていないようだった。

「どこを、見ておる！」

　ウリエルの目の前にいたマモンが、土くれとなって崩れ落ちる。

　驚愕するウリエル。マモンの「複製の魔ま術じゆつ」によって作られたニセのマモンを囮おとりに、マモンは一歩引いて、両手を構えていた。

「なっ――――」

「ふっとべぃ！」

　両手から放たれた渾こん身しんの念動力が、ウリエルの身体を大きく吹き飛ばす。今のマモンが使えるであろう力のありったけを籠こめたであろう、僕も初めて目にする強きよう烈れつな力。

　空気を歪め、黒い力の塊となったそれが、ウリエルにぶつかる。

　これ以上ないほどの一撃。

　完かん璧ぺきなシナリオ……そう思えた。

　――だが。

「……っ」

　マモンが苦々しい表情を浮かべる。同時に、その思考が繋がった僕にも流れてくる。

　吹き飛ばされたウリエルは、大きく翼を広げて……地面に叩たたきつけられる事なく、そのまま空中へと浮かび上がった。

　効いていない。

　マモンの全力が……それでもなお、ウリエルに致命傷を与あたえられていないのだ。

「……少し、ヒヤッとしましたよ。なるほど、人間との契けい約やくで得た力と言うのは、この姑こ息そくな悪知恵の事ですか。ですが……」

　ウリエルに冷静さが戻っている。

　最悪だ。前提からして間違っていた。

　ウリエルの動揺を突き、奇策と立ち回りでリードし、確実な一撃を決めるシナリオ……しかし、目に入るのは、悠ゆう々ゆうと〝大きな翼〟を広げて空へ浮かぶウリエル。

　僕は、マモンの背中を見つめた。小さな翼は、背中に、服越しに浮かび上がることすらない。

　単純に、足りないのだ。

　ウリエルを倒すだけの魔力が、根本的に。

「どれほど知恵を絞ろうが……弱小悪魔は弱小悪魔。今の一撃で確信しましたよ。もう、あなたたちを恐れる必要はないと」

　そのまま、ウリエルは教会の高い天井を目いっぱいに使って上昇していく。物理的にも、立場的にも、僕とマモンをこれでもかと見下ろす。

　そして、その両手に火球を形成した。

　それはどんどん巨大な物になり、それぞれがウリエルの身体を呑のみこむほどの規模へと膨ふくらんで行く。

　つまる所、冷静になった奴は、こう考えたのだ。至近距離で、小手先のテクニックや立ち回りで争う必要はない。

　ただ単純に――――その力をもって、僕たちを焼き尽くせば良いと。

　マモンは空中へ向けて念動力を行使する。しかし、ウリエルの火球が、渦巻く炎の勢いでその力を呑みこみ、さらに荒ぶる炎へと変わって行くだけ。

「……届かんのか。わしでは」

　震えた声が聞こえる。マモンの声が。

　小さな翼つばさ。飛べない羽。マモンの思考が流れ込む。

　自分だから駄目なのか。羽が小さいから駄目なのか。

　こんなにも自分は……駄目な悪魔だったのか。

　心の中で繰り返される、自問自答。焦あせっても、喚わめいても、反はん響きようする胸の奥おくで、自分を責める言葉の答えが返ってくるわけではない。

　ただしそれは……普通なら、という話。

「そんな事はないよ、マモン」

「……誠二？」

　念話で繋がったマモンの思考は、僕が受け止めてあげられる。

　自問自答じゃない。答えられる、僕が居る。

　悔しいよな。辛つらいよな。

　見下されてばかりじゃ、終われないよな。

　僕は片手を伸のばし、マモンの首輪に、ソロモンの指輪を触ふれさせた。

「マモン。お前と出会った事、僕は本当に良かったと思ってる」

「……な、なんじゃお前。諦あきらめたような口ぶりで」

　勿もち論ろん、諦めるつもりなどない。

　こちらにはマモンが居る。ソロモンの指輪が、グリモワールがある。

　マモンと出会った事で得た全てが、僕の力であると同時に、マモンの力。

　そして僕は今、確信している。

　何かを叶かなえたいと願う時。そのもっとも近く大きな道は、やはり真っ向勝負なのだ。

　願いの強さが、大きな道を切り開く。

「お前、言ったよな。魂を差し出してまで、悪魔のために願ってくれるようなお人ひと好よしは居ないだろうって」

「誠二――」

「居たよ。ここに一人」

　ソロモンの指輪が、輝かがやく。




「『光橋誠二が名において命ずる』」




　願う事は、一つだけ。




「――――『飛べ、マモン』!!」




　指輪に灯っていた光が、激しく勢いを増す。

　その力が、マモンの首輪から背中に流れ、炸裂する。

　眩まばゆいばかりの力となって……大きく黒い翼が、マモンの背中に広がった。

「……初めてだよ、誰だれかのために欲望を抱くのは」

　その背丈よりも大きな、十二枚の翼を広げて……マモン自身が、一番驚おどろいたような顔をしていた。

　体中に溢れ出す力。みなぎる魔ま力りよくの奔流が、僕にも感じられる。

　ゼバオトの呪文を介してマモンに願った、ありったけが、そこに込められているから。

「誠二……お前、お前っ……」

「良いから、とっとと行け。今のマモンなら、飛べるんだろ。あのいけ好かない堕天使より、もっと、もっと高く」

「……ああっ！」

　喜びとも興奮ともつかない表情を、真剣なものに変え、マモンは大きな翼をはばたかせた。

　教会の中に、疾風が吹き荒れる。

　ロケットのように、マモンが勢いづいて飛ひ翔しようする。

「こ、このっ、悪魔っ……来るな！　私の高さまで、上がって来るなぁっ！」

　ウリエルの、特大の火球が放たれる。視界を覆い尽くすような、太陽のような炎。

　しかし、今のマモンなら。
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　翼と、そこに秘められた魔力を手にしたマモンなら。

「はぁ、ああっ！」

　全身に念動力の鎧よろいを纏い、きりもみするように回転して、その炎を吹き散らす。ドリルの如く勢いづいて突貫し、ウリエルの攻撃を貫いて、さらに高く。

　高く。

　もっと高く！

「……いいぞ、マモン。飛べ。もっとだ、もっと……！」

　上昇していくマモンを見つめて、僕は呟つぶやく。

　翼をはばたかせ、自由に、軽やかに、空へ舞いあがるマモンの姿を見つめる。

　対照的に、ウリエルは絶ぜつ叫きようする。迫りくるマモンに、怯おびえている。

「く、来るなっ……来るなぁ！」

「そんなに高みの見物がお望みならっ……」

「来るなぁあああああっ！」

「もっと高い所へ、案内してやるわいッ！」

　勢いのまま、マモンがウリエルを蹴り飛ばした。

　教会の天井へと、ウリエルを磔にする。

　この屋内の中の、最も高い場所に叩きつけられたウリエルは――。

「かっ……は……」

　もう、その翼をはばたかせることなく。

　白目を剥むいて、ひらひらと天井から落ちて……どさり、と鈍い音を立てた。

「……死んでないよな？　これ」

「ま、軽く戦闘不能じゃろうがな。天使じゃもの、そうヤワではない」

　続いてマモンが下りてくる。翼が空気を捉え、ふわり、と優ゆう雅がに着地する。

「……誠二よ、トドメは刺さなくてええのか？　こやつ、気を失っているだけじゃぞ」

「ああ、別に殺したところで何にも得る物ないし」

　っていうか、流石さすがに息の根を止める事はできない。

　ウリエルは確かに敵で、マモンを襲おそった奴やつだけど……僕ぼくにはそんなふうに敵対した時間よりも「エル先生」として触れ合った時間の方が、よっぽど長かった。

　だがこのままウリエルを逃にがしても、不意打ちで報復を食らう危険は否定できない。

　なので僕は、マモンにとある指示を下した。勿もち論ろん、指輪を使わない程度のものだ。

「……なんちゅーか、誠二らしいと言えば誠二らしいのう」

「だろ？」

「でも最低じゃのう」

「……だろうね」

　呆あきれた様子のマモンに支えられながら、僕はエル先生の姿を見下ろしていた。

　自分の身体が空っぽになって行く感覚に、原始的な欲求だけで耐えながら。




　　　　　◇




「………………――――はっ！　わ、私はいったい……」

「お目覚めですかぁ、エル先生」

　目を覚ましたエル先生は、僕の声に反応して飛び起きようとした。

　が、その手足が上う手まく動かせなかったのか、腹筋だけで起き上がろうとしてごろりと転がってしまう。

「え、あれっ？　な、なんですかこれは！」

「ヒェア！　イッッツジャパニーズ亀甲ＳＨＩＢＡＲＩ！　タダシ両腕ト両足モ拘こう束そくシテアリマス！」

「な、何ですかそのわざとらしい片言は！」

「いや、これがわしの主人かと思うと恐おそろしい事じゃのう……」

　マモンに手伝わせ、気絶している先生を荒縄で綺き麗れいに縛りあげておいたのだ。このためだけに林檎書店から荷造り用の縄を借りて来たのだ。大物は勝利後の事もちゃんと想定しておくのだ。

「ぐっ……わ、私に何をするつもりなのです！」

「いえ、好意によるものであっても行こう為いにかかわるものではありませんよ。ただほら、僕らもちょっとやり過ぎたかなと思いまして。先生にがっつり怪け我がをさせたままでも後味が悪いので、ちょっと回復させてあげようかなと」

「……な、ならばなぜ手をわきわきと動かしているのです！」

「知らないんですか先生……悪魔はね、背徳的行為によって回復するそうですよ」

　何を言われているのか理解したのか、瞬時に先生の表情が青ざめていく。

「大だい丈じよう夫ぶです、揉もむだけですから」

「何が大丈夫なのかさっぱりわかりませんよ!?」

「先生、僕は先生が着任した時からずっと考えていたんですよ……シスター服越しに触さわる巨乳の感かん触しよくってどんなもんなのかなって！」

「そんな昔から私の事をそんな目でっ!?」

　手を威い嚇かくするように広げながら、じりじりとエル先生へにじり寄って行く。

　先生は四肢を縛られ翼も広げられぬまま、なんとか身体をよじって後ずさって行き、ついに壁に背中が当たる。

「やっ……や、やめっ……やめてぇえええええ――――――――――ッ！」

　広い教会の中には、先生の声が盛大に響き渡った。

　あ、感触の方ですが、とても良い物でした。




　　　　　◇




　それから、三十分程は経っただろうか。

　マモンと契約した日から、満たされることのなかった原初の欲求。その埋め合わせをするように、僕は揉んで、揉んで、揉みまくった。




「やれやれ……ようやっと満足したようじゃな。放っといたら延々と揉み続けておるかと思ったが、最後は谷間に顔をうずめてホールドとは……どんだけ女性の乳に執着しとんじゃお前は……天使を殺しはしなかったものの、こりゃある意味で死んだ方がマシじゃぞ」
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　マモンの物言いにも頷うなずける。確かに我ながら、執しつ拗ようすぎる責めを行ってしまった。

　しかしそれだけの価値はあった。悪あく魔まに魂を売り渡そうが、叶かなう事のなかった桃源郷。その場所に、僕はとうとう辿りつけたのだから。




「天使の方も完全に失神しとるのう。まあ無理もなかろうな、今まで清廉潔白、品行方正、杓しやく子し定じよう規ぎな天使生活を続けて来たのじゃ。人に乳をあんな感じで揉まれる事などなかったじゃろうからな……まあ、わしも誠二に触られるまでは触られた事などなかったが……」




　一生かかっても、叶うかどうかも解わからなかった最高の体験。

　あの大きさ、あのツヤ、あの張り、どれをとっても一級品だった。しかも相手はシスター服の、それも担任教師。こんな特とく殊しゆなおっぱいを揉める人間が、世界中に果たしてどれだけいるのだろうか。

　もはや、世界を手に入れると言う願いすらも凌りよう駕がしたと言って良い。素す晴ばらしい夢を、刹せつ那なの天国を、僕は見つける事が出来た。

　僕は今、人生で最も、満たされた時を味わっている。




「……って、何を言わすんじゃまったく！　ちゅーか誠二、お前もいい加減顔を上げんか。いつまで乳の谷間に突っ伏しとる気じゃ」




　温かいおっぱいの中に、意識が遠く沈んでいく。

　そうさ、満足だ。

　本当に、本当に……満足だ。




「返事をせんか誠二……おい、このおっぱい魔人！　おい……？　…………誠二……」




　もはや、何も。




　悔くいは、ない。




「………………誠二？」




　そして、全すべてが――――消えていく。







エピローグ　強欲な僕と傲慢な君







「――――はっ！」




　目を開けると、色のくすんだ天井が視界に飛び込んできた。

　と同時に、背中に当たる柔やわらかい感触に気付き、自分がベッドに寝ねかされている事に気付く。身体を起こして周囲を見み渡わたすと、その景色が割と近い記き憶おくと一いつ致ちする。

「や、目を覚ましたようだね」

　声のする方を向けばルキさんが居おり、ここが林りん檎ご書しよ店てんの二階である事が確かめられた。

　ルキさんは既すでに悪魔の姿ではなく、いつも通りの三つ編みに、いつも通りのエプロン姿となっている。

　そして、僕の膝元ではマモンがすやすやと腕うでを枕にして寝ね息いきを立てていた。

　窓の外を見ると、太陽が街の向こうへと顔を隠して行くから、あれからだいぶ時間が経たっているのだと解る。

「……僕、死んだかと思いました」

「いやー、実際、あのままなら死んでたと思うよ。まさかゼバオトの呪文を連発するとは思わなかった。君の魂が大量に、二度も送られてきたからびっくりしたよ」

「……あんまりアイデアが豊富じゃないんで、他に思いつかなかったんですよ」

「ゴリ押おしもいいとこだよ。命が惜おしくはないのかい」

「あの時はとにかくあのウリエルをぶっ倒して、思う存分おっぱい揉んでスカッとしてやろうって気しかなかったんです。でも、尻しりも触りました」

「君って奴は……」

　ルキさんが頭を押さえながら、やれやれと溜ため息いきをつく。

　だが、何から何までこの人の予想通りに動くくらいなら、呆れられる方が幾分か気分が良いってもんだ。

　すると、ルキさんは呆れ顔から一転、何やら訝いぶかしむような顔つきになる。

「なあ誠せい二じくん、君、まさか狙ってやったんじゃないだろうね」

「何がですか？」

「とぼけるんじゃないよ。君が此こ処こでこうして生きているのは、本来ならあり得ない事だ。ゼバオトの連発なんかしたら、大たい抵ていの人間はすぐ死んでしまう。実際、君もあの呪文を唱えている最中、如実に自分の体力が削られて行くのを感じた筈はずだ」

「ああ、あれは想像以上にキツかったですね」

「……しかし、君は殆ど躊躇ためらいもなくそれをやってのけた。それも、玉砕覚悟の特攻精神なんてものではない……死を恐れないと言うよりは、そもそも死ぬ気などない……自分が助かるアテがあるかのような思いきりのよさだったよ」

　ルキさんの指摘に対し、僕は思わず頭を掻いた。やはり、僕を長い事傍そばで見てくれていただけの事はある。なかなか隠し事は難しい。

「ま、ぶっちゃけ生き残る算段はありました」

「……どうしてそれを考え至った？」

「いや、マモンがウリエルの十じゆう字じ架かで体調を崩した時、言ってたんですよ。『背徳的な行いをすれば、悪魔も使役者も力を得られる』とかなんとか。最初は僕が勘違いして訳の分からないまじないをやっちゃったせいで、取りあえずマモンは回復したんですけど……あれって元々のやり方じゃなかったんですよね、きっと」

「……確かに、いわゆる淫行によって悪魔から力を得、逆に悪魔にも力を与えると言うのは古来より伝わる邪じや教きようの儀式だ。今では物好きしかやらないけどね」

「そう、つまり正しいやり方……悪魔とやらしい事をすれば、悪魔だけでなく僕も回復出来るんじゃないかって思ったんですよ。なんで、とりあえず堕天したウリエルの乳をこれでもかと揉んでおけば大丈夫かなって」

　そこまで言うと、ルキさんは改めて深くため息をついた。

「……底なしの馬鹿だな、君は。つまり、君が考えていたプランはそこまでだったんだろ？」

「はい、思いのほか苦しいままだったんでビビりましたけど」

「確かに、ウリエルの乳を……ゴニョゴニョした事については、多少の延命措置にはなったようだよ。だが、それからすぐにマモンが増大した力を君に返さなかったら、あのまま死んでいたと思うぞ？」

「マモンが？」

　言われて、僕は眠ったままのマモンを見下ろした。

　よほど疲れたのか熟睡しているが、よくよく見れば……その背中に、翼はない。

「誠二くんがウリエルの……まあ、おっぱいを揉んだ事でかろうじて命が繋ぎとめられたのは確かだ。だが、その後マモンが自分に満たされた力を君に返さなければ、結局君は死んでいたと思うよ」

「……それもルキさんが教えたんでしょう？　マモンと僕がそろって此処に居る訳ですし、あの後もルキさんが絡んできたわけですよね」

「ま、否定はしないよ」

「何な故ぜです？　ルキさんは僕から魂たましいを吸い上げるのが目的だったと思ったんですけど」

「そこは勘違いしないでほしいな」

　そう言うと、ルキさんは僕の傍へと寄ってきて、その手を僕の頬へと伸ばした。冷たい指先が肌はだに触れて、思わずどきりとする。

「言ったろ？　私はずっと君を見守って来たんだよ。みすみす死なせたりすると思うかい」

「……ルキさんが心からの善意だけで僕を助けたって言うなら、もちろん嬉うれしいですけどね」

「ふふっ……まあ、下心はあったけれどね」

　そう言うと、ルキさんの指先が僕の顎あごをなぞり、喉のどの下をくすぐるように這はう。目を細め、獲物を前にしたライオンのようにぺろりと唇くちびるを舐なめて見せる。

「誠二くん。君は今、自分の寿じゆ命みようがどの程度になっているか解るかい？」

「……やっぱ、魂を取られたら命が縮むんですね。まさか五年くらいとかですか？」

「半年だよ」

　それを聞いて、流石の僕も一いつ瞬しゆん、固まった。

　不治の病とか何とかだって、なかなかそんな短いリミットは設定されないだろうに。

　そんな僕の表情を見て、ルキさんはにやにやと笑っている。

「さて、君が支し払はらった魂は全て私の力となっている訳だ。君がこのまま順当に行けば、それこそ進級を待たずしてぽっくりと逝いってしまうだろう」

「……何が言いたいんです？」

「生きていたかったら、私の物になれと言う事さ」

　ルキさんの指が僕の鎖骨をなぞり、学生服の襟へと忍ばされる。

「……僕と付き合う気なんかないー、とか言ってた気がするんですが」

「対等な関係っていうのは、あまり好みじゃないんだよ。お爺じいさんに生き写しと言えるくらいに傍若無人で傲ごう慢まんで強ごう欲よくな君を、自分の掌てのひらの上で転がすように愛めでるから楽しいんじゃないか……こんな風に君の魂の大半を抱かかえている状態なら、それも出来ると言う訳さ」

「悪魔みたいな人ですね、ルキさんって」

「悪魔だって言ってるだろ」

　ルキさんは悪い笑え顔がおを浮うかべて、僕の心臓を触るかのように胸むな元もとを撫なでる。




　僕はようやく、この人が抱いていた物が見えた気がする。




　僕にゼバオトの呪じゆ文もんを教えて魂を奪った事も、ウリエルの襲撃からギリギリのタイミングで僕を救った事も、マモンを一度見殺しにした事も、マモンを使った悪戯いたずらに気付かないふりをした事も、僕に青のグリモワールを渡わたした事も、僕をバイトとして傍に置いていた事も……もしかしたら、ウリエルが僕の学校に潜んでいた事まで。

　その全てが、ルキさんの計画通りに動いていたのかもしれない。

　だとしたら、この人の執念とか、欲求の強さと言うのは、僕とは到底比較にならないものなのだろう。

　思えばこの店そのものが、ルキさんの強烈な蒐しゆう集しゆう癖へきの象徴でもある。欲ほしいと思った物は手に入れて、自分の傍に置いておく。その結果として出来上がった、乱雑で混こん沌とんとしたコレクションの森。それが出来て行く様を、ルキさんが僕を傍で見守るように、僕もまたルキさんの傍で見つめて来た。

　だから今、自分へとその矛先が向けられると、はっきりと解る。

　ルキさんの、凶悪なまでの欲望が。

「でも――ルキさん」

　僕はルキさんの手を掴むと、自分から引き離していく。

　ルキさんはそれを見て、戸と惑まどったように首をかしげる。

「どうしたんだい、誠二くん……？」

「残念ですけど、僕はルキさんの物には成りませんよ」

　ルキさんは、唇の端はしをぴくりと震わせた。

　けれど、いつも通りの余よ裕ゆうありげな笑えみを崩すまでには至らない。

「……命が惜しくはないと言うのかい？」

「僕も大たい概がいモテない方ですけど、それ、口説き文句としては最悪だと思いますよ」

「君は案外、ロマンチックな恋れん愛あいが好みだものね」

「ええ、それに……僕は何かを自分の物にするのは好きですけど、誰かの物になるのは嫌きらいなんです」

「とんでもない言い分だな。ギブアンドテイクは君の言う、対等な取引って奴じゃないのかい」

「対等になってないんですよ。僕はルキさんの本当に望む物を与えられませんから」

　その一言で、ルキさんの笑顔が消えた。

　あまりの無表情さに、僕も背筋が寒くなるくらいだ。けれど、ここで引く訳にも行かない。

　マモンに教えられたんだ。「世の中には、自分が何を欲しがっているのかに気付いていない人も居る」って。芹せり香かのそれには気付けなかった鈍感な僕だけど、ルキさんを見ていれば、それが解る。

「ルキさんが欲しいのは、僕じゃないでしょう」

「……何を言ってるんだい」

「僕は確かに爺さんを尊敬してます。爺さんに教えられたこと、受うけ継ついだ物、見習ったこと、たくさんあります。けれど……僕は爺さんじゃありません。爺さんの代わりをしてあげる事はできませんよ」

「…………」

「ルキさんの目は、僕の向こうに居る爺さんしか見ていません」

「……知った風な口を聞くんだね」

「自分の欲望に突っ走る人って、嘘うそが隠せなくなりますよね。僕がそうだから良く解ります。けれど、けれど……ルキさん。代わりを求めて満足する事は、やっぱり違うんですよ」

　僕はルキさんの肩かたを掴つかみ、逃がさないようにする。

　僕の視線から。そして、ルキさんの視線の中の僕から、逃げられないようにする。

「欲しい物があるなら、その本物を求めなきゃ駄だ目めなんです。自分の欲しい物に似せた何かを作ろうとしたって、それは偽にせ物ものでしかない。心の隙すき間まをぴったりと埋める事はできないんですよ」

「………………」

　ルキさんはしばし沈ちん黙もくすると、僕から視線を逸そらした。

　そして俯うつむいて、瞼まぶたを閉じて、自分の中にある何かを見つめているようだった。それが少しの間続き、やがてもう一度顔を上げたルキさんの瞳ひとみは、僕へと焦しよう点てんを合わせていた。

「……君のお爺さんは、代わりで満足することだってあったよ。商売人だったからね、求める機能をこなすものなら、何だって利用した。私自身……君のお婆さんに重ねて見られていたと、今では思っている」

「でも、僕は爺さんじゃないですから……それじゃ満足できません。何かを失ったら、それを代替品で埋める事なんて、きっとできないから」

　そう言って、僕はマモンへと視線を移した。

　確かに「本物」として帰ってきてくれた、たった一人の、可愛らしい悪魔を見た。

　ルキさんの視線が僕の横顔へそそがれているのを感じたが、やがてそれは、僕と同じくマモンを見つめた。

　そして、力が抜けた様に、ふわりと笑った。

「君は本当に、欲深い」

「まさか僕の人生で、女の子をフるなんて経験ができるとは思いませんでしたよ」

「だろうね、君はモテないから」

「勿もつ体たいないとは思いますけどね」

　僕は寝ているマモンを抱き上げる。その身体は、思ったよりも軽い。

　出口へと向かうと、ルキさんが声をかけて来た。

「でも、君はたった半年の命しかない身体で、本当にいいのかい？」

「僕がルキさんに助けてもらったのは事実です。ゼバオトを使わなければ、ウリエルに勝つことも、マモンを取り戻す事もできなかった。だから、その魂は正当な料金として支払ったと思っています」

「……魂を支払う、か。とても人間の感性じゃないよね」

「支払うとか対価とか、そういう概がい念ねんを持ってるのは人間だからですよ。それを理解できているから、今の僕は、自分がライオンじゃなくて良かったって思います」

　その台詞せりふは、ルキさんには理解できていないようだった。それはそれで構わない。ただ、爺さんに届いているだろうかと、淡あわく期待をしてみる。

　そういう会話をしながら、なんとかマモンを支えつつ玄げん関かんの扉とびらを開ける。

　外は薄暗く、空には星が浮かび始めている。

「それに……自分の魂ですから、失った分は自分でなんとかしてみますよ。半年あるんだし、生き延びるための道を、最後まで探してみます」

「君は……本当に、私から決別するつもりなんだね」

「それは違いますよ」

　振り向けば、寂しそうな顔をしたルキさんが居た。

「マモンに会えた事、助けてくれた事、ちゃんと感謝してます。ありがとうございました」

「でも、君は私から離れて行ってしまうんだろう？」

「いえ。ルキさんはやっぱ綺麗ですし、おっぱい大きいですし、優やさしいですし、素敵な人だと思いますよ。だから――」

　その時の僕は気恥ずかしくて、たぶん、少し頬ほおを赤くしていたと思う。

「だから、爺さんの代わりになるんじゃなくて、爺さんを越えて……ルキさんがちゃんと僕自身を欲しいと思ってくれるように頑張ります」

　言ってしまってから、耳まで熱くなって行くのを感じる。

　ルキさんは驚いたような顔をしていたが、やがて、にっこりと笑ってくれた。

「確かに……口説かれるよりは、口説き落とすほうが君らしい」

　ルキさんの笑顔はいつもより、ずっと優しく、素敵に見えた。

　その瞳が確かに僕を見つめていて、僕もそれにつられて、笑った。




　　　　　◇




　いくら軽いとはいえ、マモンを家まで抱えて帰るのは疲れるから、おぶる形に変えて帰路を歩いた。

　背中でもぞもぞと動くのを感じて、マモンが起きたのに気付く。

「……んにゃ、誠二……やっと起きたのかぇ……」

「こっちの台詞だ。がっつり眠ってたぞ、お前」

「あれ……ちょ、なんでお前わしをおんぶしとるんじゃ！」

「寝てたからだっつってんだろ。暴れるんじゃない、落ちるぞ」

　じたばたするマモンをしっかりと支えながら、ゆったりした足取りで歩いて行く。なんとなく、離してやる気はなかった。

　マモンも観念したのか、そのまましっかりと僕の首に腕を回してきた。肩に顎を乗せるようにするから、その声がやけに近くで響ひびく。

「ったく……死ぬかと思ったのじゃぞ。お前、いきなり倒たおれるんじゃもん」

「でもお前のおかげで助かったよ。ありがとな」

「……複雑じゃのう、わしもお前のおかげで生き返ったわけじゃし」

「ああ、その関係で僕、あと半年の命らしいぞ」

「なんと!?　お前それさらっと言う事と違うじゃろ！」

「しんみり言っても意味ないじゃん？」

「…………すまぬ。わしが、不ふ甲が斐いないばかりに」

「謝あやまるなって」

　落ち込まれてもバツが悪い。頭を掻こうにも、マモンを背負った状態ではそれも出来なかった。

「そう言う訳にはいかぬ。お前は、お前は命を犠牲にしてまで、わしに翼つばさをくれたのに……わしは結局、お前に何も与あたえてやれていない。奪ってばかり……マイナスになったばかりじゃあないか」

「そんな事ないよ？　ちゃんと、お前は僕の望んだ物をくれたじゃないか」

　にこりと笑って、振ふり返かえる。

　マモンは理解が追いつかない、という風に、丸い瞳で僕を視みた。

「望んだ物って……」
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「マモン。僕の願いは何だった？」

「何って、世界征服……いや、宇宙を我わが物に……？」

「いやいや、その後だよ。その後」

「…………あ」

　気付いたらしいマモンに向かって、目を細める。

「魂を代価にしてでも、おっぱいが揉みたいって。結局、叶ったじゃん」

「……お前って奴は」

　笑ってんだか泣いてんだか、よくわからない顔で、マモンの腕に力が籠こもった。背中に感じる温かさが、近くなる。

「はっ、どうせその程度で本当に満足できるお前じゃあないじゃろ。そんなちっぽけな願いで満足するでない。魂を代価にしたって、釣りあう物ではないわ」

「いや、中々に命かける価値あったと思うよ？　あの柔らかいおっぱい」

「ええい喧やかましい！　そんな事で我が契約主の魂を根こそぎ削ったんじゃあ、わしが召しよう喚かんされた甲斐がないわ！」

「……ま、僕だって大人おとなしく余生を過ごす気なんてないさ」

　そうだ。まだまだ欲しい物もやりたい事もたくさんある。

　ウリエルにセクハラして延命できたくらいだから、まだ失った寿命を取り戻す方法だって、あるかもしれない。半年の間、黙だまって諦めているなんて僕らしくない。

　僕はもう、知った。教えて貰もらった。

　欲望の満たし方、望みの勝ち取り方を。

「うん……まずは失った魂を何とかしないとね。協力してくれるだろ？　マモン」

「当然ではないか。というか、らしくないわ。もっと堂々と命令せんか。なんせ、わしは――」

「……おい。ちょっと待て」

　マモンの言葉をついさえぎって、視線が道の向こうへと跳ぶ。

　その先に、芹香の姿があった。

　焦あせった様子で視線を彷徨さまよわせながら、通学路を帰宅方向へとなぞるようにして歩いてくる。近づいてきて、目があった。

「あっ、みっくん……と、この間あいだの子？　……どうしたの、おんぶなんかして」

　どうやら芹香の調子は、いつもの様子に戻っていた。ウリエルを倒したせいだろうか。芹香が正気に戻っているなら、他のクラスメイトもそうかもしれない。

　ほっと胸を撫なで下おろす間もなく、僕は芹香の質問の答えに詰つまった。

「いや、これは、その」

「ええい、下ろせ誠二。流石にみっともないわ」

　よじよじと背中から下りて行くマモンを、芹香は怪け訝げんな目で見つめる。変に追及されるのも何なので、僕は先んじて話題を振る事にした。

「芹香こそ、どうしたのさ。なんかきょろきょろしてたけど」

「ん……実はさ」

　そう言って、芹香は自分の頭を指さす。

　いつもあるはずの物がそこにない、と言うのは、いざ目にするとかなりの違い和わ感かんがある。ウリエルに捨てられたヘアピンは、未いまだ、芹香の髪かみに帰って来てはいない。

「いつの間に失くしたのか覚えてないんだよね。まず普ふ段だん、髪から外す事なんてない筈なんだけど……」

　僕ぼくはその行方ゆくえを知っている。

　誰だれかが拾っていなければ、あの広い校庭のどこかにまだ、芹香のヘアピンは落ちたままに違いない。もちろん、未だに誰にも触られていないとは言い切れない、野良犬か、カラスにでも見つけられたら、どこに行ったか分かったもんじゃない。

　それでも、行動しない理由にはならない。

　芹香と別れて捜しに行こうという決心を固めた、丁度その時……小さな手が、僕の肩を優しく叩たたいた。

「どした、マモン」

　僕の問いかけに、マモンは声を出す事なく、ただ視線を上に向けた。

　茜あか色ねいろから、少しずつ紺色に変わって行く、夕方の空。

　斜めに差し込む赤い光の中、雲を背にして、黒い影かげがゆっくりと浮かんでいた。

「……あれって」

　黒い影が、少しずつ降りて来る。

　悠ゆう々ゆうと、翼を広げて風を受け、夕焼け空の中に、カラスのシルエットが浮かび上がる。

　艶やかに黒いそのクチバシの先、光を受けて、赤い輝かがやきが咥くわえられていた。

「……マモン。お前、いつの間に」

「お前と念話で繋つながっていたときに、ちらっとな。よっぽどウリエルに怒おこっていたと見える。頭の片隅から、その理由の一つを拾わせて貰ったんじゃよ」

　カラスはゆっくりと、僕らの方へ近づいてくる。

　芹香も、マモンも、それを見上げて、その視線に誘導されるように、カラスは真っすぐに近づいてくる。

　マモンの声がささやかに、隣となりの僕にだけ聞こえるような大きさで、響いた。

「今は、まだこんなちっぽけな物しか、お前に掴ませてやれん」

　恥ずかしそうに、けれど温かく。

　耳に柔らかく吸い込まれる声が、心地よい。誰かのためを思う声だと、感じられるからかもしれない。

「しかし、いつか……いつか必ず、もっと大きな物を、その手に掴ませてやる。失った魂を取り戻すだけ、などとケチな事は言わんよ」

　マモンの手が、僕の背を押した。

　よたよたと前に足を進める。飛行機を迎むかえる滑走路のように、降りて来るカラスの軌道と重なった。

「いつか、いつか。世界を全部、掴ませてやるからな」

　その声に振り向けば、きょとんとした芹香と、笑うマモンの顔があった。

　僕もつられて、いや、応えるように、笑った。

「どうせなら、宇宙丸ごとが良いな」

　向き直って手を伸のばした。

　カラスのくちばしから、赤いヘアピンが落ちて来る。

　拾い損ねないように視線を外さぬまま、おぼつかない足取りで前に進む。

　目の前の小さな物を手に入れるだけで、僕の足は心もとない。

　もっと大きな何かを求めて歩き出したら、もっと遠くまで足を延ばさなくてはならないのに。

　石に躓つまずくかもしれない。谷に阻まれるかもしれない。得られた物の代わりに、苦しみや恐きよう怖ふを味わうかもしれない。

　求めるものが大きければ、きっとそれだけ、道も険しくなって行く。

　けれど、少なくとも自分の行きたい方向を見失わずに、まっすぐに歩いて行こう。

　檻おりで守られたライオンじゃなくってもいい。飢えても渇かわいても、檻の外の世界を求めて飛び出していく。

　信じるままに、欲するままに、どこまでも、どこまでも。

　この世界という輪を、まるごと自分の物に出来る日まで。

　まずはちっぽけなその宝物を、僕は確かに、手に入れた。




〈了〉







あとがき







　初めまして、北きた國ぐにばらっどと申します。

さて、「強欲な僕とグリモワール」如何でしたでしょうか。

　自分は書くもののテーマに困ったら、まず「自分らしく生きること」を根底に据えるようにしています。

　僕自身が悩んだり、行き詰ったりした時に、まず最初に自分という人間のふりだしまで戻ってから考える癖があって、そういう物が影響しているのでしょう。

　なので、拙作「強欲な僕とグリモワール」もまた、そんなテーマのもとに書いた作品になりました。

　この本を手に取って下さった皆様に、少しでも笑いとか、明るさとか、そういった何かを与える手助けになれば、書いた本人としては幸いです。




　なんて殊しゆ勝しようなことを言ってはいますが、本作がそんな高尚な作品でないことは、ここまで読んで頂いた方なら思いっきり解っていると思います。

　はい。

　白状いたします。僕はこの作品、マモンの契約シーンを書きたい一心で仕上げました。

　いや、ルキの服がはじけ飛ぶシーンとかエルのお仕置きとかそういうシーンとかすごく楽しかったです。

　自分らしく生きる。そういうテーマには忠実だったつもりです。

　自分らしくやりすぎた結果がこういう物です。

　言い訳は効きません。

　しかし本当に一切の自重を捨てていれば、マモンの胸に関する話題だけで一本書いていたのかもしれないと思うと、それはそれでどうなって居たのやら。




　さて、それはそれとして。

　このような自分の好きな物だけ面白おかしく書き連ねた作品が、今回のような形で評価され、また、世に出る機会を頂いたことは、感謝してもしきれないような出来事でした。

　というのも、僕が作家になろうとした動機という奴が、少々どころではなく身勝手なものでして。

　僕よりも前に、この手の業界に飛び込んだ古い友人がおりまして、僕は彼の事をウマの合う友だと思っていたのですが、どうも確かな結果という物を見せつけられると、置いて行かれたような気持ちがしてしまったわけです。

　で、まあどうしたかと言うと、とりあえず書いてみたわけです。

　彼にできるなら、僕にもできるだろうと。

　それは楽観的すぎるかもしれないし、動機としてはどうなんだろうとも思うけれど、とりあえず歩き始めてみないと仕方ないと。

　それからは手探りで進みました。

　とにかく読んでは書いて、投稿して、読んでは書いて、投稿して。

　そして、まあ、できてしまったわけです。

　僕はなんと身勝手な奴でしょう。対抗心からプロデビューするなんてこと、有っていいものでしょうか。

　ともかく、始まりはそんな感じでした。

　しかし、いざプロの世界の扉を叩いてみれば、今まで見えていなかった物がたくさん見えてくるわけです。

　この一冊の本を出すにあたって、プロの作家とはどういう物なのか。

　また、一冊の本にどれほどの人が関わり、どれほどの責任と努力が絡んでいるのか。

　出版という過程にあたって、自分が作家という立場から見つめるべき様々な物を、この機会で学ばせて頂きました。

　僕はいわゆる兼業作家という奴で、普段は普通にサラリーマン的なことをやっているのですが、こうした「まったく別種の業界」に触れる機会は、社会人として純粋に価値ある経験でした。

　責任を持って契約し、商品を作り、お客様に届ける。

　この本もまた、僕だけではない数多の「プロ」の手を通って、数多のお客様の下へと届けられています。

　だから、この作品は僕の著作と言って済ませられるほど簡単な一冊ではありません。

　編集を担当してくれたＳさま。

　素敵なイラストを仕上げて下さったハル犬けんさま。

　細かい誤字脱字や言語表現に関してチェックしてくれた校閲の方々。

　広報担当の方々に、この本を販売してくださった書店の方々に至るまで、僕が感謝の言葉を届けなければならない人たちが大勢います。

　そんな多くの方々の協力を経て、読者の皆様に届けられた本作。

　どんな形でも構いません。ただ、少しでも楽しいと、面白いと感じて頂けたら、僕を始めとした、この本に関わった人々にとっては本望だと思います。

　だから、最後にはなりますが、何よりも伝えたいのは皆様への感謝です。

　この本を買っていただいて、本当に、心から、有難うございました。
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